
第１次（令和５年度）実施計画

釧路市教育委員会

釧路市社会教育推進計画



1 
 

釧路市社会教育推進計画（令和５～９年度） 

第１次（令和５年度）実施計画について 

 

 

１ 実施計画の目的と構成 

 

 この実施計画は、釧路市社会教育推進計画の具現化を目的に策定したものであ

り、４つの基本方針にぶら下がる「具体的な施策」ごとに、行政として取り組むべ

き事業について、その概要等を示しています。 

 令和５年度に実施予定の事業と令和６年度以降の事業方針を記載しています。 

 

２ 計画の期間 

  

    この計画の期間は、令和５年４月から令和６年３月までの１年間とします。  

 

３ 対象となる事業 

 

教育委員会並びに教育委員会所管施設（指定管理者含む）の社会教育関連事業及

び他部署（教育委員会以外）における社会教育関連事業（評価は対象外）を対象と

して記載しています。 
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４ 事 業 数 

                               

Ⅰ互いに認め合う共生社会の実現 75 

１人権教育の推進             (1) 7  (2)13 

２家庭・地域教育の充実           (1)11 (2) 7  (3) 6  (4) 6 

３青少年の健全育成            (1)11  (2) 4  (3)10 

 

Ⅱ主体的な学びの推進 100 

 １多様な学びの場の提供          (1)43  (2) 18  (3) 8 

 ２学びの場の環境の充実         (1) 6   (2) 12 

 ３学びの循環の推進            (1) 6   (2) 7  

 

Ⅲ自然との共生と文化芸術の振興 83 

 １自然を生かした活動の推進             (1) 9  (2)10 

 ２文化芸術活動の推進             (1) 9  (2)19  (3)16 

 ３文化財の保護・活用とアイヌ文化の保存･継承  (1)15  (2) 5   

 

Ⅳ健康な心と体を育むスポーツの推進 137 

 ２生涯スポーツを通じた健康の増進   (1)37  (2)18  (3)22 

 ３競技スポーツの振興         (1)16  (2) 8  (3) 5 

 ４スポーツ振興のための基盤整備     (1)13  (2)11  (3) 7 

 

総事業数 395 
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P96～116 

Ⅱ
主体的な学びの
推進

学びの場の環境の充実
（１）学びを継続するための情報の発信
（２）施設・環境の整備

（１）芸術鑑賞機会の充実
（２）多様な文化芸術活動の充実
（３）地域・郷土文化の発展

Ⅲ
自然との共生と
文化芸術の振興

文化芸術活動の推進2

（１）ニーズにこたえる学習機会の提供
（２）豊かな人生を後押しする講座の提供
（３）子どもの読書活動の推進

2

3

1

2

3

1 多様な学びの場の提供

人権教育の推進

家庭・地域教育の充実

青少年の健全育成

Ⅰ
互いに認め合う
共生社会の実現

基本方針 基本方策 施策の方向

（１）人権尊重の取組の推進
（２）互いに認め合う取組の推進

（１）親の学習機会の拡充
（２）子育て支援の体制づくり
（３）地域コミュニティの活性化
（４）地域が子どもを育てる取組

3
スポーツ振興のための
基盤整備

（１）スポーツ施設の充実
（２）スポーツ活動を支える人材の確保
（３）スポーツに関する情報提供の充実

（１）体験学習機会の充実
（２）次代を担う子どもの育成
（３）子どもの成長に向けた支援

文化財の保護・活用と
アイヌ文化の保存・継承

（１）文化財の保護と活用
（２）アイヌ文化の保存と継承

学びの循環の推進
（１）人材発掘・育成とその確保
（２）学びの成果を活かせる場の提供

自然を生かした活動の
推進

（１）豊かな自然環境の保護と啓発
（２）多様な自然体験・学習機会の充実

3

1

Ⅳ
健康な心と体を育む
スポーツの推進

1
生涯スポーツを通じた
健康の増進

（１）スポーツ参画人口の拡大
（２）地域スポーツ活動の活性化
（３）健康維持と体力向上の取組

2 競技スポーツの振興
（１）競技力の向上
（２）スポーツ少年団の活性化
（３）競技スポーツ活動への支援

釧路市社会教育推進計画【施策の体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P5～11 

 

P12～21 

P22～30 

P32～53 

P54～59 

P60～63 

P65～71 

P72～85 

P86～94 

P117～126 

P127～139 



基本方針Ⅰ

「互いに認め合う共生社会の実現」

4



令和５年度実施計画

基 　本 　方　 策

Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

1

人権尊重の取組の推進

具 体 的 な 施 策
「いじめ」「ＤＶ」「児童虐待」等の人権を踏みにじる行為を、「許さない」「隠さな
い」「見のがさない」という意識を醸成します

施  策  の  方  向 (1)

Ⅰ

各学校で、DVや虐待に係る案
件の緊急通報体制が確保され
ている状況に加え、SCによる
児童生徒、保護者等に対する
ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞや、福祉関係機関
等へつなぐなどの相談・支援を
行う。

DVや虐待に係る案件の緊急
通報体制の整備や関係機関
等との綿密な連携を図る。

DVに対する認識を深めること
や、DV被害者の自立支援を含
めた適切な保護を行う。

令和5年度事業計画

①Q‐U及びｱｾｽを実施する。(年2回)
②ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの配置と相談体制の周知する。
③「いじめｶｯﾄﾗｲﾝ」の設置及び相談窓口を周知
する。
④教職員の資質向上を図るため情報ﾓﾗﾙやｶｳﾝ
ｾﾘﾝｸﾞ技能向上研修講座を実施する。
⑤児童生徒、保護者等を対象とした情報ﾓﾗﾙに
関する講座を開催する。
⑥釧路市いじめ防止対策委員会の開催（年1回）

事業名

教
育
支
援
課

①DV･虐待案件の緊急通報体制を確保する。
②ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ及びｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰによる連
携した相談・支援体制を構築する。

人権教育の推進

基   本   方   針

教
育
支
援
課

事業名

主管課

ア

会議等で関係機関と連携を図り、DV・児童虐待の
防止に努める。
①釧路市家庭福祉推進連絡協議会（開催予定）
②釧路市家庭福祉推進庁内連絡会議（開催予
定）

こ
ど
も
支
援
課

①DV防止啓発事業
　・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成、配布
　・DV防止講演会の実施
　・女性活躍のためのｾﾙﾌﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ講座の開催
②DV被害者の自立支援事業
　・相談体制の充実
　・自立支援の促進

事業名 / 概要・ねらい

事業名

いじめ問題総合対策事業

「ﾈｯﾄいじめ」を含む「いじめ問
題」を最重要課題として位置づ
けた取組（いじめの定義に立
ち、学校における指導の徹底
やいじめられた本人が訴えや
すい環境をつくるなど、適切な
対応）を行う。

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

継続実施する。

継続実施する。

支援や取組を継続する。

DV・虐待防止

女性保護事業

こ
ど
も
支
援
課

事業名

DV・虐待防止
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令和５年度実施計画

1 人権教育の推進

施  策  の  方  向 (1)

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策

人権尊重の取組の推進

具 体 的 な 施 策 ア
「いじめ」「ＤＶ」「児童虐待」等の人権を踏みにじる行為を、「許さない」「隠さな
い」「見のがさない」という意識を醸成します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

こ
ど
も
支
援
課

①子ども虐待防止講演会を開催する（11月開催
予定）。
②児童虐待防止ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを児童のいる家庭や関
係機関へ配付する。
③児童虐待防止ｵﾚﾝｼﾞﾘﾎﾞﾝ運動を実施する。（ｵ
ﾚﾝｼﾞﾘﾎﾞﾝ着用推進、PRﾃｨｯｼｭ作成・街頭配布）

継続実施する。

児童虐待対策事業

児童虐待問題に対する相談支
援体制の強化を図るとともに児
童虐待予防啓発活動を行う。

Ⅰ
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令和５年度実施計画

Ⅰ

事業名

社会を明るくする運動

事業名

具 体 的 な 施 策 イ
誰もが参画できる平等な社会づくりの取組や人権を侵害された方への相談・支援
体制の充実など、人権尊重の取組を推進します

基   本   方   針 Ⅰ

(1) 人権尊重の取組の推進

教
育
支
援
課

・7月の強調月間
①「社会を明るくする運動」中央推進委員会委員
長(総理大臣)ﾒｯｾｰｼﾞを市推進委員会委員長(釧
路市長）へ伝達する。
②街頭啓発
釧路・阿寒・音別の各地区において、関係機関・
団体とともに街頭啓発を実施する。

・その他強調月間等年度期間中
①各関係機関・団体での行事において啓発活動
を実施する。

基 　本 　方　 策 1

令和6年度事業（予定）

地域における障がい者虐待の
未然の防止や早期発見、迅速
な対応、その後の適切な支援
を行うため、関係機関等の協
力体制の整備や支援体制の
強化を図る

令和5年度事業計画

障
が
い
福
祉
課

①養護者、障がい者支援施設等従事者、使用者
等による障がい者虐待の通報又は届出の受理
（24時間対応）
②障がい者虐待を受けた障がい者の保護および
自立支援、養護者の支援のための相談・指導およ
び助言、その他障がい者虐待に関する相談・指導
及び助言
③障がい者虐待の防止および虐待の通報義務等
に関する普及啓発活動
④虐待防止のため、権利擁護部会（年3回）をはじ
めとする関係機関との連携構築

虐待防止ｾﾝﾀｰ事業

全ての国民が、犯罪や非行の
防止と罪を犯した人たちの更
生について理解を深め、それ
ぞれの立場において力を合わ
せ、犯罪のない明るい社会を
築こうとする全国的な運動(法
務省主唱)を行う。

継続実施する。

継続実施する。

互いに認め合う共生社会の実現

人権教育の推進

施  策  の  方  向

事業名 / 概要・ねらい 主管課
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令和５年度実施計画

基   本   方   針

事業名 / 概要・ねらい

施  策  の  方  向 (2) 互いに認め合う取組の推進

具 体 的 な 施 策 ア

互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 1 人権教育の推進

Ⅰ

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

市民学園講座「まなぼっとｼﾆｱ講座（わくわくｾｶﾝ
ﾄﾞﾗｲﾌ）」の中で実施

期間　11月16日・11月22日
参加者　40人
回数　全2回
内容　体の不自由な人に出会ったら～高齢者、視
聴覚障がい者、聴覚障がい者、車ｲｽの人、ベット
介助法～
新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症対策を講じながら実施

継続実施する。

ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝの学習

ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝに関する学習
機会を提供する。

令和6年度事業（予定）

性の多様性を理解するための啓発に努めるとともに、発達障がい等障がいについての正
しい知識と理解を深め、当事者や家族への相談等支援体制の充実に努めます

令和5年度事業計画主管課

事業名

教
育
支
援
課

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの役割についての説
明や情報提供及び各校の特別支援教育ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰによる実践交流を通して、学校及び関係機
関が組織として動く特別支援教育のあり方につい
て理解を深める。

継続実施する。

研究ｾﾝﾀｰ研修「特別支援教育の
充実Ⅰ」

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾌﾞ
ﾛｯｸ会議における各校の現状
や課題解決に向けた方策の交
流や特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰの役割についての説明，情
報提供等を通して，学校全体
で取り組む特別支援教育につ
いての研修を深める。

事業名

教
育
支
援
課

特別支援学級における日常的な活動や授業づく
り、特別支援教育の教育課程改善に関する研修
を開催し、講師による説明や実践交流・協議等を
通して特別支援教育に係る実践的指導力の向上
を図る。

継続実施する。

研究ｾﾝﾀｰ研修「特別支援教育の
充実Ⅱ」

特別支援教育における授業づ
くりや日常に生かす指導の在り
方についての研修を深める。

事業名

教
育
支
援
課

関係機関と連携を図りながら、学校内での具体的
な対応について専門的な立場から直接助言の機
会として、巡回相談を実施することにより、校内の
体制整備、研修などへ支援を推進する。

支援を継続する。

特別支援教育の実施

発達障がいを含め、障がいの
ある児童生徒の自立や社会参
加に向けて、その一人一人の
教育的ﾆｰｽﾞを把握し、適切な
教育や指導を通じて必要な支
援を行う特別支援教育充実に
努める。

Ⅰ
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令和５年度実施計画

Ⅰ

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 1 人権教育の推進

施  策  の  方  向 (2) 互いに認め合う取組の推進

具 体 的 な 施 策 ア
性の多様性を理解するための啓発に努めるとともに、発達障がい等障がいについての正
しい知識と理解を深め、当事者や家族への相談等支援体制の充実に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

【時期】令和5年9月～
【回数】年2回予定
【場所】湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路（ｳｲﾝﾄﾞﾋﾙくしろｽｰﾊﾟｰ
ｱﾘｰﾅ）1階ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ付近

継続して取り組む。

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所販売会

共生社会の実現に向けた取組
として、地域の福祉ｻｰﾋﾞｽ事業
所に声をかけ、数店が一堂に
販売できる販売会を開催す
る。
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令和５年度実施計画

Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 1 人権教育の推進

令和6年度事業（予定）

事業名

健
康
推
進
課

※新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染状況に応じ、個別対応
　　又は集団対応とする予定。
日時　4/23、6/18、8/27、10/15、12/17、2/18(各日
曜）
          ※午前・午後開催。
会場　釧路市役所防災庁舎
対象　妊娠34週までの妊婦およびその家族
内容　育児ﾚｯｽﾝ(実習)および講義

継続実施する。

ﾏﾀﾆﾃｨ講座

すこやかな子どもの成長、発達
のための妊娠・出産・育児に関
する正しい知識の普及およ
び、子育てについて学ぶ機会
を提供する。

施  策  の  方  向 (2) 互いに認め合う取組の推進

具 体 的 な 施 策 イ
男女平等の視点に基づいた家庭・地域における教育の推進や多様な学習機会の充実
など、男女平等参画の意識を高める取組を行います

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

基   本   方   針

事業名

市
民
協
働
推
進
課

①男女平等参画審議会を開催する。（5回予定)
②市の男女平等参画に関する施策の取組状況を
把握し進捗状況を確認し、新ﾌﾟﾗﾝにおける施策
推進について審議する。
③くしろ男女いきいき参画表彰推薦者の審査をす
る。
④男女平等参画ｾﾝﾀｰの取組状況について情報
提供する。
⑤くしろ男女平等参画ﾌﾟﾗﾝの中間見直しを実施
する。
⑥任期満了により男女平等参画審議会改選

最低年3回の審議会を開催す
る。

釧路市男女平等参画審議会の開
催

釧路市男女平等参画推進条
例に基づく審議会を開催し、
男女平等参画推進のための調
査活動、施策に対する意見交
換等を行う。

事業名

市
民
協
働
推
進
課

①女性団体連絡協議会、家庭生活ｶｳﾝｾﾗｰ養成
講座運営委員会へ助成や助言等を行う。

②家庭生活ｶｳﾝｾﾗｰ養成講座（2級）の開催及び
認定授与式を実施する。

継続実施する。

女性団体の育成、指導

男女平等参画社会の実現に
向けて、連携して事業を進める
ために、女性団体連絡協議会
及び家庭生活ｶｳﾝｾﾗｰ養成講
座運営委員会への援助及び
女性団体の育成を行う。

事業名

市
民
協
働
推
進
課

・「くしろ男女平等参画ﾌﾟﾗﾝ」に関する施策の取組
状況、進捗状況を把握する。
・男女平等参画推進庁内連絡会議を開催する。
・関係課、関係機関との共催による各種講演会・ｾ
ﾐﾅｰ（DV防止講演会、思春期ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ講座な
ど）を開催する。
・「釧路市男女いきいき参画宣言」の周知を図る。

ﾌﾟﾗﾝに関する施策の取組状況
を把握し、今後の推進の方向
性を決定していく。
各種講演会・ｾﾐﾅｰの開催を継
続実施する。
「釧路市男女いきいき参画宣
言」の周知を図る。

「くしろ男女平等参画ﾌﾟﾗﾝ」推進
事業

「くしろ男女平等参画ﾌﾟﾗﾝ」の
推進を図るため、同ﾌﾟﾗﾝに基
づく施策の取り組み状況の把
握や関係各課等との連携によ
る講演会等を開催する。

Ⅰ
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令和５年度実施計画

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 1 人権教育の推進

施  策  の  方  向 (2) 互いに認め合う取組の推進

具 体 的 な 施 策 イ
男女平等の視点に基づいた家庭・地域における教育の推進や多様な学習機会の充実
など、男女平等参画の意識を高める取組を行います

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

市
民
協
働
推
進
課

・国立女性教育会館主催の「男女共同参画推進
ﾌｫｰﾗﾑ」への派遣（1人）
・派遣希望者の公募

今後も道外派遣研修を継続
し、男女平等参画を推進して
いく上でのﾘｰﾀﾞｰとなりうる人材
の育成を継続する。

道外派遣事業

男女平等参画社会の実現に
向けて、人材育成を行うために
国立女性教育会館での研修
に市民を派遣する。

事業名

市
民
協
働
推
進
課

・釧路市男女平等参画推進条例概要版やくしろ
男女平等参画ﾌﾟﾗﾝ概要ﾁﾗｼを配布する。
・広報くしろ等において啓発する。
・男女いきいき参画通信を発行する。
・女性活動団体への情報提供を実施する。
・くしろ男女平等参画ﾌﾟﾗﾝ中間見直しを実施し、
結果を公表する。

継続して情報提供する。

男女平等参画に関する情報の提
供

男女平等参画社会の実現に
向けて、国・道・先進市の情報
や、その他必要な情報を広く
市民に提供するために資料の
配布等を行う。

事業名

市
民
協
働
推
進
課

・指定管理者（釧路市女性団体連絡協議会＆
Bonos）による管理運営に対する指導・助言を行
う。また男女平等参画の推進に向け連携を図る。
①啓発事業（講座・ｾﾐﾅｰ等）実施
②男女共同参画週間行事開催
③交流ｲﾍﾞﾝﾄ「ふらっとﾌｪｽﾀ」開催
④女性のための無料法律相談実施（年12回）
⑤ふらっと通信発行（年2回）
⑥貸館・図書貸出業務実施
⑦自主事業の企画・検証

継続実施する。
指定管理者との連携を密に
し、ｾﾝﾀｰの円滑な運営が図れ
るよう支援を継続する。

男女平等参画ｾﾝﾀｰ管理運営事
業

男女平等参画社会の実現に
向けて、男女平等参画の推進
に関する活動の拠点施設とし
てｾﾝﾀｰを設置し、各種事業を
展開する。

事業名

市
民
協
働
推
進
課

・7月：表彰者募集（他薦）
　　　　※個人・団体　2件以内の表彰
・8月：選考
・10月：表彰式開催予定

継続実施する。
表彰制度の周知を図り、少し
でも多くの男女平等参画推進
に向けて活動している個人・団
体を顕彰し、ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ
の考え方をはじめとした男女平
等参画推進の理念浸透を図っ
ていく。

くしろ男女いきいき参画表彰

男女平等参画の推進に関わる
活動を行っている個人や団体
を表彰。そうした個人や団体を
顕彰することで地域経済の活
性化や女性活躍の促進に繋
げるなど、男女平等参画社会
実現の一助とすることを目的と
する。

Ⅰ
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令和５年度実施計画

市内各小学校へ入学する児童
の保護者説明会時に、子育て
に関する講話を行う。

事業名

教
育
支
援
課

期日　2月中
場所　各市立小学校・義務教育学校（全26校）
対象　新1年生児童保護者約1,000人
講師　家庭教育推進員、生涯学習推進ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

家庭教育講座「ほわっと」

具 体 的 な 施 策 ア 家庭や子育てのあり方について学ぶ講座や学習会等を開催します

基   本   方   針

基 　本 　方　 策 2 家庭・地域教育の充実

家庭教育支援を継続して行う。

継続実施する。

継続実施する。

継続実施する。

令和5年度事業計画主管課事業名 / 概要・ねらい 令和6年度事業（予定）

互いに認め合う共生社会の実現Ⅰ

子どもの健やかな成長に寄与
するため、PTA等との連携で家
庭教育に関わる講座を行い、
親の学習機会の提供を図る。

事業名

教
育
支
援
課

各小中学校単Ｐ研を活用した小中学生保護者へ
の実施のほか、各幼稚園・保育園の参観日等を
活用して幼稚園・保育園児保護者への実施、児
童館を活用し、母親ｸﾗﾌﾞ等の保護者への実施を
予定している。

目標実施校数　小学校8回、中学校8回、幼稚園・
保育園12回、児童館等3回

Ⅰ

家庭教育支援事業「教育講演会」

主に、家庭教育・学校教育に
関する内容の講演会を行い、
親の学習機会の提供を図る。

事業名

教
育
支
援
課

期日　令和6年2月未定
釧路教育研究ｾﾝﾀｰ「教育講演会」と合同で実施
演題　「未定」
講師　「未定」

新入学児童保護者説明会「子育
て講話」

施  策  の  方  向

事業名

教
育
支
援
課

①ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ型支援の実施
○家庭教育に関する学習機会の提供
（就学児童生徒保護者のほか、未就学児保護者も含
む）
○様々な方法による家庭教育の啓発
　・望ましい生活習慣啓発ﾘｰﾌﾚｯﾄの作成
　・広報くしろの活用による早寝・早起き・朝ごはん啓発
　・家庭教育通信「はぐくみ」の作成・配布
　・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの作成・活用
②ﾀｰｹﾞｯﾄ型支援の実施
○「ﾌｧｰｽﾄ・ｽﾃｯﾌﾟ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」の実施

家庭教育支援ﾁｰﾑの運営・活用

教育・福祉両分野関係職員の
連携・協力を図り、家庭教育を
支援するﾁｰﾑを組織し、発達
段階に応じた横断的な学習機
会の提供を図る。

(1) 親の学習機会の拡充

12 



令和５年度実施計画

具 体 的 な 施 策

事業名

博
物
館

期日　令和5年12月27日
会場　博物館講堂
参加対象　小中学生並びにその保護者

継続実施する。

おそなえもちをつくろう

日本の文化である正月行事や
もち等に関する事柄をｸｲｽﾞ形
式で学ぶとともに、もちつきや
おそなえ作りの体験を通して
伝統・習慣を学ぶ。

Ⅰ

期間　6月17日～1月20日
参加者　延べ88人
講座数　4講座5回
内容　木工教室、造形教室、料理教室、
　　　　親子わかさぎ釣り

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

基本的に週3回、30分ずつのおはなし会を開催
し、英語のおはなし会を含めて、図書館ﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞ、Facebookを始めとしたSNS、市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなど
を通じ周知の工夫と強化を図る。

継続実施する。

親子教室

家庭でも行うことができる実験
や工作、幼児のための親子体
操や遊びを提供することで、親
子で遊ぶ楽しさや学ぶ楽しさ
を共有する。

事業名

博
物
館

令和6年度以降の事業再開に向けた内容の検討
令和5年度による事業検討を
もって判断する。

夏休み親子土器作り教室

親子が釧路市内から出土した
縄文土器を観察し、その製作
体験を通して、地域の歴史や
先史文化への理解を深める。

継続実施する。

市民学園講座「子どもﾁｬﾚﾝｼﾞ」

小中学生を対象に、土曜日や
夏・冬休みを利用した体験学
習講座や親子参加講座を開
催する。

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 2 家庭・地域教育の充実

施  策  の  方  向 (1) 親の学習機会の拡充

イ
親子で参加できる体験活動や講座など、親子のふれあいや子育ての楽しさを知
る機会を提供します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）
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令和５年度実施計画

令和6年度事業（予定）

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

公民館ｻｰｸﾙ団体や地域の人材を活用し、親子
体験教室を実施する｡（年2～3回開催予定）

基 　本 　方　 策 2 家庭・地域教育の充実

施  策  の  方  向 (1) 親の学習機会の拡充

具 体 的 な 施 策 イ
親子で参加できる体験活動や講座など、親子のふれあいや子育ての楽しさを知
る機会を提供します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

参加者全員でﾔﾏﾍﾞの稚魚を放流し、その後、川
での遊びを体験しながら交流を深める。
　期日　7月下旬～8月上旬
　場所　音別町ﾁｬﾝﾍﾞﾂ川流域

継続実施する。

自然ふれあい事業

継続実施する。

公民館講座（親子体験教室）

公民館利用ｻｰｸﾙや地域の人
材を講師に、親子でものづくり
を行うことにより、親子のｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝを深め、豊かな心を育
むことを目的に実施する。

事業名

音
別
町
ふ
れ
あ
い
図
書
館

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

毎月第４土曜日を「ふれあいDAY」とし、親子映画
会、おはなし会や季節ｲﾍﾞﾝﾄなどを実施する。
場所  音別町ふれあい図書館

継続実施する。

親子映画会

図書館事業として親子映画会
を行い、家庭以外の場で親とこ
どもが一緒に体験できる機会
を提供し､更には図書館利用
を促し、親子での本とのふれあ
い(読書力)の高まりをねらいと
する｡

事業名

音
別
町
青
少
年

健
全
育
成
推
進
協
議
会

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

家庭での親子のふれあいとは
違う､自然の中で川遊びやﾔﾏ
ﾍﾞの放流などの体験を通じて
自然の大切さを学ぶ機会を提
供し､家庭での教育力の高まり
をねらいとする｡

Ⅰ
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令和５年度実施計画

具 体 的 な 施 策 ア
ホームページやリーフレット等により、子育てサークルの活動や講座・学習会等の
情報を提供します

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 2 家庭・地域教育の充実

施  策  の  方  向 (2) 子育て支援の体制づくり

事業名

生
涯
学
習
課

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報くしろ、市P連だよりによる催物
案内など施設情報を提供する。
また、市民のﾆｰｽﾞに応じ、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのﾍﾟｰｼﾞ増設
を検討する。

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による各施設情報公
開

子育てｻｰｸﾙ活動や講座・学
習会等への参加促進を目的と
して、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報くしろ
による催物案内など、施設情
報の提供を行う。

家庭教育支援ﾁｰﾑによる情報の
提供

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞやﾘｰﾌﾚｯﾄ等により、
家庭教育に関する学習機会や
相談窓口等の情報提供を行
う。

事業名

教
育
支
援
課

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを更新する。
望ましい生活習慣啓発ﾘｰﾌﾚｯﾄを活用する。
①「家庭教育講座」時に配付
②新入学児童保護者説明会時に配付、説明
家庭教育通信による情報を提供する。
ﾁｰﾑ員の情報共有による各業務における関係情
報を有効活用する。

令和6年度事業（予定）

情報提供を継続する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

情報の提供を継続する。

Ⅰ
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令和５年度実施計画

利用者支援事業

子育て中の親子や妊婦が、身
近な場所で、教育・保育・保健
その他の子育て支援を円滑に
利用できるよう、情報提供及
び、必要に応じた相談・助言等
を行い、関係機関との連携調
整等を実施する。

こ
ど
も
育
成
課

①6・7か月児育児相談の共同開催（ミニ講話・個
別相談等）
②４か月健診への介入(子育て支援ｾﾝﾀｰPR、講
座周知、個別相談)
③地域の保育施設や児童館、親子の遊び場等の
親子が集まる場へ子育てｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを派遣する
相談日の実施。
④保健師巡回相談の実施。
⑤子育てﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを組織し、子育て家庭への助
言や情報提供などを通じた子育て家庭の交流の
充実に向けて連携を図る。

取組を実施する。

事業名

こ
ど
も
育
成
課

児童館を活用した幼児ｻｰｸﾙの支援等を行うこと
により、子育て親子の居場所づくり、交流の場を継
続して提供する。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

事業名

市民学園講座「子育て応援講座」

市内在住の子育て世代を対象
に、子育てに役立つ講座、母
親交流支援など、子育て期間
を楽しむ講座を開催する。

(2) 子育て支援の体制づくり

具 体 的 な 施 策 イ
ＳＮＳや身近な環境の場での、子育てに関するアドバイスや相談等の支援、情報
交換ができるネットワークづくりを進めます

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 2 家庭・地域教育の充実

施  策  の  方  向

取組を実施する。

児童館を活用した子育て親子の
居場所づくり

児童館・児童ｾﾝﾀｰ（21館）を
活用した子育て親子の居場所
づくり交流の場を提供するとと
もに、幼児ｻｰｸﾙの育成及び
支援を行う。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

地域子育て支援拠点事業

保育士などの専門の職員を配
置し、地域の子育て家庭の育
児不安などについての相談や
助言、子育てに関する情報提
供を行い、乳幼児とその保護
者の相互の交流を促進する。

事業名

こ
ど
も
育
成
課

①育児不安などについての相談対応
②子育てｻｰｸﾙ等の育成と支援
③親子の広場・各種子育て講座
④ﾏﾏｽﾞﾙｰﾑ(身体計測他）
⑤子育て教室（健康推進課ホール１クール）
⑥水産課と協働した地元産のさかなを活用した料理作
りと調理実習（年2回）
⑦ﾗﾝﾁﾙｰﾑ(東部・つどい）
⑧6箇所(拠点ｾﾝﾀｰ3箇所・親子つどいの広場・はると
り・風の子）で交流。相談・情報提供の場を開催

Ⅰ

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

継続して提供する。

市民学園講座「子育て応援講座」
期間　5月16日～12月13日
参加者　延べ242人
講座数　13講座16回
内容　健康（ﾖｶﾞ、ﾏｯｻｰｼﾞ、ﾋﾟﾗﾃｨｽ、体幹ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
教室ﾞ、）、料理（おやつ、ﾃﾞｻﾞｰﾄ、ﾊﾟﾝ、ｹｰｷ､簡単
料理、おもてなし料理、イタリア料理、ｸﾘｽﾏｽ料
理）　他
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令和５年度実施計画

イ
ＳＮＳや身近な環境の場での、子育てに関するアドバイスや相談等の支援、情報
交換ができるネットワークづくりを進めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

こ
ど
も
育
成
課

①児童館行事へのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参画
(児童館母親ｸﾗﾌﾞ　21ｸﾗﾌﾞ）
②各館児童館まつり、餅つき、ｸﾘｽﾏｽ会、Dayｷｬﾝ
ﾌﾟ等

取組を継続する。

児童館母親ｸﾗﾌﾞ事業

児童館行事へのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの参
画。

施  策  の  方  向 (2) 子育て支援の体制づくり

具 体 的 な 施 策

Ⅰ

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 2 家庭・地域教育の充実

17 



令和５年度実施計画

Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 2 家庭・地域教育の充実

施  策  の  方  向

事業名

教
育
支
援
課

環境を整備することで、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録者を積極的
に活用できる機会と活動が活性化するための支援
を行う。
・学校・教育支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人材確保
・参加しやすい環境づくり
・情報の共有
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ同士の交流の場を提供
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録者数800人を目標

地域学校協働本部事業

教育に関するﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に
ついて、登録者のﾆｰｽﾞを把握
し活動の場を提供するととも
に、継続して活動に参加するこ
とができるﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑを構築す
る。

事業名

教
育
支
援
課

①統括的な地域学校協働活動推進員の配置及
びｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ導入校と連動した地域学校協働
活動推進員の配置
②学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの連動
③研修会の実施
④ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸを活用した情報提供

(3) 地域コミュニティの活性化

具 体 的 な 施 策 ア
地域学校協働本部と地域住民が連携した学校づくり・地域づくりに努めるなど、
学校を核とした地域コミュニティ機能の向上に努めます

基   本   方   針

Ⅰ

子どもの安全・安心な居場所
づくりとして、興津小学校の余
裕教室を活用し、放課後の児
童の預かりの場とするとともに、
様々な活動を通じ、心豊かに
育まれる環境作りを推進する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

継続実施する。

2022年度までにｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰ
ﾙを導入している小中学校の
割合を小学校60%（16校）、中
学校40%(6校)とするため、未導
入の学校や地域などへの制度
の理解に努める。

学校・家庭・地域の連携を推進
するｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ機能を担う体制
を構築する。

継続実施する。

ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ活用推進事業

ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙにおける課題の
解決方法や運用方法、学校運
営にあたり関係する機関や組
織との連携を進める上での研
究・開発に取り組む。

事業名

教
育
支
援
課

〈導入に係るR5年度調査研究開始〉
　・興津小学校
　・桜が丘小学校
　・美原小学校
　・美原中学校
<導入後の実践研究>
　･青葉小学校
　・昭和小学校
　・清明小学校
　・青陵中学校

事業名

教
育
支
援
課

開設日　年間200日を基準とする。
＊平日、月から金の放課後
内容　新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の情勢を踏まえなが
ら、学習活動を始め、ｽﾎﾟｰﾂ活動、伝承遊び、創
作活動、料理等多種多様な活動を、地域の方々
の参画を得ながら実施する。また、土日等に年3回
程度の放課後児童ｸﾗﾌﾞ等との連携事業や、親子
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ等を実施する。

放課後子どもﾁｬﾚﾝｼﾞ教室

学校・教育支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

学校・家庭・地域が連携して子
どもたちを見守り育むことを目
的に、学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱや教
育支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを登録し、保
護者や地域住民等が学校の
教育活動を支援する。
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令和５年度実施計画

事業名

教
育
支
援
課

･釧子連へ運営助成する。
･総会及び活動内容へ指導・助言する。

事業名

教
育
支
援
課

鳥取西中学校区うるおい学習推進委員会へ運営
助成する。

地域うるおい学習推進委員会運
営助成

(3) 地域コミュニティの活性化

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 2 家庭・地域教育の充実

施  策  の  方  向

主管課 令和5年度事業計画

運営助成を継続する。

運営助成を継続する。
釧路市子ども会育成連合会
(釧子連）と連携し、単位子ども
会の活動促進と、学校・児童館
等への呼びかけによる周知啓
発を図る。

令和6年度事業（予定）

具 体 的 な 施 策 イ
町内会等の自治組織の活性化を図り、人と人とのつながりをつくるとともに、見守
り合い、支え合う意識の向上に努めます

Ⅰ

地域住民のｺﾐｭﾆﾃｨづくりと教
育力を高めるため、学校・地
域・家庭が連携し活動していく
ための運営助成を行う。

事業名 / 概要・ねらい

釧路市子ども会育成連合会単位
子ども会への支援
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令和５年度実施計画

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

周知啓発を継続する。

(4) 地域が子どもを育てる取組

具 体 的 な 施 策 ア
あいさつ運動や声かけ運動など、子どもが安全・安心に暮らせるよう、地域全体
で子どもを見守る体制を整えます

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 2 家庭・地域教育の充実

施  策  の  方  向

[周知・啓発内容]
①広報誌やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへの掲載
②釧路市連合町内会を通じた各町内会への啓発
用ﾁﾗｼの配布
③市庁舎でのﾓﾆﾀｰ広告の活用

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

阿寒町青少年健全育成連絡協議会を通じて、各
地区の育成団体に運動への協力をお願いすると
ともに、広報紙等で地域への呼びかけを行う。

すずらん運動

「まちづくり運動」の展開を目
的として、地域におけるあいさ
つ・声かけによる啓発活動の
支援を行う。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

こども１１０番の家

事業名

青
少
年
育
成
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

Ⅰ

取組を継続する。

釧路市地域子育て力強化事業

市民の子育て支援者からなる
「せわずき・せわやき隊」を組
織し、地域での子育て支援活
動を推進する。

事業名

こ
ど
も
支
援
課

・通学路等での見守り活動を行う。
・児童虐待防止推進月間におけるｵﾚﾝｼﾞﾘﾎﾞﾝ運
動を実施する。（PRﾃｨｯｼｭ街頭配布）

子どもたちが、不審者などから
逃れるため助けを求めてきた
場合に、市内の全家庭が「こど
も110番の家」として一時的な
緊急避難場所となり、110番通
報するなど、子どもたちの安全
を確保していただくことの市民
に対する周知、啓発を行う。
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令和５年度実施計画

こ
ど
も
育
成
課

地域児童健全育成事業

児童館運営協力会の児童館
への運営協力及び行事等の
参画

(4) 地域が子どもを育てる取組

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 2 家庭・地域教育の充実

施  策  の  方  向

こ
ど
も
育
成
課

児童館運営協力会の児童館事業への運営協力
及び行事等への参画。
（市内19運営協力会）

具 体 的 な 施 策 イ
企業や各種施設等と連携を図り、釧路市全体で子どもを育て見守る体制を整え
ます

Ⅰ

転入（小学生以下の子どもがいる世帯）・出生世
帯及び妊婦への認証ｶｰﾄﾞ配付。

事業名

青
少
年
育
成
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

①「こども110番の店」ｽﾃｯｶｰ掲示及び周知啓発

[掲示拡充等周知啓発内容]
①広報くしろ、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへの掲載
②「新入学児童保護者説明会」時に使用するﾘｰﾌ
ﾚｯﾄへの掲載及び説明
③市庁舎でのﾓﾆﾀｰ広告の活用
④ｽﾃｯｶｰ貼付の店舗、事業所拡充に向けた取組
の実施
⑤地域見守り安全ﾏｯﾌﾟへの掲載、配布

こども１１０番の店

市内の店舗・事業所が「こども
110番の店」ｽﾃｯｶｰを掲示し、
「こども110番の家」と同様に子
どもたちの安全を確保していた
だく取組を実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

どさんこ・子育て特典制度

社会全体で子育てを支える基
盤を作るため、店舗や施設等
を利用する際に特典が受けら
れるどさんこ・子育て認証ｶｰﾄﾞ
を配付する。

事業名

令和6年度事業（予定）

周知啓発を継続する。

継続実施する。

地域が子ども達の健全育成を
ｻﾎﾟｰﾄする取組を継続する。

事業名
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令和５年度実施計画

継続実施する。

(1) 体験学習機会の充実

具 体 的 な 施 策 ア
多様な社会体験・自然体験等の体験学習を通じ、社会性や生きる力を育む取組
を進めます

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 3 青少年の健全育成

施  策  の  方  向

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

宿泊体験学習

体験学習機会の提供を目的
に、自然体験や地域を活用す
る学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを行う。

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

期日　　事前研修　7月下旬
　　　　　体験学習　8月上旬（2泊3日）
場所　　阿寒町自然休養村
内容　　野営体験学習他

図書館司書業務体験機会の提供

子どもたちに図書館司書業務
の体験機会を提供することによ
り、図書館の機能、ｻｰﾋﾞｽにつ
いて、児童生徒の理解を深め
ることを目指す。

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

職場体験の受入れを積極的に行うとともに、例年
読書週間に合わせて開催している図書館ﾌｪｽﾀ等
のｲﾍﾞﾝﾄと絡めて司書業務の体験機会を提供する
方法を検討する。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期間　5月6日～1月13日
参加者　延べ234人
回数　全13回
内容　農作業体験、料理教室他

市民学園講座「まなぼっとわくわく
体験隊」

小学4～6年生を対象に、農作
業を通じた食育を主とする体
験学習講座を開催する。

阿
寒
生
涯
学
習
課

期間　令和5年5月～令和6年3月（4講座）
内容　阿寒学講座
　　　　①「ﾏﾘﾓの保護・保全活動」
　　　　②「ﾏﾘﾓ生息地環境保全活動（清掃）」
　　　　③「ﾀﾝﾁｮｳ生息地観察（ ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ）」
　　　　④「化石発掘体験」

継続実施する。

継続実施する。

Ⅰ

ﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙ

地域学習や体験活動を通し
て、ふるさとの良さや自然の大
切さを学ぶとともに、将来のﾘｰ
ﾀﾞｰ養成事業を行う。

事業名
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事業名

教
育
支
援
課

期日　令和5年7月下旬予定
場所　釧路市観光国際交流ｾﾝﾀｰ
対象　釧路市内及び釧路町内の
　　　　小学校3・4年生約400人
連携企業等　20社程度

継続実施する。

職業体験事業「くしろｷｯｽﾞﾀｳﾝ」

地元企業と連携し、釧路市内
の小学校3・4年生を対象とし
た、子どもたちが主役の仮想
の街をつくり、就労・消費体験
活動を通じて、働くことの意味
や仕事の楽しさ、お金の価値
など、「生きる力」を身につけ
る。

Ⅰ

多様な社会体験・自然体験等の体験学習を通じ、社会性や生きる力を育む取組
を進めます

具 体 的 な 施 策 ア

事業名

教
育
支
援
課

青陵中学校を対象に3つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施する。
①保健師による講義　開催時期：未定
②新生児人形等を使用した疑似体験　開催時期：
未定
③赤ちゃんとのふれあい体験　開催時期：未定

事業を継続する。

赤ちゃんふれあい体験事業

核家族化、出生数の減少など
に伴い乳幼児と接する機会が
少ない中学生が、講義や体験
学習、乳幼児とその家族との
交流を通じて、生命の大切さ
等を学び、健全な母性・父性を
育む機会とする。

事業名

教
育
支
援
課

協賛店舗の協力を得て職業体験を実施する。
対象　市内小学生（5・6年生）
　　　　及び中学生（1～3年生）　約100人
開催時期　令和5年11月

継続実施する。

くしろ子どもｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ事業「ﾁｬ
ｲﾙﾄﾞ１DAY・仕事一日体験」

市内の小・中学生が職場での
体験を通じて、働くことの大切
さや喜びを感じ、地元商店街
に対する理解を深め、今後の
学校生活や将来の職業選択
に活かそうとする経験を得る
（市P連主催）。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

音
別
町
ふ
れ
あ
い
図
書
館

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

普段関わることのない図書館業務を体験する｡ま
た、体験応募者数により2日間の開催を行う｡
期日　夏休み・冬休み期間中に実施
場所  音別町ふれあい図書館

継続実施する｡

図書館のおしごと体験

小学生から中学生を対象に、
図書館業務の体験を通じて、
幅広い年代と接することで、学
校とは違うｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの機会
を持つことで、ｽｷﾙの向上と図
書館の持つ機能や、楽しさを
学ぶ機会を提供する。

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 3 青少年の健全育成

施  策  の  方  向 (1) 体験学習機会の充実
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Ⅰ

地域ｽﾎﾟｰﾂ・文化ｷｯｽﾞｸﾗﾌﾞ

近隣の小学校低学年を対象
に、放課後活動の一環として、
ｽﾎﾟｰﾂ・文化活動を通じ、意欲
や協調性等といった非認知能
力の向上を目的に実施する。
また、ｸﾗﾌﾞ活動等を行う上での
課題である送迎に関しては、
ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ運行により解消する。

基 　本 　方　 策 3 青少年の健全育成

施  策  の  方  向 (1) 体験学習機会の充実

具 体 的 な 施 策 ア
多様な社会体験・自然体験等の体験学習を通じ、社会性や生きる力を育む取組
を進めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

【時期】令和5年8月～12月にかけて体験会を実施
して参加者からのニーズを把握する。
【場所】湿原の風アリーナ釧路（ｳｲﾝﾄﾞﾋﾙくしろｽｰ
ﾊﾟｰｱﾘｰﾅ）

令和5年度は令和6年度から本格稼働出来るため
の準備期間として活動する。

取組を継続する。

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

24 



令和５年度実施計画

継続実施する。

令和6年度事業（予定）

(1) 体験学習機会の充実

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 3 青少年の健全育成

施  策  の  方  向

具 体 的 な 施 策 イ
不登校等悩みを抱える子どもたちが、宿泊体験等の集団生活等を通じ、人間関
係や社会的スキルを学べる場を提供します

事業名 / 概要・ねらい

不登校学級（北中学校青空学
級・城山小学校さわやか学級）
児童生徒の不登校解消に資
する宿泊研修を支援する。

教
育
支
援
課

期日　検討中
場所　検討中
人数　未定
内容　検討中

不登校学級宿泊研修支援

Ⅰ

主管課 令和5年度事業計画

支援を継続する。

不登校児童生徒宿泊研修

不登校状況にある児童生徒を
対象にした宿泊体験学習事業
を実施し、各種ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを進め
ることで、協調性・社会性など
を育て、自己肯定感を身につ
けさせることをねらいに実施す
る。

事業名

教
育
支
援
課

期日　10月頃実施
対象　小学4年から中学3年
内容　自然体験及びｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ等の
　　　　活動を予定
参加児童生徒数見込数30名

事業名
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事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

「少年の主張」釧路市大会

次代を担う子どもたちに心身と
もに健康で、他者を思いやる
心を持ち、社会的に自立でき
ることを目的に、市内中学校か
ら１名ずつ推薦を受けた代表
生徒による弁論大会を行う。

事業名

教
育
支
援
課

日常生活の中で抱く心からの思いや考え・感銘を
受けたことなどを発表することで、社会の一員とし
ての自覚と行動を促す。
対象　市内中学校（義務教育学校及び特別支援
学校を含む）19校から各校１名ずつ代表生徒の推
薦を受ける。
開催日　令和5年6月3日（土）
場所　ｺｰﾁｬﾝﾌｫｰ釧路文化ﾎｰﾙ小ﾎｰﾙ

事業名

教
育
支
援
課

期日　9月2日（土）
会場　釧路市生涯学習ｾﾝﾀｰ
内容（予定）
①児童生徒いじめ・非行防止標語入選者表彰式
②学校紹介（小学校2校、中学校2校、義務教育
学校１校、高等学校1校）
③ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ（中・高等学校生・大人　計３
２名）

「釧路市子どもﾐｰﾃｨﾝｸﾞ～Let’s
THINK&ACT～」

釧路市の明日を担う子どもた
ちが、たくましく健やかに成長
することを願い、学校・家庭・地
域が共に子どもたちの声に耳
を傾けることで、児童・生徒の
健全育成に対する意識を全市
的に啓発することを目的として
開催する。

継続実施する。

(2)施  策  の  方  向 次代を担う子どもの育成

具 体 的 な 施 策 ア
「子どもミーティング」や「少年の主張」、郷土愛を育てるための学習会など、子ど
もの健やかな成長を願う全市的な取組を進めます

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 3 青少年の健全育成

Ⅰ

継続実施する。
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基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

令和5年度は、両市の協議により開催を中止。令
和6年度以降の開催に向けて引き続き協議する。

事業名

教
育
支
援
課

鹿児島県出水市中学校のﾂﾙｸﾗﾌﾞの生徒が釧路
湿原研修として来釧の際に、施設見学や表敬訪
問、市内中学生との交歓交流を行う際のｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾄを行う。
期日　8月下旬

青少年交流事業「出水市ﾂﾙ交
流」

(2) 次代を担う子どもの育成

基 　本 　方　 策 3 青少年の健全育成

施  策  の  方  向

具 体 的 な 施 策 イ
他都市の青少年との文化・スポーツ交流等を通じ、互いの郷土の理解を深めるた
めの活動機会を提供します

鹿児島県出水市中学校のﾂﾙｸ
ﾗﾌﾞの生徒が釧路湿原研修とし
て来釧し、施設見学や表敬訪
問、市内中学生との交歓交流
を行う際のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄを行う。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

継続実施する。

継続を目標に事業内容等の維
持に努める。

ﾌﾞﾛﾝｽﾞ像友好釧路市八千代市少年
少女ｽﾎﾟｰﾂ交歓大会

ｽﾎﾟｰﾂを愛好する子ども達の
視野を広め、技術の向上を図
ると共に、相互の親睦と友情を
深めることを目的に、野球・ｻｯ
ｶｰ・ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙの交歓大
会を隔年開催するもの。

事業名

Ⅰ
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(3) 子どもの成長に向けた支援施  策  の  方  向

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 3 青少年の健全育成

具 体 的 な 施 策 ア
関係機関・団体との連携のもと、子どもたちへの的確な助言・指導、関連情報の
周知・啓発に努め、子どもの健全な育成に向けた取組に努めます

Ⅰ

次代を担う子どもたちが､たくま
しく健やかに成長する事を願
い､関係機関が連携し子どもた
ちへの声掛けなどにより非行
の未然防止､家庭･地域など児
童生徒の健全育成への意識を
啓発することをねらいとする｡

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

継続実施する｡

継続実施する｡

適切かつ効果的な改善、取組
を行う。

運営助成を継続する。

広報誌による啓発活動

夏休みと冬休みの児童生徒の
生活のきまりを、音別地域全戸
に配布し､家庭と地域全体が子
どもたちの安全を見守ると共
に、声掛けなどの実施等によ
り､健全育成への意識を啓発
する事をねらいとする｡

事業名

音
別
町
青
少
年

健
全
育
成
推
進
協
議
会

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

音別地域の全戸へ広報紙を配布し、地域全体で
児童生徒の外出時における注意事項等の情報を
共有する。
　7月「夏休みのきまり」
12月「冬休みのきまり」
　1月「広報紙「水鏡」

音
別
町
青
少
年

健
全
育
成
推
進
協
議
会

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

夜間に及ぶｲﾍﾞﾝﾄであるため､関係団体と巡視時
間を調整しながら､音別地域市街地を巡視する｡
①音別神社例大祭巡視（７月上旬予定）

地域ｲﾍﾞﾝﾄ巡回活動

青少年健全育成団体への支援

事業名

学校を中核とした各地域の情
報交換及び地域主導の健全
育成事業等の実施により、青
少年の健全育成を推進する。

事業名

教
育
支
援
課

健全育成連絡会議等への情報提供と取組につい
て支援を行う。

釧路市青少年問題協議会

青少年の指導、育成、保護及
び矯正に関する総合的施策の
樹立につき必要な事項を調査
審議する。
いじめの防止、いじめの早期
発見及びいじめへの対処に関
係する機関及び団体の連携を
図る。

事業名

教
育
支
援
課

期日　11月予定
会場　釧路市生涯学習ｾﾝﾀｰ
内容
各関係機関の代表者で構成されるﾒﾝﾊﾞｰにおい
て、青少年を取り巻く現状やいじめ・非行・不登校
や家庭教育支援、児童虐待防止など、問題行動
の改善に向けての議論、更に会議の内容の充実
を図る。
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Ⅰ

事業名

青
少
年
育
成
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

[関係機関等のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへの関係情報ﾘﾝｸ等]
①不審者情報関連（釧路警察署）
②「ほくとくん防犯ﾒｰﾙ」登録関係（釧路警察署）
③関係機関(総務省、内閣府、北海道等)発行ﾊﾟﾝ
ﾌﾚｯﾄの市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載やﾘﾝｸ
[不審者情報の積極的な周知啓発]
①市教委に提供された不審者情報のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
掲載
②ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに、ﾏﾝｶﾞによる不審者対策用標語の
「いかのおすし」などの掲載

取組を継続する。

非行や不審者等の情報提供によ
る啓発の推進

非行の未然防止や不審者等
に関連する防犯意識の醸成を
図るため、広報誌やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
等への関連情報の掲載などを
通じて、広く市民に対し周知・
啓発を行う。

事業名

青
少
年
育
成
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

[巡視(補導)活動等]
・平日の午後・夜間及び休日(月1回程度)補導、祭
典時の補導
・特別補導員会との連携による巡視(補導)活動
・特別補導員会独自による各地区での巡視活動
・特別補導員会や学校補導協会各種会議等によ
る情報共有や意見交換
・深夜補導(警察との連携)

取組を継続する。

補導活動の推進

大型商業施設内や施設周辺
の遊技施設等のほか、市内各
地区の娯楽施設や学校周辺、
公園、繁華街の街頭などを特
別補導員や学校関係者、警察
との連携を図りながら、子ども
たちの規範意識の醸成など、
非行防止に向けた巡視活動を
実施する。

令和6年度事業（予定）

事業名

青
少
年
育
成
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

北海道青少年健全育成条例に基づく立入調査
[有害図書類販売店等調査]
・ｺﾝﾋﾞﾆ、書店、ﾚﾝﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵ店等での有害な図書
類の陳列方法等の実態調査及び指導等

[携帯電話販売業者でのﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ推奨等の指導]
・販売時のﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞの説明と推奨の確実な実施
要請

[深夜の興行場等調査]
・深夜のｶﾗｵｹﾎﾞｯｸｽやｹﾞｰﾑｾﾝﾀｰ等への立入調
査(警察との連携）

適切かつ効果的な継続的取
組を行う。

有害環境浄化活動の推進

青少年にとって有害な図書類
の販売等の状況調査、深夜の
興行場等の調査のほか、携帯
電話販売事業者のﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ
の推奨等に関する状況調査を
実施し、有害環境浄化に向
け、関係事業者への説明や協
力要請、指導等を行う。

基   本   方   針 Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 3 青少年の健全育成

施  策  の  方  向 (3) 子どもの成長に向けた支援

具 体 的 な 施 策 ア
関係機関・団体との連携のもと、子どもたちへの的確な助言・指導、関連情報の
周知・啓発に努め、子どもの健全な育成に向けた取組に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画
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主管課 令和5年度事業計画

Ⅰ

取組を継続する。

(3) 子どもの成長に向けた支援

Ⅰ 互いに認め合う共生社会の実現

基 　本 　方　 策 3 青少年の健全育成

施  策  の  方  向

具 体 的 な 施 策 イ
「釧路市ファミリーサポート事業」等による、悩みや問題を抱える子どもや親への
相談・指導体制の充実を図ります

釧路市ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ事業

非行や不登校など、学校・家
庭生活に関して問題や悩みを
抱えている青少年とその保護
者に対し、関係機関・団体と連
携しながら、問題の改善に向
け、継続的な支援を行う。

事業名

青
少
年
育
成
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

[支援体制]
・釧路市ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾀｰのほか、育成支援推進員
による支援体制

[支援体制・方法等の見直しによる取組]
・ｻﾎﾟｰﾄ体制の見直しを実施による、円滑かつ効
果的なｹｰｽ改善に向けた取組を実施する。
・学校や児童生徒とその保護者に向けた

基   本   方   針

①幼・小・中・高の子どもと親を対象にした電話・
面接相談、出張相談を実施する。
②教育関係者を対象とした学校教育、研究活動
等についての相談活動を行う。
③教育関係機関との連絡、連携及び情報交流を
行う。

事業名

教
育
支
援
課

①「いじめｶｯﾄﾗｲﾝ」を設置する。
②教育研究ｾﾝﾀｰ相談員（まなびや相談員）が対
応する教育相談体制を整備する。
③市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による相談窓口を周知する。
④ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ及びｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰによる日
常的な児童生徒や保護者、教職員からの相談体
制を確保する。

教育相談体制の充実

児童生徒や保護者、教職員が
日常的に相談できる環境を整
備するため、専門家や関係機
関等の活用を通して、教育相
談体制の充実を図り、周知に
努める。

事業名 / 概要・ねらい 令和6年度事業（予定）

取組を実施する。

継続実施する。

釧路教育研究ｾﾝﾀｰ教育相談

児童生徒の学校生活や家庭
教育に関する教育及び社会・
家庭における不適応など学校
教育を中心に教育相談の充実
に努め、広く市民の利用を呼
びかける。

事業名

教
育
支
援
課

（
教
育
研
究
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

）
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「主体的な学びの推進」
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こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

継続実施する。

ｻｲｴﾝｽ屋台村

「科学の祭典」の釧路大会を中
心とした科学実験ｼｮｰを主体
にｲﾍﾞﾝﾄを実施することで来場
者に科学へ興味関心をもって
もらうきっかけを作る。

月間を通じたｲﾍﾞﾝﾄとして実施する。

Ⅱ

四季折々の行事に触れ、家族
で季節を感じてもらえるよう、七
夕祭り、ｸﾘｽﾏｽ会、ひな祭りな
ど、季節の行事のｲﾍﾞﾝﾄを開催
する。

事業名

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

七夕ｽﾍﾟｼｬﾙ、ひなまつりｽﾍﾟｼｬﾙ等を開催する。

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (1) ニーズにこたえる学習機会の提供

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

月間を通じたｲﾍﾞﾝﾄとして実施する。

宇宙の日ｲﾍﾞﾝﾄ

宇宙へ興味関心を持ってもらう
ため、宇宙の日を中心とする宇
宙月間(9月)に宇宙に関するｲ
ﾍﾞﾝﾄを開催する。

継続実施する。

継続実施する。

令和5年度事業計画

季節行事

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期日　11月11日・12日
場所　釧路市生涯学習ｾﾝﾀｰ
参加団体数　60件（予定）

具 体 的 な 施 策 ア 興味・関心をもてる参加しやすい内容の講演会やイベントを開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課

生涯学習ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

各種文化団体等との連携によ
り、体験講座・発表会・学習会
等の交流を行うことで、市民に
学習機会や情報を提供する。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）
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事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

子どもたちの絵画や工作作品、天文情報、科学情
報、こども遊学館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動などを展示ﾊﾟﾈﾙで
紹介する。

継続実施する。

企画展示事業

日常ではなかなか経験できな
い体験や、知識を深めるきっか
け作りの場として、作品や活動
情報等の展示を行う。

具 体 的 な 施 策 ア 興味・関心をもてる参加しやすい内容の講演会やイベントを開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

Ⅱ

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

「太陽の素顔を探れ!」として、市のｲﾍﾞﾝﾄ時(霧ﾌｪｽ
や港まつり)などにあわせ実施する(年6回開催予
定)。

継続実施する。

太陽観測会

昼間の天体観測会として定期
的に実施する太陽の観測会を
開催する。市内でのｲﾍﾞﾝﾄにあ
わせて開催することでｲﾍﾞﾝﾄを
盛り上げる。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

「星空ｷｬﾗﾊﾞﾝ」として湿原展望台や動物園、市内
商業施設などで実施する(年6回開催予定)。

継続実施する。

天体観測会

定期的に実施する夜間の天体
観測会を開催する。他の施設
との連携を図るとともに、商業
施設で開催することで、より多く
の市民参加を促進する。

令和6年度事業（予定）

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (1) ニーズにこたえる学習機会の提供

ｻｲｴﾝｽｼｮｰ

広く市民が科学に興味を持て
るように、科学実験をわかりや
すく楽しいｼｮｰ形式で実施す
る。

科学への導入としてｼｮｰ形式で実施する（毎週土･
日･祝日に開催)。

継続実施する。
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Ⅱ

企画展関連のﾃｰﾏなど、市民ﾆｰｽﾞも勘案しながら
開催する。

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「標本は未来へのおくりもの」
期日　4月23日

継続実施する。

博物館講演会

外部の講師を招いて、自然や
歴史に関わるﾃｰﾏを取り上げ
て、市民の興味・関心を高め
る。

(1)ﾊﾟﾈﾙ展「春採湖の野鳥」
期間：令和5年4月6日～5月31日
会場：ｲｵﾝﾓｰﾙ釧路昭和
上記以降の具体的な日程・内容は未定であるが、
ｲｵﾝﾓｰﾙ釧路昭和及び市内郵便局等での展示を
継続的に行う。

継続実施する。

巡回展「移動博物館」

博物館企画展の成果などを活
用し、周辺町村や他地域でも
展示を行うことで、釧路地域の
自然や歴史・文化を学ぶ機会
を増やし、郷土の理解進化に
寄与する。

事業名

博
物
館

①北海道のｵｻﾑｼ　期間：4月22日〜6月25日
②日台炭砿交流展　期間：7月1日～7月17日
③釧路湿原展（仮称）　期間：7月22日～10月15日
④私の博物館「日本製紙釧路工場写真展」
　　期間：10月21日〜11月12日
⑤久保寺逸彦展
　　期間：11月18日〜令和6年2月3日
⑥ﾀﾝﾁｮｳｲﾗｽﾄ展　期間：未定
⑦ﾐﾆ展示「牧野富太郎とﾒｱｶﾝｷﾝﾊﾞｲ」
　　期間：4月15日～6月25日
⑧ミニ展示「炭鉱と、港と」　期間：5月13日～9月
⑨開館40周年記念　博物館を振り返る写真展
　　期間：11月3日～12月3日

事業名

継続実施する。

特別展・企画展の開催

自然や歴史に関わるさまざまな
ﾃｰﾏを扱った展示を行い、市
民の興味・関心を高める。

事業名

博
物
館

博
物
館

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (1) ニーズにこたえる学習機会の提供

具 体 的 な 施 策 ア 興味・関心をもてる参加しやすい内容の講演会やイベントを開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）
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令和6年度事業（予定）

基   本   方   針

自然の素材を使用した工作教室を開催する。 継続実施する。

自然工作工房

自然素材を用いた工作教室を
開催する。子どもたちが自然に
触れ、体験することで、自然の
すばらしさを伝承することを目
的とする。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

事業名 / 概要・ねらい

主体的な学びの推進Ⅱ

具 体 的 な 施 策 イ
誰もが参加しやすく学びやすい参加型の学習や学び直し（リカレント教育）のため
の講座や教室を開催します

基 　本 　方　 策

施  策  の  方  向

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

季節やｲﾍﾞﾝﾄをﾃｰﾏにしたﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを毎日2回実
施する。

主管課 令和5年度事業計画

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

ｺﾛﾅ対策を講じながら、毎月1日程の頻度で実施
する。

継続実施する。

ｻｲｴﾝｽﾃｰﾌﾞﾙ

展示室を活用し、だれでも気
軽に科学技術に触れられる体
験事業を実施する。
こども遊学館の定番事業として
市民に定着することを目的とし
ている。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

継続実施する。

工作遊び

幼児でも工作体験ができるよ
う、毎日、時間を設定し、簡単
な紙工作やﾘｻｲｸﾙ工作を実施
する。

Ⅱ

子どもたちに人気の恒例ｲﾍﾞﾝﾄであるため、ﾃｰﾏ
を検討しながら事業を実施する。

継続実施する。

遊びんﾋﾟｯｸ

ﾃｰﾏに応じたｽﾄｰﾘｰに沿って、
知力、体力、気力を活用する
遊びを設定し、日常とは違った
催しを開催することで遊学館を
ｱﾋﾟｰﾙする。

事業名

1 多様な学びの場の提供

(1) ニーズにこたえる学習機会の提供

事業名
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Ⅱ

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

引き続き「ﾊﾛｯﾄﾐﾆ水族館」を運営する。 継続実施する。

展示活用事業

こども遊学館の機能を十分に
活用して、利用者に満足しても
らうため、館内の展示物や遊具
を活用し、その原理や遊び方
に関する展示紹介ﾂｱｰなどを
実施する。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

科学の楽しさを体験する実験教室を開催する(参
加者募集により実施、年4回開催予定)。

継続実施する。

実験教室

子どもだけではなく、大人にも
こども遊学館を利用してもら
い、科学へ興味関心をもっても
らうきっかけを作るため、幅広
い対象・分野で実験教室を開
催する。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

展示室内で簡単に作ることができる科学的な要素
を取り入れた工作会を実施する。

継続実施する。

科学工作会

市民が主役となって活躍できる
場を提供するため、だれでも気
軽に参加できる身近な材料を
使った工作会を館内各所で実
施する。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

豊富な素地を使った工作教室を開催する（参加者
募集により実施、年10回開催予定）。

継続実施する。

工作教室

子どもたちの豊かな感性と想
像力及び知的好奇心を高める
ため、様々な道具を利用した
工作や、多彩で豊富な素地を
使った造形活動を指導（対象
も分野も幅広く実施）する。

主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1

基   本   方   針

多様な学びの場の提供

(1) ニーズにこたえる学習機会の提供

具 体 的 な 施 策 イ
誰もが参加しやすく学びやすい参加型の学習や学び直し（リカレント教育）のため
の講座や教室を開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

施  策  の  方  向

事業名

Ⅱ
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事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑｺﾝｻｰﾄやｹﾞｽﾄ解説者によるﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ
投影など、毎回、通常投影とは異なった魅力ある
内容で実施する。

年間実施回数を維持し継続実
施する。

ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ特別投影会

子どもから大人まで楽しめる内
容で、通常投影には来館でき
ない方にも楽しんでもらうた
め、ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑにて特別ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑを実施する。

Ⅱ

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

通常展示として、折り紙、昔遊びをだれでも体験で
きるよう設置することに加え定期的に折り紙や昔遊
びのｲﾍﾞﾝﾄを実施する。

継続実施する。

伝承遊び

古くから伝わる日本の伝統的
な遊びを伝えていくため、折り
紙や、けん玉・駒などの昔遊び
などを実施する。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑにて、最新のﾄﾋﾟｯｸや日々の天文現象
の説明、季節の星空解説を実施する(毎日実施予
定)。

継続実施する。

ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ通常投影会

日常的に多くの市民に遊学館
に来館してもらうため、こども遊
学館の基本機能のひとつであ
るﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑの番組上映事業
を実施する。

具 体 的 な 施 策 イ
誰もが参加しやすく学びやすい参加型の学習や学び直し（リカレント教育）のため
の講座や教室を開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

宇宙や天文をﾃｰﾏにした教室を実施する。 継続実施する。

天文教室

子どもたちに天文へ興味をもっ
てもらうきっかけを作るため、天
体写真やﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑなど天文
に関する教室を開催する。

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (1) ニーズにこたえる学習機会の提供
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Ⅱ

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

4月～10月までの過ごしやすい時期に砂場周りを
利用して実施する。

継続実施する。

室内大型砂場遊び

子どもたちの成長に欠かすこと
のできない砂遊びを提供する
ため、定期的に砂場周りで遊
びを企画し砂場利用のきっか
けをつくる。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

ｲﾍﾞﾝﾄに合わせての特別おはなし会と、劇団によ
る公演を実施する。

継続実施する。

鑑賞会

視聴覚室を利用し、人形劇や
影絵などを鑑賞し、より豊かな
感性を養うため、視聴覚事業を
実施する。

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (1) ニーズにこたえる学習機会の提供

具 体 的 な 施 策 イ
誰もが参加しやすく学びやすい参加型の学習や学び直し（リカレント教育）のため
の講座や教室を開催します

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進
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多様な学びの場の提供

(1)

長期休み期間中の子どもたちの遊びと学びの場と
なる企画を行う。

冬休み企画

子どもたちの冬の長期休暇に
合わせて、自由研究の支援と
なる教室や時間をかけて取り
組める活動などの事業を実施
する。

Ⅱ

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

基 　本 　方　 策

施  策  の  方  向

基   本   方   針

子どもたちの春の長期休暇に
合わせて、楽しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを用
意し、家族で楽しめる事業を実
施する。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

新たなﾃｰﾏで多くの来館者に楽しんでもらうととも
に、廃材やﾘｻｲｸﾙ容器、さまざまな素材や道具を
自由に使って行う工作や自由研究の支援を行う教
室など、夏休みならではの事業を開催する。

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸｲﾍﾞﾝﾄ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸに合わせて、楽
しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを用意し、家族で
楽しめる事業を実施する。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

「木のおもちゃ」の展示、木を使った工作会など、
幅広い世代が一緒に楽しめるｲﾍﾞﾝﾄを実施する。

具 体 的 な 施 策 ウ

子どもたちの夏の長期休暇に
合わせて、自由研究の支援と
なる教室や時間をかけて取り
組める活動などの事業を実施
する。

春休み企画

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい

Ⅱ 主体的な学びの推進

ニーズにこたえる学習機会の提供

1

夏休みや冬休み等における学習活動として、多くの子どもたちが興味・関心をも
てる参加しやすい講座や教室を開発します

夏休み企画

継続実施する。

継続実施する。

継続実施する。

主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

ﾃｰﾏや内容を変更し実施予定。
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事業名

博
物
館

「化石ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ教室」
期日：令和5年8月上旬
会場：博物館講堂
対象：小・中学生20名
化石について解説し、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの体験を行う。

継続実施する。

化石・地質講座

郷土の地質や化石に関するこ
とがらを学び、体験しながら、
それらへの関心を高める機会
を提供する。

Ⅱ

事業名

博
物
館

令和6年度以降の事業開始に向けた内容の検討
令和5年度による事業検討を
もって判断する。

まが玉を作ろう

先史時代の装飾品である石製
まが玉の製作体験を通して、
地域の歴史や先史文化への
理解を深める。

事業名

博
物
館

①博物館であそぼう
　　期日　令和5年5月3日～5日
　　会場　博物館
②なつやすみ自由研究応援隊！
　　期日　夏休み期間中
　　会場　博物館
③おそなえもちをつくろう
　　期日　令和5年12月27日
　　会場　博物館

継続実施する。

子ども学習支援

連休や長期休み中の小中学
生とその保護者を対象に、季
節に応じた体験講座を実施す
る。市民が博物館に親しんでく
れることも目的のひとつとする。
夏休み期間中については、自
由研究支援となるﾃｰﾏについ
ての相談に応じる。

具 体 的 な 施 策 ウ
夏休みや冬休み等における学習活動として、多くの子どもたちが興味・関心をも
てる参加しやすい講座や教室を開発します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

美
術
館

①各展覧会関連事業
　　期日：展覧会開催に合わせて実施
②ﾍﾟｷﾀ工作広場
　　期日：GW、冬休み(予定）
③まなトピア
　　期日：令和5年11月11日・12日

継続実施する。

各種ｲﾍﾞﾝﾄの実施

ﾍﾟｷﾀ工作広場や生涯学習ﾌｪｽ
ﾃｨﾊﾞﾙ（まなﾄﾋﾟｱ）等での文化
芸術活動を通じ、子どもたちの
感性や芸術力を育む。

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (1) ニーズにこたえる学習機会の提供

基 　本 　方　 策 1
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ウ
夏休みや冬休み等における学習活動として、多くの子どもたちが興味・関心をも
てる参加しやすい講座や教室を開発します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

Ⅱ

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

【時期】令和5年7～8月1回　　12～1月1回
【回数】年2回予定
【場所】湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路（ｳｲﾝﾄﾞﾋﾙくしろｽｰﾊﾟｰ
ｱﾘｰﾅ）1階ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ付近

継続実施する。

こども工作教室

夏休みや冬休みの期間に小
学生を対象とした工作教室を
開催し、ｱﾘｰﾅへの集客を促
す。

基   本   方   針

ニーズにこたえる学習機会の提供

具 体 的 な 施 策

Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (1)
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ｻｲｴﾝｽﾙｰﾑ事業

釧路市内の全小学校6年生を
対象に物理・化学・生物実験、
ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ学習番組で天文学
習を実施する。子どもたちの育
成を目的としている。

Ⅱ

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

釧路市内の小学校6年生を対象に、実験教室を実
施する。

事業名

生
涯
学
習
課

市のしくみ編、生活・防災編など6つのｶﾃｺﾞﾘｰで
91の講座ﾒﾆｭｰにより実施。市民ｸﾞﾙｰﾌﾟ・団体の学
習会、職場研修等に職員を派遣し、市民生活と市
の業務の関わりを学習する機会を提供する。

図書館行事「見学ﾂｱｰ」

閉架書庫等の館内見学を行う
ことで、図書館の役割やｻｰﾋﾞｽ
内容に対する理解を深め、多く
の市民に利用されることを目指
す。

施設間の連携事業の実施

各文化（社会教育）施設が互
いに連携を図りながら講演会
やｲﾍﾞﾝﾄ等を実施する。

事業名

具 体 的 な 施 策 エ

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

1 多様な学びの場の提供

Ⅱ 主体的な学びの推進

(1) ニーズにこたえる学習機会の提供

基   本   方   針

基 　本 　方　 策

継続実施する。

連携事業を継続して実施する
とともに、他の施設間連携の可
能性について検討する。

継続実施する。

施  策  の  方  向

多様化する市民ニーズや今日的課題に対応するため、社会教育施設がもつ機能
を活かした学習機会を提供します

令和6年度事業（予定）

継続実施する。
図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

・図書館の有効的な利用方法を市民へ解説すると
ともに、普段は見ることができない閉架書庫等を案
内する。
　　実施時期：令和5年6月頃

・また、SNSで図書館の設備やｲﾍﾞﾝﾄ等を紹介する
投稿をまめに行う等、多くの市民に図書館に興味
を持ってもらえるよう、情報発信機能の強化を行
う。

「生涯学習まちづくり出前講座」

市民の市政に関する理解を深
め、意識啓発を図りながら生涯
学習によるまちづくりを推進す
ることを目的に、市民の団体が
主催する集会等に市職員が講
師として出向き、市の施策や制
度の説明、専門知識を生かし
た講座等を実施する。

事業名

文
化

（
社
会
教
育

）
施
設

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策に留意しながらできる
連携事業について検討を行うとともに、市民参加
を促すために効果的な情報発信の方法について
も検討を行い、近隣施設との連携事業を実施す
る。

42 



令和５年度実施計画

市内各小中学校の要請があれば、天体観測の授
業を実施する。

継続実施する。

天体観測学習

釧路市内の小中学校からの要
請により、授業の一環として行
う天体観測に移動天文車とｽ
ﾀｯﾌを派遣する。児童及び生
徒に天文に関する興味や関心
を持たせ、科学知識の普及を
目的とする。

令和6年度事業（予定）

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

小学生用･中学生用ﾜｰｸｼｰﾄ開発、施設案内、質
問対応などを行い、効果的な学習が行えるよう支
援する。

支援を継続する。

校外学習支援

釧路市内の小中高等学校の
総合学習や社会見学などの学
習に対応して、効果的な学習
が行えるように支援する。

具 体 的 な 施 策 エ
多様化する市民ニーズや今日的課題に対応するため、社会教育施設がもつ機能
を活かした学習機会を提供します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (1) ニーズにこたえる学習機会の提供

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

各団体の要請により天体観測会「星空☆宅配便」
を実施する。

継続実施する。

出張天体観望会

学校やこども会、町内会など団
体の要請に基づき、出張して
天体観察会を実施する。広く
市民に天文と慣れ親しんでもら
い、それを通じて科学知識の
普及を行う。

事業名

博
物
館

展示の解説や出前授業等を通じ、釧路市の自
然、歴史、文化を伝える。
対象　小中学校児童生徒

継続実施する。

学校教育への支援

小中学校からの依頼により、博
物館内展示物説明や出前授
業等、学習支援を行う。

Ⅱ
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Ⅱ

具 体 的 な 施 策 エ
多様化する市民ニーズや今日的課題に対応するため、社会教育施設がもつ機能
を活かした学習機会を提供します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

音
別
町
体
験
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

利用者の閑散期となる冬期間等に主催事業を実
施。
人気体験ﾒﾆｭｰや通常利用時に無い体験ﾒﾆｭｰ
を､個人でも申し込める方法で実施する。

継続実施する｡

体験学習ｾﾝﾀｰ（こころみ）各種主
催事業

通常の利用申込み体験とは別
に､主催事業として施設の機能
を活かした多様な体験ﾒﾆｭｰを
提供し､市民の学習活動意欲
の向上を目的とする｡

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (1) ニーズにこたえる学習機会の提供
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こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

幅広い世代の来館者ﾆｰｽﾞに対応するため、大人
を対象とした事業を実施する。

豊かな人生を後押しする講座の提供

事業名

基   本   方   針

令和6年度事業（予定）

成人楽集

成人を対象とした事業を展開
し、子どもだけでなく幅広い世
代に向けて、工作や科学に親
しむ機会を提供する。

Ⅱ

継続実施する。

継続実施する。

継続実施する。

継続実施する。

市民学園講座「いきいき女性講
座」

女性を対象に、新たな活動へ
の意欲向上やより豊かな生活
につながる、教養を深める講座
を開催する。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期間　5月11日～12月14日
参加者　延べ360人
回数　3講座18回
内容　各種入門講座、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ講座、特別講座、
農園活動（希望者のみ）ほか

くしろ市民大学

主管課 令和5年度事業計画

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (2)

釧路市民としての意識高揚に
つながる、郷土釧路、一般教
養をﾃｰﾏとした幅広い分野の
講座を開催する。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期間　5月19日～10月27日
参加者　延べ234人
回数　全13回
内容　料理教室、道東の自然観察、歴史探索、美
術鑑賞、気功体験、農園活動（希望者のみ）ほか

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期間　令和5年7月～令和6年3月
参加者　延べ300人（登録制）
回数　全10回（選択制）
内容　釧路の歴史、経済、文化、社会、環境問題
ほか

Ⅱ 主体的な学びの推進

事業名 / 概要・ねらい

具 体 的 な 施 策 ア
年齢、障がいの有無にかかわらず、多くの市民が教養や趣味の域を広げられ、生
きがいや目標を見つけられる講座、教室を開催します

市民学園講座「まなぼっとｼﾆｱ講
座（わくわくｾｶﾝﾄﾞﾗｲﾌ）」

ｼﾆｱ層を対象に、教養講座や
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動など心豊かなｾｶ
ﾝﾄﾞﾗｲﾌにつながる講座を開催
する。
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事業名

音
別
生
涯
学
習
課

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

期間　令和5年5月～令和6年3月  (計4回)
内容　移動学習や軽ｽﾎﾟｰﾂなど、気軽で楽しく参
加できる内容で実施
場所 　音別町文化会館　他

継続実施する｡

音別町高齢者学級「音老大学」

高齢者が健康で明るく生きが
いを持てるよう、気軽に参加で
きる学習の場として実施する。

豊かな人生を後押しする講座の提供

具 体 的 な 施 策 ア
年齢、障がいの有無にかかわらず、多くの市民が教養や趣味の域を広げられ、生
きがいや目標を見つけられる講座、教室を開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

開催予定時期 　9月～12月
場所 　音別町ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ他
内容　市民が気軽に参加できる、趣味的な講座を
実施

継続実施する｡

社会教育講座

初めての方でも気軽に参加で
きるよう､趣味的な講座の開設
などを行い､学習活動意欲の
向上を図る。

Ⅱ

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

入学資格　阿寒地区在住60歳以上
受講者数　50人以内
開設講座　（計35講座）
　①必修科目　②学芸講座　③健康講座
　④特別講座
開設場所　阿寒町公民館他

継続実施する。

阿寒ｼﾙﾊﾞｰ大学

高齢者が、健康で明るく、生き
がいのある生活を送るための
学習の機会を提供する。

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (2)
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事業名 / 概要・ねらい 主管課等

施  策  の  方  向 豊かな人生を後押しする講座の提供

ICT等デジタル活用に関する
知識や技能を深める

基   本   方   針

Ⅱ

令和5年度事業計画

1 多様な学びの場の提供

(2)

Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策

令和6年度事業（予定）

事業名

生
涯
学
習
課

後年度開催に向けて検討する。

具 体 的 な 施 策 イ
ＩＣＴ等デジタル活用に関する知識や技能を深める内容の講座や教室を開催しま
す

ＩＣＴに関する講座の開催
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基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

地域の歴史や文化、自然、産業等を学べる内容の講座や教室を開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

基 　本 　方　 策 1

施  策  の  方  向 (2) 豊かな人生を後押しする講座の提供

Ⅱ

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

期日　随時
会場　図書館
内容
郷土資料に関わる関係機関や研究者、郷土を知
る市民との連携、協力をもとに、釧路の歴史、文化
を伝える講座や講演会を実施する。

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

講座名　市民学園講座「いきいき女性講座」
期日　    9月8日
内容　    「富貴紙作りを体験しよう」

具 体 的 な 施 策 ウ

郷土講座

関係機関との連携により、地域
の歴史や文化の情報発信を行
うことで、次世代へ伝える役割
を果たすことを目的とする。

令和6年度事業（予定）

多様な学びの場の提供

継続実施する。

継続実施する。

継続実施する。

継続実施する。

事業名

市民学園講座「ﾗｲﾌｱｯﾌﾟ講座」

釧路の各分野について学べ
る、釧路再発見や転入者の気
軽な学習参加のための釧路入
門講座を開催する。

市民学園講座「釧路学教養講座」

道東地方の自然や史跡を学芸
員等の説明付きで巡るなど、
幅広く釧路地方の自然と歴史
を探求する講座を開催する。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期間　5月～12月2日
参加者　延べ162人
講座数　5講座9回
内容　釧路街めぐり、環境施設見学講座、大学生
のための釧路講座、湿原ほたる講座、釧路地方の
自然や歴史を知ろう。

地産地消の取組

地元産素材を利用した学習機
会を提供する。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期間　5月13日～12月2日
参加者　延べ234人
回数　全13回
内容　現地訪問学習、講義学習
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事業名

博
物
館

①ようこそ釧路へ
　　期日　令和5年4月15日・16日
　　会場　常設展示室
②展示解説の多言語化
　　韓国語の展示解説を新たに作成、Web等で公
開する。

継続実施する。

学芸員展示解説

博物館常設展および特別展に
ついて、展示内容にﾌﾟﾗｽして
学芸員が来館者に情報提供
する。また、音声ｶﾞｲﾄﾞの貸出を
行い、文字・音声によっても情
報提供する。

事業名

博
物
館

期日　令和5年9月（調整中）
場所　石炭産業にかかわる現場
定員　20人（事前応募・抽選）
釧路市石炭産業対策協議会（釧路市産業推進
室）と共催

継続実施する。

釧路産業史講座

石炭産業や農林業、水産業、
港湾鉄道など、釧路地域の発
展を支える産業の現場を見学
し、その歴史についても学ぶ機
会とする。

事業名

博
物
館

本年度については、企画展の関連行事として学芸
員等による講演会を実施する（年２回）。

継続実施する。

博物館学芸員トーク

学芸員の調査研究活動を広く
紹介する機会を提供する。学
芸員が担当分野の調査･研究
活動や最新の話題等について
各ﾃｰﾏごとに発表する。

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (2) 豊かな人生を後押しする講座の提供

令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

博
物
館

釧路湿原展（仮称）にあわせて、自然系の記録映
像を上映する。

年１回の開催を継続していく。

映像ｱｰｶｲﾌﾞ上映会

事業名 / 概要・ねらい 主管課等

釧路・根室地方を中心とした歴
史文化や産業、自然に関する
映像資料の上映を通じ、地域
への理解を深める機会とする。

Ⅱ

具 体 的 な 施 策 ウ 地域の歴史や文化、自然、産業等を学べる内容の講座や教室を開催します
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地域の歴史や文化、自然、産業等を学べる内容の講座や教室を開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

博
物
館

釧路湿原展（仮称）にあわせて、自然系の記録映
像を上映する。

数年に１回の開催を継続して
いく。

映像ｱｰｶｲﾌﾞ上映会

釧路・根室地方を中心とした歴
史文化や産業、自然に関する
映像資料の上映を通じ、地域
への理解を深める機会とする。

事業名

博
物
館

歴史探訪会「まちなみ散歩」
　期日　令和5年6月11日、8月27日
　場所　市内各所
　内容　まちなかにある釧路の歴史に関わるものを
参加者と共に見つけ出して、まちの歴史を学ぶ。

継続実施する。

釧路歴史講座

市内のまちなみを散策しながら
釧路のまちの成り立ちを知るな
ど、釧路の歴史に関わることが
らを学ぶ機会を提供する。

Ⅱ

具 体 的 な 施 策 ウ

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (2) 豊かな人生を後押しする講座の提供
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1 多様な学びの場の提供

Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策

施  策  の  方  向 (3) 子どもの読書活動の推進

基   本   方   針

学校や育児ｻｰｸﾙ等への支援、既存事業の継続
実施や積極的な情報発信を行うとともに、関係機
関と連携して子ども読書活動推進計画に基づいた
事業を実施する。

具 体 的 な 施 策 ア
学校と釧路市中央図書館が連携した「学校ブックフェスティバル」等の事業を実施
し、子どもの読書意欲の向上と読書習慣の形成を推進します

釧路市中央図書館「調べ学習ｺﾝ
ｸｰﾙ」

市内小中学生対象の図書館を
使った調べ学習の、成果発表
の場としてｺﾝｸｰﾙを運営するこ
とで子どもたちの情報ﾘﾃﾗｼｰ
能力の向上を目指す。

子ども読書活動の推進

学校図書館や地域の教育機
関と連携し、読書活動の普及と
図書館利用の促進を図る。

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

小中学校や関連団体への周知方法を検討すると
ともに、市内他施設のｲﾍﾞﾝﾄ等と関連付けて実施
することが可能か検討する。
開催時期：令和5年9月

令和6年度事業（予定）

子ども読書活動推進計画に基
づいた施策を展開する。

令和5年度事業計画事業名 / 概要・ねらい 主管課等

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

継続実施する。

Ⅱ

51 



令和５年度実施計画

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

阿寒地区の１保育園・1幼稚園・1認定こども園・1
小学校・1義務教育学校・3ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰに各所月
1回運行する。

Ⅱ 主体的な学びの推進

1 多様な学びの場の提供

基   本   方   針

基 　本 　方　 策

施  策  の  方  向

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

市民ﾆｰｽﾞと蔵書構成を考慮するとともに、社会の
変化に対応した資料収集を基準に基づき実施す
る。
また、計画的な蔵書更新を行うとともに、新たに充
実させる機能や、配慮すべき事項を整理し、該当
する分類項目の資料購入を重点的に行う。

具 体 的 な 施 策 イ
図書館資料の充実や図書館バスの運行に加え、釧路市ＰＴＡ連合会や釧路市連合町内
会等諸団体と連携した全市的な読書活動イベントの開催など、子どもたちが多くの本に
出合える機会の充実に努めます

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

(3) 子どもの読書活動の推進

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

運行を継続する。

Ⅱ

移動図書館ﾊﾞｽ「よむよむ」の運行

本に親しむ機会を提供し、子
ども達が進んで読書する心を
育成することを目的に、阿寒地
区の保育所・幼稚園・小学校・
中学校・ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰに移動
図書館ﾊﾞｽ（の運行を行う。

継続実施する。

継続実施する。

図書館ﾊﾞｽの運行

居住地が図書館から遠く、利
用が困難な状況の地域へ図書
館ﾊﾞｽを運行し、多くの市民に
利用されることを目指す。

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

基本的に週3回、30分ずつのおはなし会を開催
し、英語のおはなし会を含めて、図書館ﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞ、Facebookを始めとしたSNS、市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなど
を通じ周知の工夫と強化を図る。

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

巡回ｽﾃｰｼｮﾝを維持するとともに、保育園、幼稚
園、児童館への団体貸出を併せて行うことで、貸
出冊数の増加を図る。また、図書館ﾊﾞｽをより効果
的に運行していくため、現在ｽﾃｰｼｮﾝとなっている
場所の利用者数や周囲の環境等の把握に努め、
必要に応じてｽﾃｰｼｮﾝの新設や統廃合を検討して
いく。

図書館資料の充実

情報拠点として機能するため
に、多様なﾆｰｽﾞに対応できる
資料の充実に努めることによ
り、蓄積された資料の更なる活
用を図る。

おはなし会

乳幼児から親子まで楽しめる
読み聞かせを実施することによ
り、読書支援活動の充実を目
指す。
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事業名

音
別
町
ふ
れ
あ
い
図
書
館

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

毎月第２土曜日を「ふれあいDAY」とし、幼児対象
とした親子で、折り紙、ぬり絵や季節のｲﾍﾞﾝﾄなど
を実施する。
場所　音別町ふれあい図書

継続実施する。

親子イベント

図書館事業として親子がｲﾍﾞﾝ
ﾄを行い、家庭以外の場で親と
こどもが一緒に体験できる機会
を提供し、更には図書館の利
用を促し、親子での本とのふれ
あい（読書力）の高まりをねらい
とする。

事業名

音
別
町
ふ
れ
あ
い
図
書
館

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

小学校各学年、年５回の貸出を実施し、中学校図
書推進として学校図書の充実を図る｡(小学校１･２
学期各２回､３学期１回予定)（中学校年間1回予
定）

継続実施する｡

ふれあい図書館資料の貸出

学校に対して図書資料を貸出
し､学校図書を充実することに
より､児童の読書に対する意欲
の向上を図ることをねらいとす
る｡

図書館資料の充実や図書館バスの運行に加え、釧路市ＰＴＡ連合会や釧路市連合町内
会等諸団体と連携した全市的な読書活動イベントの開催など、子どもたちが多くの本に
出合える機会の充実に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

Ⅱ

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 1 多様な学びの場の提供

施  策  の  方  向 (3)

イ

子どもの読書活動の推進

具 体 的 な 施 策
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基 　本 　方　 策 2 学びの場の環境の充実

施  策  の  方  向 (1)

生
涯
学
習
課

「広報くしろ(生涯学習ｶﾞｲﾄﾞ)」(月1回見開き2ﾍﾟｰｼﾞ
分発行)

下記掲載施設で実施される催事等の掲載を行う。
(市立博物館、市立美術館、生涯学習ｾﾝﾀｰ、市
民文化会館、釧路市中央図書館、こども遊学館、
道立釧路芸術館、湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路等ｽﾎﾟｰﾂ施
設)

具 体 的 な 施 策 ア
「生涯学習ハンドブック」やホームページ、ＳＮＳ等により、各施設でのイベントや
講座・教室の内容等の情報をわかりやすく発信します

「広報くしろ（生涯学習ｶﾞｲﾄﾞ）」によ
る情報提供

事業名 / 概要・ねらい 主管課等

個人及び団体へ向けて、こども
遊学館の利用や活動に関する
情報を発信し、施設の利用促
進と、より充実した情報ｻｰﾋﾞｽ
の提供を図る。

学びを継続するための情報の発信

市民の目的にあった学習内容
や、興味関心のある活動等の
情報を広く発信するため、各社
会教育施設、文化･ｽﾎﾟｰﾂｻｰｸ
ﾙ、市民講師登録制度「生涯学
習人材ﾊﾞﾝｸ」等を紹介するﾊﾝ
ﾄﾞﾌﾞｯｸを作成するとともに、HP
においても公開する。

事業名

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

各種媒体を通しての広報活動
を継続(拡大)する。

令和5年度事業計画

Ⅱ

市民の生涯学習推進と文化振
興のため、講座、ｻｰｸﾙ催事等
に係る生涯学習及び文化芸術
の多岐にわたる情報を市民に
広く提供する。

施設利用促進のための情報提供

年間を通じた施設の利用促進
と利用者の利便性の向上を図
るため、施設の貸出状況や施
設間の連携による他の施設の
空き状況、ｲﾍﾞﾝﾄ等の情報を提
供する。

「生涯学習ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ」の作成･公
開

情報提供に継続して取り組
む。

こども遊学館の情報発信

生涯学習ｾﾝﾀｰ、市民文化会館等で行われるｲﾍﾞ
ﾝﾄ等について、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報くしろ「生涯学習
ｶﾞｲﾄﾞ」で情報発信する。
生涯学習ｾﾝﾀｰ、市民文化会館、交流ﾌﾟﾗｻﾞさい
わいにおいて、他施設の空き部屋状況等の情報
を相互に提供する。

事業名

生
涯
学
習
課

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる公開

事業名

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

①ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ﾂｲｯﾀｰ、Facebook、Instagram
②ｲﾍﾞﾝﾄｶﾚﾝﾀﾞｰの発行
③行事ﾁﾗｼ、ﾎﾟｽﾀｰの発行
④ﾏｽｺﾐ関係への随時情報提供

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

作成・公開を継続する。
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Ⅱ

具 体 的 な 施 策 イ

継続実施する。

継続実施する。

学びの場の環境の充実

生涯学習相談と情報提供

生涯学習推進ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰが生
涯学習に関する相談や情報の
提供を行う。

基 　本 　方　 策

令和6年度事業（予定）

2

施  策  の  方  向 (1) 学びを継続するための情報の発信

事業名

市民ﾆｰｽﾞの把握

生涯学習アドバイザーや社会教育主事による学びの相談体制の充実、講座終了
後のアンケートの実施など、学びを継続できる仕組みづくりに努めます

主体的な学びの推進

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期間　講座終了後
対象者　市民学園講座の受講者
ｱﾝｹｰﾄ内容　　講座の感想・意見、受講内容の活
用状況等

主管課等 令和5年度事業計画

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
内容　講座受講者へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ、来館者等への
　　　　相談対応ほか
提供媒体　まなぼっとかわら版、講座案内（毎月各
400部）、まなぼっとだより（四半期各400部）、ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞ

基   本   方   針 Ⅱ

受講者に対しｱﾝｹｰﾄを行い、
今後の講座実施に活かす。

事業名 / 概要・ねらい

事業名
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各文化施設にAEDを設置し、
施設の職員が心肺蘇生法を含
む応急手当に関する講習を受
け、市民が安心して活動できる
よう万全の体制を整える。

図書館施設の補修･更新

施設設備の計画的な点検及び
整備を行うことにより、施設の
安全性を確保するとともに、利
用者が快適に施設を活用でき
る環境の維持を図る。

具 体 的 な 施 策 ア 安全・安心に学習できる社会教育施設をめざし、計画的に整備を進めます

施設の老朽化が著しく、今後
の施設のあり方を考えつつ、計
画的な維持補修整備を行うとと
もに、突発的な修繕に対応し
ていく。

継続実施する。

建物所有者と連携を図りなが
ら、施設環境の維持を図る。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

熱源空調用監視装置更新工事
非常用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換工事
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備補修工事
外壁改修工事

生涯学習ｾﾝﾀｰ施設整備

計画的な施設設備等の整備を
行うことにより、施設の安全性
を確保するとともに利用者が快
適に活用できる環境を整える。

Ⅱ

事業名

市
民
文
化
会
館

（
生
涯
学
習
課

）

施設のｷｬｯｼｭﾚｽ化

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

各種法定点検等を実施し、建物所有者とも連携を
図りながら、施設環境の維持を図る。

市民文化会館施設整備

計画的な施設設備等の整備を
行うことにより、施設の安全性
を確保するとともに、利用者が
快適に活用できる環境を整え
る。

学びの場の環境の充実

基   本   方   針

事業名

各
文
化
施
設

適宜AEDを更新と応急手当訓練を実施する。

各施設のAED設置と心肺蘇生法
等の応急手当講習会の受講

Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 2

施  策  の  方  向 (2) 施設・環境の整備

令和6年度事業（予定）

計画的に施設整備を行う。
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Ⅱ

図書館ﾈｯﾄﾜｰｸの推進

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用した適切な図
書館運営を行うために、必要な
図書館ｼｽﾃﾑの維持管理を行
う。

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

屋上防水工事 計画的な整備を行う。

阿寒町公民館施設整備

公民館施設の整備更新を進
め、施設機能の充実を図り、施
設の適正な維持管理に努め
る。

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

音別町ふれあい図書館
　・北側屋上防水修繕
音別町文化会館
　・１階西側・東側屋根等改修工事

計画的な整備を行う。

社会教育施設の整備（音別地区）

老朽化による施設･設備等の
改善を進め､安全･安心な学習
機会と場を確保することを目的
とする｡

基 　本 　方　 策 2 学びの場の環境の充実

施  策  の  方  向 (2) 施設・環境の整備

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

具 体 的 な 施 策 ア 安全・安心に学習できる社会教育施設をめざし、計画的に整備を進めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

利用者の利便性を損わないよう、図書館ｼｽﾃﾑ保
守点検業務を実施する。

図書館ｼｽﾃﾑの運用が適切に
行われるよう、保守点検を継続
して実施する。
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阿寒町公民館図書室資料の
充実

Ⅱ

図書館資料の購入を継続す
る。

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

各種展示観覧者、ｲﾍﾞﾝﾄ参加者を資料利用者へ
誘導する取組を強化するとともに、来館困難者等
に配慮した資料の提供方法について検討を深め
ていく。
また、資料購入費の増額や積極的な寄贈受入に
よる資料内容の充実を図り、貸出冊数の維持を図
る。

図書館資料の提供

図書館資料の館外貸出、館内
閲覧を行うことにより、利用者
へ対し的確な情報提供を図
る。

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

研修への職員派遣を継続するとともに、ﾚﾌｧﾚﾝｽ
関連資料や、情報拠点として図書館に求められる
資料の充実を図る。

図書館の情報提供機能の充実

情報提供するための資料充実
を図るとともに、ﾚﾌｧﾚﾝｽ対応
職員の研修を実施し、課題解
決型ｻｰﾋﾞｽの充実を図る

事業名

ｱｲﾇ文化映像ｺﾝﾃﾝﾂ制作

常設展示室ｱｲﾇ文化展示ｺｰ
ﾅｰにて上映するｵﾘｼﾞﾅﾙｺﾝﾃﾝ
ﾂを制作・公開し、現在のｱｲﾇ
文化の継承について知っても
らう。

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

各分野の新刊本の定期購入及び利用者のﾘｸｴｽﾄ
対応

年間購入予定冊数　1,400冊

阿寒町公民館図書室資料の充実

具 体 的 な 施 策

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策

イ
情報拠点施設の釧路市中央図書館をはじめ、各種社会教育施設における資料
やレファレンスの充実等環境整備を図り、多様な学習ニーズへの対応に努めます

2 学びの場の環境の充実

施  策  の  方  向 (2) 施設・環境の整備

ﾚﾌｧﾚﾝｽ対応職員の研修等を
継続的に行うとともに、関連資
料の充実を図る。

公開を継続する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

博
物
館

R3・4年度で制作した下記3つのｵﾘｼﾞﾅﾙｺﾝﾃﾝﾂを
含めて映像展示ｺｰﾅｰを再整備し、道東のｱｲﾇ文
化の現在を伝える展示内容をさらに充実させる。

・「釧路地域の歌と踊り」（R3年度制作）
・「釧路地域のｻｹ漁と料理の伝承」（R3年度制作）
・「春採のまつり」（R4年度制作）
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Ⅱ

事業名

音
別
町
ふ
れ
あ
い
図
書
館

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

図書館資料､雑誌などの購入  500冊程度
中央図書館や分室からの借受
新刊購入､中央図書館や分室からの借受により利
用者のﾆｰｽﾞに応える｡

図書資料等の購入を継続す
る｡

ふれあい図書館資料の充実

資料などの整備を行い､市民
ﾆｰｽﾞに対応できる学習環境の
充実を目的とする｡

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 2 学びの場の環境の充実

施  策  の  方  向 (2) 施設・環境の整備

具 体 的 な 施 策 イ
情報拠点施設の釧路市中央図書館をはじめ、各種社会教育施設における資料
やレファレンスの充実等環境整備を図り、多様な学習ニーズへの対応に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）
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Ⅱ

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座開催を継続し、市民の図書館
運営への参画を促進するとともに、現在参画いた
だいているﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方々が、中央図書館の利
用案内役も果たせるような講座内容を検討する。
また、子どもの読書活動支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成や活
動の支援に係る内容の研修、実技指導等を引き
続き実施していく。

図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成

図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座を開
催し、市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの参画促
進を目的とする。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

市民の知的好奇心に応じた内容の研修も含めて
展開したい。

こども遊学館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修

広く市民が遊学館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとし
て活躍できるよう、さまざまな内
容の研修を行い、市民の活動
を支援する。

研修機会を継続して提供す
る。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

市民学園講座「まなぼっとｼﾆｱ講座（わくわくｾｶﾝ
ﾄﾞﾗｲﾌ）」の中で実施する。

期間　10月19日～12月14日
参加者　120人
回数　全6回
内容　ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動のｽｽﾒ、やってみようﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
体験、体の不自由な人に出会ったら、基礎的な応
急手当、まちづくりとﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（講話）の実施

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の学習

受講後、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱや地域貢献
活動として実践できる学習機
会を提供する。

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

基 　本 　方　 策 3 学びの循環の推進

施  策  の  方  向 (1) 人材発掘・育成とその確保

具 体 的 な 施 策 ア
専門分野の指導を含め、社会教育施設等でのボランティアを育成するための講
座や研修会を開催するとともに、知識や技術をもつ人材の発掘に努めます

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

継続して講座等を開催する。
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施  策  の  方  向 (1)

Ⅱ

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 3

具 体 的 な 施 策 イ
釧路市こども遊学館等の社会教育施設と高等教育機関等が連携を図り、学習活
動支援のための担い手を育てる取組を進めます

令和6年度事業（予定）

地域において子どもたちの指
導育成を担っていく若いﾘｰﾀﾞｰ
を支援するため、高等専門学
校や大学などの依頼により、ｲ
ﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ生や博物館学芸員
実習生などを受け入れ、実習
を実施する。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

地域の諸施設ほか、北海道や国際協力機構
(JICA)などの機関との連携により、幅広い事業を
展開、実施する。

地域施設間連携事業

社会教育施設や生涯学習施
設など、地域の諸施設との連
携事業を実施することで、連携
して子どもたちの育成を図る。

継続実施する。

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

子ども関連施設の指導者を主な対象とした研修
（実験学習など）を開催し、活動の支援を行う。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

高等専門学校や大学などからの依頼により、ｲﾝ
ﾀｰﾝｼｯﾌﾟ生や博物館学芸員実習生などを受け入
れ、実習を実施する。

高等教育機関支援

こども関連施設・教育機関支援事
業

子どもたちの指導を担うﾘｰﾀﾞｰ
の活動を支援することを目的
に、幼稚園・保育園や学校、児
童館などの指導者に対する実
験学習などの研修を開催す
る。

人材発掘・育成とその確保

学びの循環の推進

支援を継続する。
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博
物
館

友の会会員と学芸員が手作り体験などの各ｺｰﾅ-
を設け、釧路の自然や歴史文化とともに、博物館・
友の会活動について知ってもらう機会とする。
期日　令和5年10月1日(予定)
会場　博物館講堂ほか
②「春採湖畔花暦調査」
都市の中の貴重な自然である春採湖について、
友の会会員と博物館学芸員により、植物分野を中
心に調査を行い、得られた成果は積極的に市民
に発信していく。
期日　春〜秋（月3月回程度）     場所：春採湖畔

こども遊学館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ交流

こども遊学館で活動するﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ及びｽﾀｯﾌ交流会開催、通
信紙の発行

事業名

博
物
館

企画展・私の博物館「日本製紙釧路工場写真展」　
期間　10月21日〜11月12日
会場　博物館ﾏﾝﾓｽﾎｰﾙ

特別展・私の博物館

市民の方のｺﾚｸｼｮﾝ・思い出の
品々などを、資料提供者ととも
に協働して企画・展示する。

博物館友の会との連携

博物館の応援団でもある「博物
館友の会」と連携・協働し、会
員の自然・歴史文化への理解
深化を図るとともに、市民に向
けて多様な学びの機会を提供
する。

主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 3 学びの循環の推進

施  策  の  方  向 (2)

事業名

基   本   方   針 Ⅱ

豊富な知識や技術をもつ方々
が、文化･ｽﾎﾟｰﾂ活動等の市民
ﾆｰｽﾞに対し、講師として様々な
場で活躍していただく指導者
登録制度である。登録者を発
掘するとともに、活動の場を提
供する。

具 体 的 な 施 策 ア
自身の学習成果や特技等を発表できる場、学習者同士が交流できる場の確保に
努めます

学びの成果を活かせる場の提供

事業名 / 概要・ねらい 主管課等

Ⅱ

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

定期的なこども遊学館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとｽﾀｯﾌとの交流会
の開催、通信紙の発行を実施予定。よりﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
の活動参加を促進できるような通信紙となるよう工
夫をする。また、ｳｪﾌﾞｻｲﾄの活用なども検討中。

令和5年度事業計画

事業名

生
涯
学
習
課

登録者増員と活動の場を増やすため、各社会教
育施設、ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、市PTA連合会等に登録
者情報を設置するとともに、関係機関・団体に登
録を働きかける。
また、広報くしろ、市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を活用し広報
活動を行う。

生涯学習人材ﾊﾞﾝｸ登録制度

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

継続実施する。

継続実施する。

継続実施する。
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継続実施する。

(2) 学びの成果を活かせる場の提供

具 体 的 な 施 策 イ
講座や学習会等で身につけたスキルを、ボランティア活動や地域貢献活動として
実践できる場を提供します

基   本   方   針 Ⅱ 主体的な学びの推進

基 　本 　方　 策 3 学びの循環の推進

Ⅱ

阿寒町公民館図書室「おはなし
会」

幼児や小学生を対象に、地域
のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる絵本の読み
聞かせ「おはなし会」を開催す
る。

事業名

音
別
町
ふ
れ
あ
い
図
書
館

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

毎月第2金曜日に放課後こども広場に訪問し、小
学生向けのおはなし会を実施する。

また、毎月第2・４土曜日を「ふれあいDAY」とし、
親子映画会、おはなし会や季節ｲﾍﾞﾝﾄなどを実施
する。
場所  音別町ふれあい図書館
　　　　放課後こども広場（認定こども園内）

ふれあい図書館「おはなし会」

地域の方が行う､小学生や幼
児･保護者への絵本や紙芝居
の読み聞かせを､ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活
動としての場として提供する｡

阿
寒
生
涯
学
習
課

期日：毎週土曜日13:00～14:00
内容：幼児等を対象とした絵本の読み聞かせ
ｻｰｸﾙ：おはなしﾎﾟｹｯﾄ

継続実施する。

事業名

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

①統括的な地域学校協働活動推進員の配置及
びｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ導入校と連動した地域学校協働
活動推進員の配置
②学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの連動
③研修会の実施
④ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸを活用した情報提供

こども遊学館読み聞かせﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
「おはなし会」

絵本や紙芝居の読み聞かせ
会を開催する。

施  策  の  方  向

令和6年度事業（予定）

継続実施する。
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「自然との共生と文化芸術の振興」
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継続実施する。

継続して情報提供する。

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 1 自然を生かした活動の推進

事業名

博
物
館

Ｗｅｂｻｲﾄ、広報くしろ、SNS、ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ、ﾎﾟｽﾀｰ
やﾁﾗｼなどを組み合わせた情報を効果的に発信
する。
ｵﾝﾗｲﾝでの動画配信、情報発信やｵﾝﾗｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ
の充実、地域の魅力の発信についても引き続き検
討する。

博物館情報の発信

博物館の活動を広く紹介する
ために、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ及び広報く
しろでの広報を行う。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

施  策  の  方  向 (1) 豊かな自然環境の保護と啓発

Ⅲ

具 体 的 な 施 策 ア
自然への理解や活用、希少な動植物の現状と課題等の情報を広く発信し、自然
環境の保護意識を醸成します

令和6年度事業（予定）

継続して情報発信する。

事業名

動
物
園

申込み団体と講座内容を調整しながら、事業を実
施する。

出前講座「動物園のお仕事」、「ﾀ
ﾝﾁｮｳ学び隊」

動物園の取組への理解を通じて、
希少な動物の保全について考え
る。

事業名

動
物
園

動物園ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、Instagram、ﾂｲｯﾀｰなどのｿｰｼｬ
ﾙﾈｯﾄﾜｰｸを利用して、引き続き動物園の様子や
活動を紹介して行く。感染状況次第では徐々にｲ
ﾍﾞﾝﾄの規模を元に戻し北海道ｿﾞｰﾝｶﾞｲﾄﾞの再開を
行う。

動物園情報の発信

動物園内の北海道ｿﾞｰﾝでの
動物と環境に関する催事や現
在の様子等について情報発信
し、郷土の自然環境の保全意
識の向上を図る。
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Ⅲ

事業名

動
物
園

継続して繁殖を進めるとともに、ｼﾏﾌｸﾛｳを貸与し
ている国内の動物園や環境省と協力して、繁殖つ
がいの形成に取り組み、遺伝的に健全な飼育集
団の形成を図る。

遺伝的に健全な飼育集団の形
成を目標に、北海道内で5つの
繁殖つがいを確保する。

ｼﾏﾌｸﾛｳ生息域外保全事業

ｼﾏﾌｸﾛｳの保護増殖を推進す
る。

事業名

動
物
園

日本大学と酪農学園大学で行われている研究に
協力する。死亡したﾀﾝﾁｮｳの病理検査や寄生虫
検査も継続して行う。

野生ﾀﾝﾁｮｳにおける感染症に関
する調査事業

野生ﾀﾝﾁｮｳの感染症の現状を
把握する。

取組を継続する。

継続して調査を行い、結果の
公表等を検討する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵ保全に向けた庁内情
報共有の実施

ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵの保全に向けて、
庁内での情報共有の場としてｷ
ﾀｻﾝｼｮｳｳｵ庁内ﾈｯﾄﾜｰｸ会議
を立ち上げ、保全対策を進め
ていく。

事業名

動
物
園

鶴公園、ﾂﾙｾﾝﾀｰ、動物園において、新たなつが
い形成を含め飼育下繁殖を推進し、遺伝的に健
全な飼育下集団の形成を図る。
人工授精の技術習得に努める。

令和6年度事業（予定）

ﾀﾝﾁｮｳ生息域外保全事業

北海道系ﾀﾝﾁｮｳの保護増殖を
推進する。

事業名

 
博
物
館

（１）市内全域の生息調査を継続して進めていく。
（２）市内学校への教育普及事業、博物館におけ
る展示の充実を図る。
（３）事業者へのｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵ生息適地ﾏｯﾌﾟの配
布や周知を通して、保護に対して協力を求めてい
く。

具 体 的 な 施 策 イ
国内外の関係機関との学術交流等を通じて、希少動植物の種の保存と保護増殖
に取り組みます

基 　本 　方　 策 1 自然を生かした活動の推進

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

継続実施する。

施  策  の  方  向 (1) 豊かな自然環境の保護と啓発
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Ⅲ

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

ﾏﾘﾓ群生地におけるﾏﾘﾓ育成環境の改善を図るた
めの調査研究を継続する。

継続実施する。

ﾏﾘﾓの調査研究事業

「ﾏﾘﾓ保護管理計画」に基づ
き、課題解決に向けて調査研
究を実施する。

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 1 自然を生かした活動の推進

施  策  の  方  向 (1) 豊かな自然環境の保護と啓発

具 体 的 な 施 策 イ
国内外の関係機関との学術交流等を通じて、希少動植物の種の保存と保護増殖
に取り組みます

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

動
物
園

ｱﾑｰﾙﾄﾗのﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ等、繁殖を進める。
大学等の研究機関や日本動物園水族館協会所
属園館の協力を得て、飼育と増殖技術の確立を
図る。

ﾎｯｷｮｸｸﾞﾏなど希少種の繁殖成
功を目指す。

希少哺乳類の増殖事業

希少哺乳類であるﾎｯｷｮｸｸﾞﾏ、
ｱﾑｰﾙﾄﾗ、およびｵﾗﾝｳｰﾀﾝ等
の増殖を推進する。
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道東地域の自然環境等を学ぶ
ために、市内外のﾌｨｰﾙﾄﾞで観
察を行ったり、関係施設の見
学を行う。

継続実施する。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

開催回数　1回

※内容・開催期日等はｺﾛﾅｳｲﾙｽの状況を見なが
ら決める。

自然観察会

親子での自然体験の場を提供
することを目的に、釧路近郊の
公園などで、自然観察会を実
施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

継続実施する。

事業名

博
物
館

①春採湖畔探鳥会
　期間　令和5年4月16日～11月19日(全8回)
　日本野鳥の会と共催
②春採湖畔草花ｳｵｯﾁﾝｸﾞ
　期間　令和5年5月20日～9月16日(全5回）
③しらべてみよう春採湖の昆虫
　期間　令和5年6月10日～9月9日(全3回）
④春採湖汽水のいきもの観察会（全1回）
　期間　令和5年7月9日（定員20名、事前申込制)

春採湖畔いきもの観察会

身近な自然とのふれあいを目
的に、春採湖畔を散策しながら
野鳥・植物・昆虫の観察会を実
施する。

継続実施する。

継続実施する。

事業名

博
物
館

①初夏の探鳥会
　期日　令和5年5月28日
　場所　釧路町森林公園
②早朝の湿原探鳥会
　期日　令和5年7月8日
　場所　北斗遺跡展示館
③冬のいきもの観察会
　期日　令和6年2月17日
　場所　釧路町森林公園

自然観察会

事業名

博
物
館

こどもいきもの講座「ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵ産卵観察会」
　期日　令和5年4月22日　場所　環境省釧路湿原
野生生物保護センターほか
　内容　座学で湿原やｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵの生態や現状
について学んだ後で釧路市街地近郊の産卵場に
移動して観察会をおこなう。
　対象　小中学生と保護者

こどもいきもの講座「ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵ
産卵観察会」

座学と現地観察会を通じて、
天然記念物ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵの生
態や現状を学び、保護につい
て考える。

Ⅲ

(2) 多様な自然体験・学習機会の充実

具 体 的 な 施 策 ア
身近な自然や特色ある気候風土を生かした、さまざまな学習機会の充実を図りま
す

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 1 自然を生かした活動の推進

施  策  の  方  向
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基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

Ⅲ

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

＜ﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙ阿寒学講座として＞
開催期日　8月下旬～9月上旬
募集人員　20人（親子含む）
内　　　容　化石の解説と発掘体験

化石発掘体験学習

阿寒地区において、化石の発
掘、採集をすることにより歴史
教育を推進する。

3年ごとに継続実施する。

基 　本 　方　 策 1 自然を生かした活動の推進

施  策  の  方  向 (2) 多様な自然体験・学習機会の充実

具 体 的 な 施 策 ア
身近な自然や特色ある気候風土を生かした、さまざまな学習機会の充実を図りま
す

事業名 / 概要・ねらい 主管課等
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Ⅲ

事業名

動
物
園

5月から10月までの期間受入れを行う。感染状況
を踏まえながらも十分な対応ができる人数でHPで
告知しながら予約を受付、実施する。

継続実施する。

こども動物園

ｳｻｷﾞやﾓﾙﾓｯﾄに触れながら、
命の温もりを実感し、動物への
関心を高める。

事業名

動
物
園

魅力ある教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成を行っていく。また、
飼育体験、ｴｻやり体験については感染症対策の
状況を踏まえた上で対応を受け入れていく。

継続実施する。

「総合的な学習の時間」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

動物の飼育を通して｢生きる｣
意味を考え、自然や環境と人と
のつながりを知る機会を提供
する。

事業名

動
物
園

期日　7月8日・9日
募集人員　未定
内容　飼育体験、動物学習ほか

継続実施する。

ｻﾏｰｽｸｰﾙ

小学校5年生～中学校3年生
の希望者に、飼育体験を通じ
て直に動物に触れ合うことで、
知識だけでなく生きた動物を
実体験することができる。

自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

施  策  の  方  向 (2) 多様な自然体験・学習機会の充実

具 体 的 な 施 策 イ
自然や生きものとのふれあいを通じ、「いのち」の大切さを知り、他を思いやる「心
の教育」の推進と釧路の自然を体験できる学習機会を提供します

令和6年度事業（予定）

自然を生かした活動の推進

基   本   方   針 Ⅲ

1
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具 体 的 な 施 策 ウ
自然体験・観察の専門的指導者や施設案内ガイド等のボランティアの確保・活用
に努めます

基   本   方   針

事業名

動
物
園

市民が楽しいひとときを過ごすことができるようにﾎﾞ
ﾗﾝﾃｨｱを育成に務める。
･ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　通年
・ｲﾍﾞﾝﾄﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　通年

継続して育成に努める。

動物園ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成事業

動物ｶﾞｲﾄﾞやｲﾍﾞﾝﾄ補助を行う
ためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成を図る。

施  策  の  方  向 (2) 多様な自然体験・学習機会の充実

基 　本 　方　 策 1 自然を生かした活動の推進

Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

Ⅲ

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

例年通り、秋季に天文指導員養成講座を実施す
る(全8回開催予定)。

継続実施する。

天文指導員養成講座

市民の活動の場の提供と活動
の支援を行うことを目的に、地
域での天文普及活動において
ﾘｰﾀﾞｰとなる人材の育成を行
う。
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Ⅲ

事業名

生
涯
学
習
施
設

各施設適切な整備を行う。

外国語による案内表示

外国人観光客が釧路市の歴
史や文化をより理解していただ
くため、外国語によるﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
や案内板等を設置する。

取組を継続する。

事業名

生
涯
学
習
課

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等により情報を提供する。
また、長期滞在者に対し「くしろｽﾃｲﾒﾝﾊﾞｰｽﾞｶｰﾄﾞ」を発
行し、教育委員会関係では次の特典を実施する。
①美術館ｺﾚｸｼｮﾝ展、博物館の65歳以上入場料無料
②美術館特別展、遊学館展示室及びﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ観覧
料、鳥取温水ﾌﾟｰﾙ、阿寒町ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰﾌﾟｰﾙ、音別町
温水ﾌﾟｰﾙの65歳以上の入場料減額（美術館特別展は
年齢条件なし）
③阿寒ｼﾙﾊﾞｰ大学、生涯学習ｾﾝﾀｰ開催の一部の市
民対象講座への参加
④釧路市中央図書館、阿寒町公民館図書室での図書
貸出（10日間以上滞在者）
⑤さいわい食堂の食事を注文した方に限り、ﾐﾆｻﾗﾀﾞの
提供と13時以降の来店者にｺｰﾋｰもしくは紅茶の提供

観光客や長期滞在者へのＰＲ

釧路市に訪れる観光客や長期
滞在者、新たに転入された
方々へ釧路の文化芸術に関
心を持ち、活動・参加してもらう
ためのＰＲ活動を行う。

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

施  策  の  方  向 (1) 芸術鑑賞機会の充実

具 体 的 な 施 策 ア 「広報くしろ」やホームページ等により、芸術鑑賞に関する情報を広く発信します

令和6年度事業（予定）

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進
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Ⅲ

事業名

生
涯
学
習
課

道立釧路芸術館特別展開催費助成　1件

「ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ　ｷｬｯﾂ＆ﾄﾞｯｸﾞｽ展」開催
　期間　9月16日～11月12日
　会場　道立釧路芸術館

道立釧路芸術館開催特別展の助
成

市民文化の振興を図るため、
文化芸術に関する事業に対
し、事業費の一部を助成する。

継続して助成する。

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

施  策  の  方  向 (1) 芸術鑑賞機会の充実

具 体 的 な 施 策 イ 幅広い領域の芸術を鑑賞できる機会の確保とそのための支援を行います

事業名

美
術
館

①「美術館で体験！しかけ絵本の世界」
　会期　5月20日～7月2日(38日間)
②「いきもの会議　竹本万亀×田塚麻千子×吉田
傑」
　会期　7月15日～8月27日(39日間)
③「遠藤彰子展」
　会期　9月3日～10月22日(45日間)

特別展

釧路市立美術館を会場とする
展覧会を開催する。

事業名

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

①南こうせつｺﾝｻｰﾄ
②劇団四季釧路公演
③札幌交響楽団 第2930回釧路定期演奏会
④布袋寅泰ﾗｲﾌﾞﾂｱｰ
⑤ﾌﾟﾘｷｭｱｼｮｰ

芸術鑑賞事業

国内外の優れた芸術文化公演
を招聘し、市民に鑑賞機会の
場を提供する。

継続実施する。

継続開催する。

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進

事業名

生
涯
学
習
課

事業助成　4件

①札幌交響楽団釧路定期演奏会開催
②友好都市出水市文化交流事業
③全道高等学校郷土研究発表大会開催
④第32回ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ大会開催

文化振興助成

市民文化の振興に資する文化
芸術事業に対し、事業費の一
部を助成する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画
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Ⅲ

道展・釧路移動展

最優秀作品を筆頭に、全道か
ら選りすぐりの作品が一堂にそ
ろう展覧会を開催する。

事業名

美
術
館

(１)所蔵作品巡回展（10月～11月）
　①阿寒地区展(野の花ｷﾞｬﾗﾘｰ)
　②音別地区巡回展(音別小学校･中学校)

(2)ﾏﾁﾅｶｷﾞｬﾗﾘｰ
　所蔵作品の紹介や市の展覧会のＰＲの一環とし
て実施

継続実施する。

所蔵作品等巡回展事業

阿寒・音別地区への美術館所
蔵作品等の巡回展を実施す
る。

基   本   方   針

具 体 的 な 施 策 イ 幅広い領域の芸術を鑑賞できる機会の確保とそのための支援を行います

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

美
術
館

①ｸﾞﾗｺﾚ「ﾍﾟｷﾀとめぐる！ｱｰトの旅」
　会期　4月8日～5月7日（26日間)
②ﾌﾟﾁｺﾚ「ｾﾝｽ・ｵﾌﾞ・ﾌﾞﾙｰ」
　会期　10月28日～12月10日（38日間)
③ﾌﾟﾁｺﾚ「美術をつくることば」
　会期　12月16日～令和6年2月4日(39日間)
④ﾌﾟﾁｺﾚ「美術と釧路の社会」
　会期　令和6年2月17日～令和6年3月31日（38
日間）

継続開催する。

Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進

施  策  の  方  向 (1) 芸術鑑賞機会の充実

常設展（ｸﾞﾗ・ｺﾚ、ﾌﾟﾁ・ｺﾚ）

主に釧路市立美術館所蔵作
品展を開催する。

事業名

美
術
館

第97回道展・第67回釧路移動展
　期間　11月21日～26日（6日間）

継続開催する。
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事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

施  策  の  方  向 (2) 多様な文化芸術活動の充実

具 体 的 な 施 策 ア
市民の自主的な文化芸術活動への支援とともに、成果発表や参加できる場の拡
充と、そのための機能の整備充実に努めます

令和6年度事業（予定）

基   本   方   針

事業名

生
涯
学
習
課

令和4年度は交流事業実施なし。
令和5年度の出水市訪問団受け入れに向け、事
業実施に係る予算要求等、各種準備を行う。

出水市文化交流事業
令和６年1月開催予定
内容①文化の交歓大会
　　　②交流展示発表会

継続実施する。

友好都市出水市文化交流事業

鶴が取り持つ縁で、平成元年
に鹿児島県出水市と友好都市
提携を結び、2年に1度、相互
に行き来し文化交流を行って
いる。

生
涯
学
習
課

事業名

釧路市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにより、釧路市の各文化団体
の活動情報を広く発信する。

継続して発信する。

文化芸術団体の紹介

地元の各種文化芸術団体の
活動を市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを通じて
市民に広く紹介する。

事業名

生
涯
学
習
課

Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進

加盟団体への支援
釧路市文化団体連絡協議会の運営支援

支援を継続する。

釧路市文化団体連絡協議会への
支援

釧路市文化団体連絡協議会
（釧路本部）の活動を支援す
る。

事業名

生
涯
学
習
課

芸術祭実行委員会運営支援
第74回釧路市芸術祭
　期日　10月8日～11月3日
　会場　生涯学習ｾﾝﾀｰ
　　　　　ｺｰﾁｬﾝﾌｫｰくしろ文化ﾎｰﾙ
　　　　　釧路市中央図書館
　　　　　北海道立釧路芸術館

支援を継続する。

釧路市芸術祭への支援

釧路市芸術祭の運営を支援す
る。

Ⅲ
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事業名

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

①ﾅｵｺﾌｪｱﾘｰﾊﾞﾚｴ50周年記念公演
②第48回釧路高校演劇合同公演
③第45回釧路新人演奏会
④第60回釧路地区吹奏楽ｺﾝｸｰﾙ
⑤釧路交響楽団第4445回定期演奏会
⑥MOO EGGﾐﾆｺﾝｻｰﾄ

継続実施する。

地域文化振興事業「発表機会提
供事業」

地元文化団体の自主発表機
会を積極的に推し進めることに
より、地域文化の底辺の拡大と
振興が図られ、より一層の文化
の活性化を促進する。

事業名

実
行
委
員
会

（
阿
寒
生
涯
学
習
課

）

第54回阿寒町総合芸術祭
・ｽﾃｰｼﾞ部門
　　期日　11月3日
　　内容　合唱、舞踊、民謡等
・展示部門
　　期日　11月7日～16日
　　内容　陶芸、手芸、絵画、写真等
・体験教室
　　期日　11月12日

継続実施する。

阿寒町総合芸術祭

釧路市文化団体連絡協議会
阿寒支部加盟団体をはじめ､
地域の団体･個人の作品の展
示や活動の発表をできる場を
確保し､地域の文化活動の推
進を図る。

事業名

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

①交流ﾌﾟﾗｻﾞさいわいｻｰｸﾙ
　　ｻｰｸﾙ作品発表展示会

継続実施する。

展覧会事業

社会教育施設で定期的に活
動するｻｰｸﾙ等に対して、活動
成果の発表機会を提供する。

多様な文化芸術活動の充実

具 体 的 な 施 策 ア
市民の自主的な文化芸術活動への支援とともに、成果発表や参加できる場の拡
充と、そのための機能の整備充実に努めます

事業名 / 概要・ねらい

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進

施  策  の  方  向 (2)

主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

加盟団体　6団体への支援 支援を継続する。

釧路市文化団体連絡協議会阿寒
支部への支援

釧路市文化団体連絡協議会
阿寒支部の活動を支援する。
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事業名

障
が
い
福
祉
課

作品展、巡回展、北大通特別展示を継続実施し、
LINE等による周知啓発を努める。

継続実施する。

釧路市障がい者芸術作品展

釧路地域の障がい者の芸術作
品を展示し、障がい者の芸術
活動の啓発、自立、社会参加
を促進する。

Ⅲ

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

活動費の助成､音別町文化会館の定期利用など
に係る利用の調整､発表機会の提供などの支援を
行う｡また、活動に対しての新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症
予防対策に対する支援を行う。

支援を継続する。

音別町郷土芸能保存会活動への
支援

音別地区の郷土芸能の保存･
伝承と､郷土芸能保存会の自
主的な活動を支援するため､一
部の施設を優先的に利用でき
るよう配慮し､使用料金の減
免、免除を行っている｡

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

実
行
委
員
会

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

総合文化祭の開催
①舞台発表
　　期日　11月3日
　　場所  音別町文化会館
②作品展示
　　期間　10月24日～11月1日
　　場所  音別町文化会館

舞台発表と作品展示を別日程
で開催する。

音別町総合文化祭

釧路市文化団体連絡協議会
音別支部加盟団体をはじめ､
地域の団体･個人の作品を展
示･芸能発表のできる場を確保
し､文化活動の推進を図る｡

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進

施  策  の  方  向 (2) 多様な文化芸術活動の充実

具 体 的 な 施 策 ア
市民の自主的な文化芸術活動への支援とともに、成果発表や参加できる場の拡
充と、そのための機能の整備充実に努めます

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

加盟団体への支援 支援を継続する。

釧路市文化団体連絡協議会音別
支部への支援

釧路市文化団体連絡協議会
音別支部の活動を支援する。
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事業名

生
涯
学
習
課

児童・生徒が予選等を経て、全道的な規模以上の
発表会等に出場する際に助成を行う。

助成を継続する。

全道・全国大会派遣助成
全道・全国大会開催助成

小中学生・高校生等が文化芸
術ｺﾝｸｰﾙ等で全国・全道大会
に出場する際に対象者に対し
て経費の助成を行う。
地元で開催される小中高等学
校の全国・全道大会規模の大
会等に対し、開催経費の一部
を助成する。

事業名

生
涯
学
習
課

児童・生徒を対象に優れた芸術文化の指導体験
機会を提供する事業に対し助成を行う。

各種講習会等開催助成

小中学生・高校生等が国内外
の優れた文化芸術に接し、体
験する機会を提供する事業に
対して助成を行う。

助成を継続する。

Ⅲ

事業名

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

人材育成事業
①青少年の文化芸術活動の支援
②青少年の文化芸術活動の支援(発表活動）
③ｱｳﾄﾘｰﾁ事業

地域文化振興事業「少年少女の
芸術活動支援」

次代を担う青少年の芸術文化
活動の底辺拡大のため育成支
援を行う。

事業名

生
涯
学
習
課

実施校数：15校程度
総回数：40回
受講人数：1,000名
期間　令和5年5月～令和6年3月

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

施  策  の  方  向 (2) 多様な文化芸術活動の充実

具 体 的 な 施 策 イ
学校、文化団体等が連携し、子どもたちが文化芸術にふれる機会の充実と活動
を支える取組を促進します

令和6年度事業（予定）

学校での文化芸術活動の支援

身近にふれることができる文化
芸術活動の取組として、学校
においてお茶やお花などの伝
統芸能等の文化芸術活動を指
導いただく文化団体等に対し
支援する。

支援を継続する。

支援を継続する。

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進
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期日  未定（阿寒地区と同時期開催予定）
会場  学校体育館又は文化会館等
対象  小･中学生
内容  未定

継続実施する。

芸術劇場の開催（音別地区）

多様な芸術文化に触れ、豊か
な感性や個性を育む機会の提
供

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

美
術
館

ｱｰﾄｽｸｰﾙ事業の活用について、幼稚園や保育
園、小・中学校等へ周知を図る。

【内容】
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ1　鑑賞、作品解説
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ2　鑑賞、読み聞かせ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ3　鑑賞、美術館探検

継続実施する。

ｱｰﾄｽｸｰﾙ事業

生涯学習ｾﾝﾀｰﾊﾞｽを活用する
など、園児･児童･生徒が美術
館に来館しやすい環境を整備
するとともに、学芸員の解説等
を含めた鑑賞環境を創出し、
感性や芸術力を育む。

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

イ
学校、文化団体等が連携し、子どもたちが文化芸術にふれる機会の充実と活動
を支える取組を促進します

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

期日　未定（音別と同時期開催）
場所　阿寒町公民館
対象　小学生
内容　伝統芸能音楽（予定）

継続実施する。

芸術劇場の開催（阿寒地区）

様々な芸術文化に触れ､豊か
な感性や個性を育む機会の提
供（小学生対象）

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進

施  策  の  方  向 (2) 多様な文化芸術活動の充実

具 体 的 な 施 策
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事業名

生
涯
学
習
課

・釧路市文化団体連絡協議会との協議
・教育委員会内での協議

学校部活動の環境整備

学校での文化芸術部活動の地
域移行を見すえ、学校・関係
団体等連携による環境整備を
進める。

継続する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

施  策  の  方  向

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進

(2) 多様な文化芸術活動の充実

具 体 的 な 施 策 ウ
学校での文化部活動の地域移行を見すえ、子どもの文化芸術活動を支えるため、活動
の環境充実に向け、学校と関係機関・団体等による体制構築に取り組みます

令和6年度事業（予定）

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興
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事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

保存や活用の観点からﾃﾞｼﾞﾀﾙ化が望ましいと考え
られる地域史料についても、ﾃﾞｰﾀ形式や作業効
率等を含めた検討と整理を進めていく。

郷土史のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

原本、紙、印刷物等で保存さ
れている郷土資料をﾃﾞｼﾞﾀﾙ化
し、保存、活用することで、地
域の歴史と文化を未来へ伝え
ることを目指すもの。

地域史料のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化に向けた
検討及び整理と公開を継続す
る。

事業名

生
涯
学
習
課

釧路新書第35巻「伝えたい蔵の記憶」（仮名）を発
刊する。

釧路新書・叢書の発刊

具 体 的 な 施 策 ア 地域芸能等郷土の文化芸術の保存・伝承の取組を進めます

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 2

釧路地域の歴史や文化、産業
などを紐解く書籍として発刊す
る。

新書・叢書を継続して発刊す
る。

事業名

生
涯
学
習
課

令和5年度も関係部署との連携を図りながら、情報
収集を行う。

文化芸術による地域振興のため
の情報収集

文化芸術による地域振興の取
組を推進するため、関係部署
との連携や北海道、他市町村
の取組の情報を収集する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

取組を継続する。

施  策  の  方  向 (3) 地域・郷土文化の発展

Ⅲ

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

期日　8月中旬
会場　郷土資料収蔵室
展示内容　衣食住、教育、農林業他

所蔵資料展

郷土資料を一般公開する。

継続実施する。

文化芸術活動の推進
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事業名

音
別
生
涯
学
習
課

｢蕗まつり音頭の会｣の協力により、音別小・中学校
の児童生徒に指導を行う。
　指導回数　小学校2回、中学校2回

継続実施する。

郷土芸能「蕗まつり音頭」の伝承
活動

音別地区の郷土芸能の一つで
ある「蕗まつり音頭」を児童生
徒に指導し､学校行事の際に
披露する事で郷土芸能の保
存･伝承のための人材育成を
ねらいとする｡

Ⅲ

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

見学希望者に対しては随時公開する。
地域学習会等での公開（阿寒小総合学習等）

継続実施する。

郷土資料所蔵室事業

衣食住、教育、農林業他、阿
寒の貴重な資料を公開する。

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

活動を継続するため発表機会の提供や支援を行
う。

支援を継続する。

郷土芸能の保存･伝承

丹頂ほろろん会等、阿寒町の
郷土芸能を保存・継承するた
め、活動に対し支援を行う。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

展示内容を検討し､阿寒町公民館で定期的に展
示
を行う。

継続実施する。

阿寒町郷土資料収蔵室移動展示

阿寒地域の生活や産業･文化
の歴史を振り返ることのできる
郷土資料を公民館ﾛﾋﾞｰに展示
することにより､阿寒の歴史･文
化を伝承する。

ア 地域芸能等郷土の文化芸術の保存・伝承の取組を進めます

Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

施  策  の  方  向 (3) 地域・郷土文化の発展

具 体 的 な 施 策

基   本   方   針

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進
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Ⅲ

事業名

教
育
支
援
課
給
食
担
当

ふるさと給食の実施
年3回程度実施

継続実施する。

学校給食

地元の食材の豊かさを実感
し、ふるさと釧路の素晴らしさを
再認識してもらうことや、地産
地消の観点から、釧路産の食
材を利用した料理を提供する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

音
別
町
ふ
れ
あ
い
図
書
館

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

場所  音別町ふれあい図書館 2階
開放日時  月曜日～日曜日 10:00～17:00

展示室の利用促進を目的とした町内周知と併せ、
PRを兼ねた展示会を引き続き図書館ﾛﾋﾞｰで行う。

継続実施する。

郷土資料の展示

音別地域の生活や産業･文化
の歴史を振り返ることのできる
資料及び出土品の展示室を開
放することにより､郷土の歴史･
文化を伝承する。

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進

施  策  の  方  向 (3) 地域・郷土文化の発展

具 体 的 な 施 策 ア 地域芸能等郷土の文化芸術の保存・伝承の取組を進めます

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興
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生
涯
学
習
課

文化賞・文化奨励賞授与
授賞式　11月3日(文化の日)開催予定

釧路市文化賞・文化奨励賞

釧路市文化賞条例に基づき、
本市の文化の発達に著しく貢
献したと認められる個人又は団
体を顕彰し、文化賞・文化奨励
賞を授与する。

Ⅲ

継続して行う。

事業名

美
術
館

第71回釧路郷土作家展
①美術部門
　　期間　令和6年2月24日～3月3日(8日間)
②書道･写真部門
　　期間　令和6年3月16日～3月24日(8日間)

郷土作家展

郷土作家の作品発表の場を確
保し、市民に鑑賞機会を提供
するとともに、指導者の養成を
図る。

事業名

生
涯
学
習
課

音別町郷土芸能保存会、春採ｱｲﾇ古式舞踊釧路
ﾘﾑｾ保存会、阿寒ｱｲﾇ民族文化保存会への支
援。

郷土芸能保存活動への支援

郷土芸能等地域の貴重な文化
遺産を保存・継承するための
支援を行う。

支援を継続する。

継続開催する。

事業名

具 体 的 な 施 策 イ
地元の芸術家や作家、文化芸術団体等の活動の支援と功績に対する顕彰を行
います

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進

施  策  の  方  向 (3) 地域・郷土文化の発展

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興
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Ⅲ

令和6年度事業（予定）

地域資料の継続した収集、保
存、公開に努める。
また、地域資料のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ
化とともにWeb公開についても
検討する。

継続して取り組む。

継続して取り組む。

事業名

文
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

文学館ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ委員会の意見を取り入れなが
ら年4回の企画展示を実施するとともに、地元出身
作家の著書や著書に使用された挿絵原画の絵葉
書の販売等により、釧路の文学の普及に取り組
む。

釧路地域の文学紹介

釧路文学館において、釧路の
文学の歴史をひも解く手がかり
となる、多くの文学資料を公開
し、市民が文学にふれる機会
を提供する。

事業名

文
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

文学関係団体等と協力し、資料の収集（寄贈・購
入）を進める。

郷土作家資料の整備

郷土作家にまつわる文学資料
の収集・保存と整理

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

引き続き図書館の5階郷土ｽﾍﾟｰｽで釧路地方の地
域資料の収集、保存に努め、北海道内の市町村
史などを所蔵と公開を行うとともに、未収集資料の
保存方法や収集方法等についても、関係機関と
連携し、検討を進めていく。

地域資料の公開

地元にゆかりのある人物や歴
史に焦点をあてた資料を公開
する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

施  策  の  方  向 (3) 地域・郷土文化の発展

具 体 的 な 施 策 ウ
郷土文学の発展のため、文学館を中心に文学作家の作品や資料の収集・保存・
公開を行います

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 2 文化芸術活動の推進
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Ⅲ

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

事業名

動
物
園

放鳥可能な野生傷病ﾀﾝﾁｮｳが収容されたときに、
NPO法人と協力して足環もしくは発信機を装着し
て放鳥することを試みる。また、過去の放鳥ﾀﾝﾁｮｳ
の追跡調査を行い、得られた情報を一般市民に
分かりやすく伝える。

傷病ﾀﾝﾁｮｳの放鳥およびその
後の追跡調査を継続する。

NPO法人「ﾀﾝﾁｮｳ保護ｸﾞﾙｰﾌﾟ」と
の共同調査･啓発活動

動物園に保護収容されたﾀﾝﾁｮ
ｳに足環や発信機を装着し、追
跡を行ないながら、情報発信を
行い、地域でﾀﾝﾁｮｳと共に暮ら
していく意義を学びあう。

事業名

博
物
館

（１）市内全域の生息調査を継続して進めていく。
（２）市内学校への教育普及事業、博物館におけ
る展示の充実を図る。
（３）事業者へのｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵ生息適地ﾏｯﾌﾟの配
布や周知を通して、保護に対して協力を求めてい
く。

継続実施する。

ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵの保護・調査研究事
業

ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵの卵嚢の調査を
通して生息状況を把握するとと
もに保護に向けた情報を発信
する。

事業名

博
物
館

ﾋﾌﾞﾅ産卵状況調査を継続して実施する。 継続実施する。

春採湖のﾋﾌﾞﾅの保護・調査研究
事業

ﾋﾌﾞﾅの生息状況等を調査し保
護対策につなげる。

基 　本 　方　 策 3 文化財の保護と活用とアイヌ文化の保存・継承

施  策  の  方  向

令和6年度事業（予定）

(1) 文化財の保護と活用

具 体 的 な 施 策 ア
文化財である希少動植物の保護・増殖の取組と、そのための調査・研究、情報の
発信に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

事業名

動
物
園

越冬分布調査に協力する。また、ねぐらの監視に
も努め、良好な越冬環境の維持に努める。

ﾀﾝﾁｮｳ越冬地の保全と、保護
に対する普及啓発活動を継続
する。

ﾀﾝﾁｮｳの保護・調査研究事業

阿寒・音別地区でﾀﾝﾁｮｳの保
全と教育普及活動を行う。
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令和6年度事業（予定）

Ⅲ

事業名

動
物
園

死亡したﾀﾝﾁｮｳの解剖検査を続け、死亡要因を解
明し、今後の保護活動に生かしていく。また、傷病
の治療を行い、治癒したものは野外復帰をさせ
る。野外復帰不可能な個体は飼育下での繁殖個
体として活用していく。

ﾀﾝﾁｮｳの死亡要因の解明を続
けるとともに、保護収容されたﾀ
ﾝﾁｮｳを今後の保護のために活
用を継続する。

傷病ﾀﾝﾁｮｳの保護･収容事業

傷病ﾀﾝﾁｮｳの保護収容及び死
亡原因の調査を行う。

事業名

動
物
園

希少鳥類に関する増殖技術向上や飼育繁殖を通
じた自然環境保全の普及啓発を図る。
保護意識醸成のための情報発信の取組として、北
海道ｿﾞｰﾝﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ、団体へのﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞでの
ｶﾞｲﾄﾞ等で希少鳥類が置かれている状況の説明な
どを実施し情報発信を行う。

ｼﾏﾌｸﾛｳについては3ﾍﾟｱ、ｸﾏﾀ
ｶでは1ﾍﾟｱの確保と繁殖成功
を目標とする。ｵｵﾜｼ等につい
ては、移動先がある場合に繁
殖させる。
情報発信についても継続して
取り組む。

希少鳥類の保護･増殖事業

ﾀﾝﾁｮｳ、ｼﾏﾌｸﾛｳ、ｵｼﾞﾛﾜｼ、ｵ
ｵﾜｼ、ｸﾏﾀｶ等の希少鳥類の増
殖とそのための技術の開発及
び保護思想の涵養のための情
報発信を行う。

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 3 文化財の保護と活用とアイヌ文化の保存・継承

施  策  の  方  向 (1) 文化財の保護と活用

具 体 的 な 施 策 ア
文化財である希少動植物の保護・増殖の取組と、そのための調査・研究、情報の
発信に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画
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Ⅲ

事業名

博
物
館

令和6年度に向けた新たな事業の検討

北斗竪穴まつり

「北斗遺跡竪穴の会」との協働
による史跡の活用

事業名

博
物
館

市内4箇所5遺跡ある国指定史
跡を対象として、年１回を目標
に、継続実施する。

期間　令和5年6月中旬
場所　釧路川流域ﾁｬｼ跡群
　　　　（ﾊﾙﾄﾙﾁｬﾗﾝｹﾁｬｼ跡）
         春採台地竪穴群

国史跡釧路川流域チャシ跡群（ﾊﾙﾄﾙ
ﾁｬﾗﾝｹﾁｬｼ跡）整備

国史跡釧路川流域ﾁｬｼ跡群(ﾊ
ﾙﾄﾙﾁｬﾗﾝｹﾁｬｼ跡)の維持管理
の一環として、釧路考古学研
究会との協働により草刈り・清
掃作業を行う。

新たな遺跡活用・教育普及活
動を実施する。

事業名

博
物
館

期間　令和5年11月中旬～12月上旬
場所　新釧路川河川敷

北斗遺跡復元住居補修等環境整
備

国史跡北斗遺跡に復元した竪
穴住居の維持管理の一環とし
て、北斗遺跡竪穴の会および
指定管理者との協働により、補
修用屋根材(ﾖｼ)の採取作業を
行う。

本事業は、復元竪穴住居を維
持管理する上で不可欠である
ことから、今後も継続実施す
る。

ﾊﾙﾄﾙﾁｬﾗﾝｹﾁｬｼ跡・春採台地
竪穴群の維持管理は、他の史
跡と比較し維持管理が手薄な
ため、継続実施する。

事業名

博
物
館

まちなみ歴史探訪会「城山周辺の遺跡とまちな
み」（仮称）
期日　令和5年8月27日
場所　城山周辺

国史跡等探訪会

市内に所在する国指定史跡を
見学し、多様な時代、性格をも
つ郷土の史跡に対する理解を
深める。

施  策  の  方  向

具 体 的 な 施 策 イ
文化財の保護・調査活動を市民と協働して取り組み、保護・保全意識の高揚を図
ります

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

(1) 文化財の保護と活用

令和6年度事業（予定）

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 3 文化財の保護と活用とアイヌ文化の保存・継承
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Ⅲ

イ
文化財の保護・調査活動を市民と協働して取り組み、保護・保全意識の高揚を図
ります

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

博
物
館

期日　令和5年5月6日
会場　史跡北斗遺跡展示館・遺跡現地

継続実施する。

竪穴住居屋根ふき体験

北斗遺跡竪穴の会、釧路市立
博物館友の会と共催し、釧路
市北斗遺跡ふるさと歴史の広
場で「竪穴住居で屋根ふき体
験」を開催する。

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 3 文化財の保護と活用とアイヌ文化の保存・継承

施  策  の  方  向 (1) 文化財の保護と活用

具 体 的 な 施 策
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希少な建造物や美術品等の所
有者の希望により、国登録有
形文化財の登録希望があった
場合や、北海道からの文化財
指定協力依頼があった場合、
登録・指定に向けての対応を
行う。

Ⅲ

継続して取り組む。

指定文化財の審議

釧路市文化財保護審議会に
おいて、釧路市の文化財の現
状をふまえ、新たな指定文化
財について適宜検討を行う。

事業名

博
物
館

現在所有者から相談を受けている国登録有形文
化財の登録申請に向け、国や道と連絡を取りなが
ら手続きを進めていく。また、他に文化財指定希
望等の相談があった場合は要望に合わせて随時
対応していく。

文化財指定・登録に向けた取組

事業名

博
物
館

文化財保護審議会の開催（年1回）
・市内の文化財の現状把握等
・本行寺の登録有形文化財登録申請に係る進捗
報告等

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

(1) 文化財の保護と活用

令和6年度事業（予定）

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

基 　本 　方　 策 3 文化財の保護と活用とアイヌ文化の保存・継承

施  策  の  方  向

具 体 的 な 施 策 ウ 関係機関との連携等地域一体で貴重な文化財を守り継承する取組を進めます

継続して審議会を開催する。
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博
物
館

市内関係施設や小中学校での文化財ﾏｯﾌﾟ活用
促進を促す。
随時、最新の情報への更新を行う。

継続実施する。

「文化財ﾏｯﾌﾟ」の活用

市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを募り、平成26
年度にﾆｭｰｱﾙ作成した文化財
ﾏｯﾌﾟの活用を促進する。

事業名

博
物
館

基 　本 　方　 策 3 文化財の保護と活用とアイヌ文化の保存・継承

施  策  の  方  向 (1) 文化財の保護と活用

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

具 体 的 な 施 策 エ
ホームページ等による地域の文化財に関する情報の提供と文化財を活用する等
の学習機会の充実を図ります

Ⅲ

事業名

ﾃｰﾏ　ｻﾃﾗｲﾄ展「土器の文様・拓本・ﾃﾞｻﾞｲﾝ（仮
称）」
期日　７月後半～９月まで（夏休み中）
会場　釧路市立博物館、北斗遺跡展示館ほか

継続実施する。

まちなか企画展

地域の遺跡から出土した考古
資料による企画展の開催を通
して、市民の文化財意識の醸
成や郷土の歴史・文化に対す
る学習機会を提供する。また、
会場を市中心部に設定するこ
とにより市街地活性化を側面
から支援する。

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興
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事業名

阿寒ｱｲﾇ民族文化保存会活動
助成

阿
寒
生
涯
学
習
課

ア アイヌ文化を保存・継承する取組を促進するとともに伝承活動を支援します

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

支援を継続する。

文化財の保護と活用とアイヌ文化の保存・継承

支援を継続する。

基 　本 　方　 策 3

ｱｲﾇ民族文化保存･伝承のための活動に対し支援
する。

事業名

生
涯
学
習
課

施  策  の  方  向

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興

Ⅲ

阿寒ｱｲﾇ民族文化保存会活動助
成

(2) アイヌ文化の保存と継承

ｱｲﾇ古式舞踊の保存及び伝承のための活動に対
し支援する。

春採ｱｲﾇ古式舞踊釧路ﾘﾑｾ保存
会助成

春採ｱｲﾇ古式舞踊釧路ﾘﾑｾ保
存会へ運営費の一部を助成
し、ｱｲﾇの伝統芸能・儀式等の
保存に努める。

具 体 的 な 施 策

令和6年度事業（予定）
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令和6年度事業（予定）

継続実施する。ｱｲﾇ民族の歴史・文化への理
解を深めるため、学校と連携
し、出前授業を行うなど、学習
機会の拡充に努める。

具 体 的 な 施 策 イ
アイヌ語の伝承やムックリの演奏活動など、アイヌ民族の歴史・文化への理解を深
めるため、学校等と連携した学習機会の拡充に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画

事業名

教
育
支
援
課

生
涯
学
習
課

①博物館や釧路ｱｲﾇ協会の協力を得ながら授業
を行い、実践事例を市内各校に紹介する。
②博物館や釧路ｱｲﾇ協会等の協力を得ながら授
業で活用できる資料を作成する。

ｱｲﾇ関連授業への支援（ｱｲﾇの歴
史や文化に関する学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）

Ⅲ

基 　本 　方　 策 3 文化財の保護と活用とアイヌ文化の保存・継承

施  策  の  方  向 (2) アイヌ文化の保存と継承

基   本   方   針 Ⅲ 自然との共生と文化芸術の振興
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令和6年度事業（予定）

年次別事業計画に基づく事業
の実施

Ⅲ

事業名

生
涯
学
習
課

「伝統的なｱｲﾇ文化・生活の場の再生支援事業年
次別事業計画」に基づき事業実施

ｱｲﾇ民族の高齢者が持つ文化
知見（歌、踊り、工芸、料理、儀
式）等を次世代に受け継ぎ、ま
た、山本多助氏の記述したﾉｰﾄ
や資料を翻刻・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化して
いく。

聞取り調査した内容を翻刻・ﾃﾞ
ｼﾞﾀﾙ化していく。
山本多助氏記述ﾉｰﾄのﾃﾞｼﾞﾀﾙ
化について、ｱｲﾇ語・日本語表
記、索引の作成等を実施。

事業名

生
涯
学
習
課

ｱｲﾇ民族の高齢者の文化知見の聞取り調査の実
施や伝承会の開催。
山本多助氏記述ﾉｰﾄ・資料の翻刻・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化、及
び日本語表記、索引の作成等について実施。

高齢者ｺﾐｭﾆﾃｨ活性化による文化
知見の伝承・共有化事業

ｲｵﾙ再生事業の推進

ｱｲﾇ文化の継承を図るため、ｲｵ
ﾙ（ｱｲﾇの伝統的生活空間）再
生事業を推進する。

基 　本 　方　 策 3 文化財の保護と活用とアイヌ文化の保存・継承

施  策  の  方  向 (2) アイヌ文化の保存と継承

具 体 的 な 施 策 ウ

基   本   方   針 自然との共生と文化芸術の振興Ⅲ

アイヌ民族の伝統的生活空間（イオル）の再生に向けた事業を推進し、アイヌ文
化の保存と伝承を図るとともに、文化知見を伝承する取組を進めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課等 令和5年度事業計画
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「健康な心と体を育むスポーツの推進」
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基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

施  策  の  方  向 (1) スポーツ参画人口の拡大

具 体 的 な 施 策 ア
スポーツ活動を行うきっかけづくりとして、誰もが興味・関心をもてる講座や教室を
企画・開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年6月予定
時間　17:30～19:00
場所　市民ﾃﾆｽｺｰﾄ
開催数　1回
対象　小学生～未経験の中学生

継続実施する。

ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽ教室

体力づくりと競技人口の拡大を
図るため、ｿﾌﾄﾃﾆｽ競技の基礎
やﾙｰﾙなどを楽しみながら習
得できる教室を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年6月13日･14日
時間　10:00～12:00
場所　柳町ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場
開催数　1回
対象　18歳以上

継続実施する。

ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ初心者初級実践教室

健康増進の向上や競技人口
の拡大を図るため、ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ
競技でもっとも大切な、ﾙｰﾙ・ﾏ
ﾅｰを学び、楽しく実践ﾌﾟﾚｰを
行えるように教室を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年10月～12月
時間　16:30～17:45
場所　KKS釧路厚生社ｱｲｽｱﾘｰﾅ・春採ｱｲｽｱﾘｰﾅ
　　　　釧路ｱｲｽｱﾘｰﾅ
開催数　3回

継続実施する。

小学生初心者ｽｹｰﾄ教室

ｽｹｰﾄの楽しさと技術向上を目
指すとともに、児童の体力増進
を図るため、小学1年生から6
年生の初心者を対象として教
室を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年10月～12月
時間　16:30～17:45
場所　KKS釧路厚生社ｱｲｽｱﾘｰﾅ・春採ｱｲｽｱﾘｰﾅ
　　　　釧路ｱｲｽｱﾘｰﾅ
開催数　3回

継続実施する。

年長さんｽｹｰﾄ教室

技術の向上を図るため、小学
校入学前の未就学児童を対象
として、ｽｹｰﾄ靴の履き方から始
め、氷上での転倒の仕方や基
本を学ぶ教室を開催する。

Ⅳ
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基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

施  策  の  方  向 (1) スポーツ参画人口の拡大

具 体 的 な 施 策 ア
スポーツ活動を行うきっかけづくりとして、誰もが興味・関心をもてる講座や教室を
企画・開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和6年2月中旬以降開催予定
時間　16:30～18:00
場所　KKS釧路厚生社ｱｲｽｱﾘｰﾅ
対象　令和6年度入学幼児～小学生

継続実施する。

年長さんからのｱｲｽﾎｯｹｰ教室

競技人口の拡大を図るとともに
参加児童の体力向上を目的
に、年長さんから小学生を対
象に、ｱｲｽﾎｯｹｰ競技の楽しさ
と基礎を学ぶ教室を開催す
る。

Ⅳ

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

当初予定期間　令和5年6～7月予定
時間　18:30～20:00
場所　市民ﾃﾆｽｺｰﾄ
開催数　1回
対象　高校生以上
※高校生の参加については保護者の同意書を提
出

継続実施する。

夜間初心者ｿﾌﾄﾃﾆｽ教室

高校生以上を対象に初心者が
ﾃﾆｽの基礎や技術を楽しみな
がら習得し、体力向上・健康維
持を目的とし、競技の普及を図
る。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和6年1月予定
時間　10:00～11:30
場所　KKS釧路厚生社ｱｲｽｱﾘｰﾅ
年中さんから小学2年生の初心者を対象に開催す
る。

継続実施する。

冬休みはじめてのｽｹｰﾄ体験

冬休み期間中に、ｽｹｰﾄが始め
ての子どもたちに体験してもら
い、冬のｽﾎﾟｰﾂの楽しさを知っ
てもらう

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年8月～10月　各月1回（全3回）
時間　10:15～10:45 　17:00～17:30
場所　KKS釧路厚生社ｱｲｽｱﾘｰﾅ
　　　　春採ｱｲｽｱﾘｰﾅ
　　　　釧路ｱｲｽｱﾘｰﾅ

ﾌｨｷﾞｭｱｽｹｰﾄの楽しさや特徴を
知ることで、競技ｽﾎﾟｰﾂへの動
機づけとし、競技人口の拡大を
目指し継続実施とする。

ﾌｨｷﾞｭｱｽｹｰﾄﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄﾚｯｽﾝ

ﾌｨｷﾞｭｱｽｹｰﾄの特徴をﾜﾝﾎﾟｲﾝ
ﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽすることにより、ｽｹｰﾄ
の楽しさや競技ｽﾎﾟｰﾂの動機
づけとなる機会を提供する。
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指導者　ｽﾎﾟｰﾂ振興財団職員
内容　ﾘｽﾞﾑ体操、ｽﾄﾚｯﾁ、準備体操、軽ｽﾎﾟｰﾂ、体
力ﾃｽﾄ、ﾗｼﾞｵ体操、ｽｹｰﾄ、ﾏｯﾄ運動、親子体操ほ
か

派遣を継続する。

社会体育指導員の派遣

ｽﾎﾟｰﾂに取り組む機会を提供
するため、社会体育指導員に
よる団体、ｻｰｸﾙ等に対する実
技指導を行う。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　10:30～11:50　19:30～20:50
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上
事業名を｢やさしいｴｱﾛとｼｮｰﾄｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ｣に変
更

継続実施する。

やさしいｴｱﾛ

健康維持・増進を図るため、全
身を使った有酸素運動を行
い、いつでも・どこでも気軽に
取り組める教室を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年9月5･12･19日
時間　15:30～16:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　1回

継続実施する。

幼児ｱｽﾚﾁｯｸ教室

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

施  策  の  方  向 (1) スポーツ参画人口の拡大

具 体 的 な 施 策 イ
体を動かす楽しさや爽快さを実感できる機会を提供し、スポーツの継続意欲向上
を図ります

ス
ポ
ー

ツ
課

年中・年長の子どもを対象に、
身体を動かすことで、ｽﾎﾟｰﾂの
楽しさや幼児期に必要な運動
神経を高めることを目的に、教
室を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年4月15･16日
時間　14:00～15:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　1回

事業名を｢小学生ﾋｯﾌﾟﾎｯﾌﾟ教室｣から変更

継続実施する。

ﾋｯﾌﾟﾎｯﾌﾟ教室

小学生を対象に、中学校の必
修科目でもある、ﾀﾞﾝｽの楽しさ
や親む機会を提供する。

Ⅳ

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名
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令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　19:00～20:00
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上

参加者の増員を図り、継続実
施する。

ﾀﾞｲｴｯﾄﾖｰｶﾞ

ややｱｸﾃｨﾌﾞな動きで頭からつ
ま先まで全身くまなく動かすこ
とで、ﾘﾌﾚｯｼｭ効果や体力の向
上、脂肪燃焼を得られる教室
を開催する。

Ⅳ

事業名

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

施  策  の  方  向 (1) スポーツ参画人口の拡大

具 体 的 な 施 策 イ
体を動かす楽しさや爽快さを実感できる機会を提供し、スポーツの継続意欲向上
を図ります

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　19:30～20:45
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上

参加者の増員を図り、継続実
施する。

初中級ｴｱﾛ

全身を使った有酸素運動を行
い、色々なｽﾃｯﾌﾟの組み合わ
せで楽しみながら体力の向上
や脂肪燃焼を得られる教室を
開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年9月2日
時間　9:00～17:00
場所　釧路市民球場
　　　　屋内投球場
開催数　1回
※無料参加型のｲﾍﾞﾝﾄとして一般利用者にﾊﾞｯﾃｨ
ﾝｸﾞ、ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ等の種目を無料で体験していただ
く。

参加者の増員を図り、継続実
施する。

大規模運動公園「ｽﾀｼﾞｱﾑﾌｪｽﾀ2023」

気軽にｽﾎﾟｰﾂを楽しめる場の
提供や健康・体力づくりを目的
に、市民球場等において、あら
ゆる世代を対象としたｽﾎﾟｰﾂｲ
ﾍﾞﾝﾄを開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年6月～9月
時間　15：00～15：50
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
参加対象　2歳～5歳
開催数　4回

継続実施する。
受講者を集めるため教室の周
知活動に力を入れ、継続率を
高めていけるようにしていく。

ｲﾝﾌｧﾝﾄｸﾗｽ

幼児を対象に、身体を動かす
楽しさや幼少期に必要な運動
神経を高め、元気で健康な身
体づくりと運動の習慣化を図る
ことを目的とする。
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体を動かす楽しさや爽快さを実感できる機会を提供し、スポーツの継続意欲向上
を図ります

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

ﾎﾞｯﾁｬ教室の開催
予定期日　期日未定
場　　所　　阿寒町ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ
　　　　　　　阿寒町公民館

教室・大会開催による競技
普及を継続実施する。

ﾎﾞｯﾁｬ教室

障がい者ｽﾎﾟｰﾂとして普及して
きた「ﾎﾞｯﾁｬ｣を年齢を問わず、
誰もが気軽に楽しめる競技とし
て、仲間や家族で楽しさを共
有しながら普及を図る。

事業名

具 体 的 な 施 策 イ

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

施  策  の  方  向 (1) スポーツ参画人口の拡大

Ⅳ

各
施
設
指
定
管
理
者

（
阿
寒
生
涯
学
習
課

）

小学生水泳教室
阿寒地区
期日　7月～8月

継続実施する。

小学生水泳教室

小学生に正しい泳ぎ方を指導
し、水泳に親しむ機会を提供
する。

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

期日　夏休み期間中の４日間
場所　白糠町温水ﾌﾟｰﾙ
参加対象　小学校1・2年生
白糠町温水ﾌﾟｰﾙ自主事業の短期水泳教室に参
加

2年間未実施により、参加者の
ﾆｰｽﾞの把握が困難なため、事
業あり方について検討する。

子ども水泳教室

水に慣れ親しむ機会が少ない
この地域の子どもたちに水泳
の楽しさを教え､学校授業以外
にも水泳と親しみ、将来にわ
たって取り組んでもらう事を目
的とする｡

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

期日　３月上旬
場所 音別町森林体験交流ｾﾝﾀｰ
対象者  音別小学校全学年

継続実施する。

子どもｽﾎﾟｰﾂ教室

体を動かす機会が減少してき
ている小学生を対象とし､ｽﾎﾟｰ
ﾂとふれあえる場を提供するこ
とにより､ｽﾎﾟｰﾂ･体を動かすこ
との楽しさを感じてもらう事を目
的とする。
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令和５年度実施計画

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

開催期間　5月下旬～3月中旬
競技種目　36種目（予定）

継続実施する。

継続実施する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年9月予定
時間　調整中
場所　調整中

子どもから大人までｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂの愛好者を対象
に開催する。

ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂ大会

施  策  の  方  向 (1) スポーツ参画人口の拡大

具 体 的 な 施 策 ウ
「釧路湿原マラソン」など、釧路の季節や自然の魅力を感じられるスポーツイベン
トを開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

（
実
行
委
員
会

）

期日　7月30日(日)
時間　6:00～13:00
場所　市民陸上競技場
引き続き、社会の状況に応じた感染症対策を講
じ、安心安全な大会運営を行う。また、小中高生
の参加増につながる企画を行うなど、幅広い年齢
層の方が参加できるようなｲﾍﾞﾝﾄを目指す。

釧路湿原ﾏﾗｿﾝ

生涯ｽﾎﾟｰﾂの普及のため、老
若男女を問わず気軽に参加で
きる釧路湿原ﾏﾗｿﾝを実施す
る。

釧路市の代表的なスポーツイ
ベントとして、多くの市民が参
加する大会を目指し継続開催
する。

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

ｻﾏｰｷｯｽﾞｽｸｰﾙ

子どもの可能性を育むため、
運動能力の向上、集団活動に
よる自主性・積極性の向上や
他校の児童との親睦・友好を
深め、豊かな人間性を総合的
に育てる事業を夏休み期間を
利用し、開催する。

Ⅳ

釧路市体育祭の開催

多くの市民が参加できるよう各
競技種目ごとに大会を開催す
る。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年8月3･4日
時間　10:00～14:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　1回

小学生を対象に、2日間の日程で、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、
自由学習を行い、他校の生徒との交流・親睦を深
める。

健康と環境を思いやるｻｲｸﾙｽ
ﾎﾟｰﾂを通して、体力維持と健
康増進を養うとともに、競技の
普及を図る目的で開催する。

継続実施する。
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(1) スポーツ参画人口の拡大

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

期日　10月上旬
場所　阿寒町ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ・阿寒町市街地
対象　小学1年生から一般
内容　ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ5種目、ｳｫｰｸﾌｫﾄﾗﾘｰ他

継続実施する。

阿寒ｳﾙﾄﾗｵﾘﾝﾋﾟｯｸ

ｽﾎﾟｰﾂの基本動作を取り入れ
た種目とｳｫｰｸﾗﾘｰを通して、家
族や仲間と楽しくｽﾎﾟｰﾂを実践
できる場の提供を行う。

具 体 的 な 施 策 ウ
「釧路湿原マラソン」など、釧路の季節や自然の魅力を感じられるスポーツイベン
トを開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和6年1月4・5日(冬休み中の2日間)
時間　10:00～14:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　1回

小学生を対象に、2日間の日程で、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、
自由学習を行い、他校の生徒との交流・親睦を深
める。

継続実施する。

ｳｲﾝﾀｰｷｯｽﾞｽｸｰﾙ

子どもの可能性を育むため、
運動能力の向上、集団活動に
よる自主性・積極性の向上や
他校の生徒との親睦・友好を
深め、豊かな人間性を総合的
に育てる事業を冬休み期間を
利用し、開催する。

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

施  策  の  方  向

Ⅳ

102 



令和５年度実施計画

各関係団体と連携を図り継続
に努める。

継続実施する。

継続して取り組む

継続して取り組む

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年5月～令和5年3月
　　　　(12回で1ｸｰﾙとする)
①鶴ヶ岱啓生園(未定)
②北園啓生園(未定)

介護予防指導

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年４月～令和6年3月

健康体操・ｽﾄﾚｯﾁ・筋力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞなどを月2回行
う。

高齢者の方が健康で生き生き
とした生活を送れるよう指導す
る。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

【時期】令和5年4月3日～

【場所】湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路（ｳｲﾝﾄﾞﾋﾙくしろｽｰﾊﾟｰ
ｱﾘｰﾅ）

定員10名の障害児通所事業を施設の有効なｽ
ﾍﾟｰｽを活用し、運動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを中心とした障害福
祉事業を展開する。

放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ「スポぽい」

児童福祉法（昭和18年法律第
164号）に基づき18歳未満の障
がい就学児を対象に、ｽﾎﾟｰﾂ
のもつ魅力を最大限活かした
障がい福祉事業を展開する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

【時期】令和5年9月～
【回数】年2回予定
【場所】湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路
　　　　　（ｳｲﾝﾄﾞﾋﾙくしろｽｰﾊﾟｰｱﾘｰﾅ）

令和5年度事業計画

Ⅳ

ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞｷｯｽﾞﾌｪｽﾀ

共生社会の醸成に向け、障が
いの有無を問わず遊べる遊具
を設置し、無料で開放する。

高齢者ｻｰｸﾙ指導

高齢者が安心して参加できるｽ
ﾎﾟｰﾂの機会と場の確保に努め
る。

事業名

具 体 的 な 施 策 エ 高齢者や障がい者が安心して参加できるスポーツの機会と場の確保に努めます

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1

施  策  の  方  向 (1) スポーツ参画人口の拡大

生涯スポーツを通じた健康の増進
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基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

施  策  の  方  向 (1) スポーツ参画人口の拡大

具 体 的 な 施 策 エ 高齢者や障がい者が安心して参加できるスポーツの機会と場の確保に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

期日　12月上旬
場所  音別町森林体験交流ｾﾝﾀｰ

高齢者の誰もが気軽に楽しめる軽ｽﾎﾟｰﾂを紹介
し､ｽﾎﾟｰﾂの楽しさを体感してもらう｡

継続実施する｡

ｼﾆｱ軽ｽﾎﾟｰﾂ教室

無理なく健康保持･増進を図る
ため､気軽に参加できるｽﾎﾟｰﾂ
を紹介し､ｽﾎﾟｰﾂの楽しさを学
ぶ機会を提供する。

事業名

障
が
い
福
祉
課

第2回くしろﾊﾟﾗｽﾎﾟﾌｪｽﾀ
主催：釧路市・社会福祉協議会等
開催予定日：11月
種目：ﾎﾞｯﾁｬ・ﾊﾟﾗｽﾎﾟｰﾂ体験会等

開催予定

くしろﾊﾟﾗｽﾎﾟﾌｪｽﾀ

ｽﾎﾟｰﾂを通じて障がい者等の
社会参加を促進するとともに、
市民の参画を通じて、ﾊﾟﾗｽﾎﾟｰ
ﾂ及び障がいのある人に対する
理解を深めることにより、共生
社会の実現を図ることを目的と
する。

事業名

障
が
い
福
祉
課

第41回釧路市身体障がい者ｽﾎﾟｰﾂ大会
主催：釧路市・社会福祉協議会等
開催予定日：10月
種目：ﾎﾞｯﾁｬ

継続実施する。

釧路市身体障がい者ｽﾎﾟｰﾂ大会

身体障がい者福祉の推進を目
的に実施する。

Ⅳ
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継続実施する。

(1) スポーツ参画人口の拡大

具 体 的 な 施 策 オ
運動に関する基礎技術や知識を習得するなど、運動意欲を高める講座や教室を
開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年6月23日
時間　17:00～21:30
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路

ﾐﾆﾃﾆｽ愛好者･協会委員を対象に、実技を交えな
がら審判方法を習得し、競技の普及を目的に実施
する。

ﾐﾆﾃﾆｽ審判養成講習会

審判員の養成を図るとともに、ﾐ
ﾆﾃﾆｽの普及・振興を目的に、
実技を交えながらﾐﾆﾃﾆｽの審
判方法を習得できる講習会を
開催する。

継続実施する。

Ⅳ

ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ審判伝達講習会

審判員の技術向上や普及振
興を図るため、ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
の審判員の養成や審判員の技
能を高める講習会を開催す
る。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年6月9日
時間　17：00～22：00
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路

競技における審判員の養成と技能を高め、競技の
普及拡大を目的に実施する。

市民の健康増進を図るため、
一般男女を対象に、正しい
ｳｫｰｷﾝｸﾞを学ぶことで、やさし
い有酸素運動を実践する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年6月18日
時間　9:00～17:00
場所　ｺｱかがやき

審判員を対象に審判技術の向上を図り、競技の
普及を目的に実施する。

継続実施する。

継続実施する。

ﾏﾏさんﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ審判養成講習
会

家庭婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ競技にお
ける審判員の養成と審判員の
技術向上や普及振興を図るた
め、講習会を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年6月30日
時間　10:30～11:45
場所　陸上競技場(室内走路)
18歳以上を対象に開催する。

健康ｳｫｰｷﾝｸﾞ＆ｽﾄﾚｯﾁ

施  策  の  方  向
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釧路・根室管内すべての地域
に「総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ」の
創設をめざす。

支援・育成を継続する。

令和5年度事業計画

広域ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ機能の充実

総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ推進の
ため、釧路・根室圏域を対象と
した「総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ」
の創設及びｲﾍﾞﾝﾄを実施する。

ス
ポ
ー

ツ
課

①各種講習会や補助制度の情報発信
②軽ｽﾎﾟｰﾂ用具の貸し出し
③各ｸﾗﾌﾞへの運営補助

総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの育成

ス
ポ
ー

ツ
課

①釧路・根室管内交流ﾐﾆﾃﾆｽ大会
　　期日　9月24日
　　場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路
②北海道等が行う各種研修会への人材派遣

地域ｽﾎﾟｰﾂ活動の活性化のた
め、25地区のｽﾎﾟｰﾂ推進組織
をあらゆる年齢層が多種目のｽ
ﾎﾟｰﾂを楽しめる総合型地域ｽ
ﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞへの組織化及び人
財育成を図る。

事業名 / 概要・ねらい 主管課

25地区すべての地域に「総合
型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ」の創設を
めざす。

令和6年度事業（予定）

具 体 的 な 施 策 ア
あらゆる年齢層が気軽に参加できる「総合型地域スポーツクラブ」の推進を図り、
生涯スポーツによる地域コミュニティの活性化を図ります

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1

施  策  の  方  向 (2) 地域スポーツ活動の活性化

生涯スポーツを通じた健康の増進

事業名

Ⅳ

事業名

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

　

（
阿
寒
生
涯
学
習
課

）

各種例会活動の実施に係る助言支援等

総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの育成（阿
寒地区）

阿寒地区の総合地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗ
ﾌﾞの運営支援･育成を行う。

事業名
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生涯ｽﾎﾟｰﾂ･競技ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携し
事業拡大を目指し継続実施と
する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第18回大会
期日　令和5年7月23日
時間　9:30～17:00
場所　市民ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ愛好者が一堂に会し、職場･ｻｰｸﾙ等で
ﾁｰﾑを作り開催する。

施  策  の  方  向

地域ｽﾎﾟｰﾂ大会の開催

地域間や参加者同士の交流を
深めるため、各地区ｽﾎﾟｰﾂ推
進協議会との連携による軽ｽ
ﾎﾟｰﾂ大会を開催する。

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

(2) 地域スポーツ活動の活性化

具 体 的 な 施 策 イ
地域間や参加者同士の交流を深める取組として、市民親善フロアカーリング大会
等の軽スポーツ大会を開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

期日　令和6年2月12日予定
会場　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ
対象者　釧路市民

継続実施する。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

東部、中央、西部地区での軽ｽﾎﾟｰﾂ大会の開催

市民親善ﾌﾛｱｶｰﾘﾝｸﾞ大会

地域間や参加者同士の交流を
深めるため、釧路市地域ｽﾎﾟｰ
ﾂﾘｰﾀﾞｰ協議会との連携による
大会を開催する。

継続実施する。

中高齢者に人気のｽﾎﾟｰﾂを高
め、釧路市民皆ｽﾎﾟｰﾂの趣旨
に則り、ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌを通じて健
康の保持増進と、友情親睦を
深めることを目的に大会を開催
する。

生涯ｽﾎﾟｰﾂの位置づけとして、
競技団体と連携し事業拡大を
目指し継続実施とする。

理事長杯ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ競技人口の拡大と参
加する各ﾁｰﾑのﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟを高
め、選手相互の親睦を深める
ことを目的に大会を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第34回大会
期日　令和5年7月8日
時間　8:00～15:00
場所　河畔ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場

釧路市内のﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ愛好者が参加し開催する。

市長杯ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ大会

Ⅳ
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事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

ス
ポ
ー

ツ
協
会
阿
寒
支
部

（
阿
寒
生
涯
学
習
課

）

①ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ大会　6月予定
②ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会　2月予定
③ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ交流大会　10月予定

継続実施する。

釧路市ｽﾎﾟｰﾂ協会阿寒支部主催
事業

事業名

ス
ポ
ー

ツ
協
会
音
別
支
部

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

①期日　６月（予定）
　 場所  音別町ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場
　 種目  ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ
②期日　８月（予定）
　 場所  音別町森林体験交流ｾﾝﾀｰ
    種目  ﾐﾆﾊﾞﾚｰ
③期日　１１月（予定）
　 場所  音別町森林体験交流ｾﾝﾀｰ
　 種目  軽ｽﾎﾟｰﾂ
④期日　１月（予定）
　 場所  音別町ｽｹｰト場(ｶｰﾘﾝｸﾞ場)
   種目  ｶｰﾘﾝｸﾞ

音別町内対抗競技大会

音別地域を4地区(町内会)に
分け地区対抗の競技とし､日頃
のﾒﾝﾊﾞｰとは違うﾁｰﾑ編成や､
地区の代表として参加すること
での対抗意識と共に、参加者
同士の交流を深める､ｽﾎﾟｰﾂ活
動の推進を目的とする。

Ⅳ

誰もが参加しやすい軽ｽﾎﾟｰﾂ
の普及と､地域住民同士の親
睦･交流を深めることを目的と
する。

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

期日　8月（予定）
場所  音別町森林体験交流ｾﾝﾀｰ

ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会

ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙをとおして､ｽﾎﾟｰﾂ
に親しみ､参加者相互の交流
を深めることを目的とする｡

継続実施する。

継続実施する。

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

施  策  の  方  向 (2) 地域スポーツ活動の活性化

気軽にｽﾎﾟｰﾂに親しみ、参加
者同士の交流と親睦を深める
ことを目的とする。

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

期日　11月（予定）
場所  音別町森林体験交流ｾﾝﾀｰ
種目  未定

継続実施する。

軽ｽﾎﾟｰﾂ大会

具 体 的 な 施 策 イ
地域間や参加者同士の交流を深める取組として、市民親善フロアカーリング大会
等の軽スポーツ大会を開催します

108 



令和５年度実施計画

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

継続実施する。

継続実施する。
日頃は交流をする機会の少な
い異世代を一堂に会し､ｽﾎﾟｰﾂ
を通じて交流を図ることにより､
ｽﾎﾟｰﾂへの参加機会の拡充を
図る｡

Ⅳ

令和5年度事業計画

親子ｽｹｰﾄ教室

小学校入学前の幼児と小学1
年生を対象としている｡冬期間
は､屋外での運動が不足がち
になるが､ｽｹｰﾄを通して冬を楽
しく過ごすことと､親子のｽｷﾝｼｯ
ﾌﾟを図る。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月22日
時間　14:00～15:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　1回
対象　小学生の親子

親子でﾋｯﾌﾟﾎｯﾌﾟ教室

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

期日　１月上旬（冬休み期間中）
場所  音別町ｽｹｰﾄ場
対象  音別小学校入学前幼児､小学１年生及び保
護者

保護者、こどもに対して、ひもの縛り方､立ち方､基
本的な動作の指導を行う｡

親子を対象に、ﾀﾞﾝｽを通じ体
を動かす楽しさ実感できる機会
を提供し、生涯ｽﾎﾟｰﾂ活動の
普及を目的に実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課

期日　９月（予定）
場所  音別町森林体験交流ｾﾝﾀｰ
対象  小学生～高齢者
内容  軽ｽﾎﾟｰﾂ
小学生から高齢者で混合ﾁｰﾑを編成し､３種目程
度の軽ｽﾎﾟｰﾂを行い､異世代の交流を深める｡

ﾌｧﾐﾘｰｽﾎﾟｰﾂ交流会

地域スポーツ活動の活性化

生涯スポーツを通じた健康の増進

具 体 的 な 施 策 ウ
親子で参加できる講座や教室、異世代が交流できるイベントの開催など、スポー
ツへの参加機会の拡充を図ります

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

施  策  の  方  向 (2)
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事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

各地区のｽﾎﾟｰﾂ推進委員定例会での開発研究の
協議
　釧路地区　12回
　阿寒地区　 5回
　音別地区   5回

誰でも気軽に楽しむことが新た
な軽ｽﾎﾟｰﾂの開発に継続して
取り組む。

ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂの普及・開発

生涯ｽﾎﾟｰﾂの活性化を図るた
め、釧路市ｽﾎﾟｰﾂ推進委員協
議会との連携による釧路ならで
はの軽ｽﾎﾟｰﾂの開発、普及を
図る。

Ⅳ

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第20回大会
期日　令和5年7月開催予定
場所　釧路ｱｲｽｱﾘｰﾅ
対象　18歳以上

1ﾁｰﾑ8人で行う競技。釧路市長靴ｱｲｽﾎｯｹｰ協会
登録ﾁｰﾑ

生涯ｽﾎﾟｰﾂ･競技ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携し
事業拡大を目指し継続実施と
する。

市長杯争奪長靴ｱｲｽﾎｯｹｰﾁｬﾝﾋﾟ
ｵﾝｽﾞ大会

長靴ｱｲｽﾎｯｹｰ競技人口の拡
大と参加する各ﾁｰﾑのﾚﾍﾞﾙｱｯ
ﾌﾟを高め、選手相互の親睦を
深めるとこを目的に、大会を開
催する。

ｶｰﾘﾝｸﾞは音別地域において､
導入が早く歴史のあるｽﾎﾟｰﾂで
あり､古くからの愛好者も今も参
加していることから引続き実施
する。

ｶｰﾘﾝｸﾞ大会

冬期間､屋外での活動機会が
少なく､近隣にｽｷｰ場もない音
別地域においては､比較的導
入の歴史が古いｶｰﾘﾝｸﾞの大
会を開催し､年齢に関係なく楽
しみながら交流を深めると共
に､冬場の体力づくりを目的と
する｡

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

期日　令和6年１月～2月上旬
場所  音別町ｽｹｰﾄ場(ｶｰﾘﾝｸﾞ場)
対象  小学４～６年生、中学生

冬期間､当地域で経験できるｽ
ｹｰﾄ以外の屋外ｽﾎﾟｰﾂで､児童
生徒のﾆｰｽﾞも高いことから､開
催方法の見直しを検討し、今
後も引続き実施する。

子どもｶｰﾘﾝｸﾞ教室

冬期間の屋外ｽﾎﾟｰﾂが、ｽｹｰﾄ
に限られている中で､音別地域
で一般の方が楽しんでいるｶｰ
ﾘﾝｸﾞを、子どもたちにも親しん
でもらい､長期的に続けてもらう
事をねらいとする｡

音
別
生
涯
学
習
課

期日　１月（予定）
場所  音別町ｽｹｰﾄ場(ｶｰﾘﾝｸﾞ場)
対象  中学生以上

施  策  の  方  向 (2) 地域スポーツ活動の活性化

具 体 的 な 施 策 エ
釧路の気候風土を生かした特色あるスポーツ活動の推進とニュースポーツの普
及・開発に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

1 生涯スポーツを通じた健康の増進

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策

事業名
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18歳以上を対象に、正しい
ｳｫｰｷﾝｸﾞを実施することで健康
の維持増進と怪我の予防に役
立て、運動の習慣化を図る。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年9月13･20･27日
時間　10:00～11:15
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
対象　18歳以上

事業名

軽ｽﾎﾟｰﾂを通して、受講者の健
康増進の取組を継続する。

軽ｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞｮｲ教室

令和5年度事業計画

Ⅳ

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和6年度事業（予定）

健
康
推
進
課

①若者健診の実施　対象：18歳～39歳市民
・集団健診（8日間）
日時　7/31、8/20、9/1、10/31、11/15、12/10、1/28、
2/22
場所　防災庁舎４階　健康推進課ﾎｰﾙ他
・個別健診　日時　5/10～令和6年2/22の月～木
場所　MOO5階　医師会健診ｾﾝﾀｰ
②ｷｯｽﾞ健診の実施　日時：未定
対象　小学5・6年生
場所　防災庁舎４階　健康推進課ﾎｰﾙ
③運動実践教室の実施
日時・場所・対象　未定

継続実施する

生活習慣に関する調査および運
動実践事業

若い世代を対象とした若者健
診（生活習慣病健診）と小学生
を対象とした運動実践教室
（HIPHOPﾀﾞﾝｽ)を開催する。

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年9月1日
時間　10：30～11:45
場所　鶴ケ岱武道館
対象　18歳以上

市民の健康維持と体力向上の
ため、継続実施とする。

健康ｳｫｰｷﾝｸﾞ＆ｽﾄﾚｯﾁ

具 体 的 な 施 策 ア
体力測定の実施など、市民が日常の生活習慣をふりかえられる機会の拡充を図り
ます

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1

施  策  の  方  向 (3) 健康維持と体力向上の取組

生涯スポーツを通じた健康の増進

事業名

市民の健康増進を図るため、ｽ
ﾄﾚｯﾁや軽ｽﾎﾟｰﾂ、体力測定な
どの数種類のｽﾎﾟｰﾂを体験し
て、自分に合った健康法を見
つけ出す機会を提供する。
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やさしいﾌﾗﾀﾞﾝｽ

脚・腰の強化や柔軟性の向上
を目指し、体力向上・健康維持
に貢献することを目的に、ｽﾛｰ
なﾃﾝﾎﾟなので、高齢者でも無
理なく体力の維持・増進を図ら
れる教室を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　1部18:30～19:30　2部19:40～20:40
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上を対象

体力向上・健康維持を目的
に、ゆっくりとした呼吸・身体の
動きを意識しながら行うことで、
ﾘﾗｯｸｽ効果が得られる教室を
開催する。

施  策  の  方  向 (3) 健康維持と体力向上の取組

具 体 的 な 施 策 イ
誰もが気軽に参加できる基礎的な運動講座・教室等を開催するなど、健康維持と
体力向上の取組を進めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　10:30～11：30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上女性

しなやかﾎﾞﾃﾞｨﾋﾟﾗﾃｨｽ

身体の中心の体幹を鍛えるこ
とにより、正しい姿勢と体力効
果を図るため、教室を開催す
る。

体力のない女性にも参加しや
すい教室であり、受講者数を
増やし、健康維持のため今後
も継続実施する。

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

若者から高齢者まで無理なく
楽しみながら体力の維持・増進
を図れる機会を体験する教室
として、今後も継続実施する。

継続実施する。

ﾅｲﾄﾖｰｶﾞ1部・2部

体力向上・健康維持を目的
に、ゆっくりとした呼吸・身体の
動きを意識しながら行うことで、
ﾘﾗｯｸｽ効果が得られる教室を
開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　10:00～11:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上

ﾘﾗｯｸｽﾖｰｶﾞ

Ⅳ

事業名　Ⅳ－１－（３）－イ

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月8日～10月21日
時間　10:30～11:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　3回
対象　18歳以上

体力向上・健康維持のため大
変人気が高いことから、今後も
継続実施する。
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施  策  の  方  向 (3) 健康維持と体力向上の取組

具 体 的 な 施 策 イ
誰もが気軽に参加できる基礎的な運動講座・教室等を開催するなど、健康維持と
体力向上の取組を進めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　13:30～15:00
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　45歳以上

この教室は、受講者の高齢化
に伴い年代を越えた仲間づく
り、情報交換の場となってお
り、生活の活性化のために今
後も継続実施する。

楽々!健康体操

高齢者対象の健康・体力づく
り、軽ｽﾎﾟｰﾂの普及を目的に、
簡単な有酸素運動を行うことで
心肺機能を高めるとともに、筋
力ｱｯﾌﾟ・健康維持促進や仲間
づくりの機会を提供する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年7月3･10日/8月21･28日
時間　16:30～17:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　2回
小学校１･2･3年生を対象に開催する。

小学校低学年を対象とした数
少ない教室のため、周知PR方
法を見直し、新規受講者を増
やして、継続実施する。

小学生ｱｽﾚﾁｯｸ教室

身体を動かすことで、ｽﾎﾟｰﾂの
楽しさや必要な運動神経を高
めることを目的に、教室を開催
する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年6月予定
時間　17:00～19:00
場所　陸上競技場
対象　小学生

大変人気の教室であり、規模
の拡大を含め競技団体と連携
を図り、継続実施する。

かけっこ教室

小学生を対象に、走り方の基
本を教えることで、苦手意識を
克服し、走ることの楽しさを味
わえるよう実技を交えて指導す
る。

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　10:00～11:00
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上の女性

健康維持のため体力のない方
でも参加しやすい教室であり、
受講者を増やして、今後も継
続実施する。

ｽﾀｲﾙｱｯﾌﾟﾚｯｽﾝ「骨盤美人」

ｽﾄﾚｯﾁやｴｸｻｻｲｽﾞを行い、骨
盤の歪みを整えることにより、
心身のﾊﾞﾗﾝｽを向上させ、体
力の維持・増進を目的に開催
する。

Ⅳ

事業名
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Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

施  策  の  方  向 (3) 健康維持と体力向上の取組

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　10:00～11:30
場所　鶴ヶ岱武道館
開催数　12回
対象　45歳以上

受講者にとって体操が習慣化
しており、高齢化に伴いますま
す教室の必要性が強くなるた
め、内容を工夫しながら継続実
施する。

健康ｽﾄﾚｯﾁ

45歳以上を対象にｽﾄﾚｯﾁやﾗ
ｼﾞｵ体操等をｾｯﾄにした健康・
体力づくりを行い、柔軟性の向
上や運動障害の予防を目的
に、教室を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年6月9日･7月7日
時間　10:30～11:20
場所　鶴ヶ岱武道館
開催数　2回
対象　2・3歳児の親子

親子が安心して遊ぶことができ
る広い屋内での教室のため、
広報活動を充実させ継続実施
する。

親子あそび

親子でふれあう遊びをとおして
幼児期に必要な運動神経を高
め、健康な心身を育て親子の
絆を深めることを目的に、ｽﾎﾟｰ
ﾂ活動を楽しむことのできる機
会を提供する。

事業名

基   本   方   針

具 体 的 な 施 策 イ
誰もが気軽に参加できる基礎的な運動講座・教室等を開催するなど、健康維持と
体力向上の取組を進めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　毎週火曜日、木曜日の11:00～12:00
現在の参加者から紹介等のｷｬ
ﾝﾍﾟｰﾝで集客増を図る。

水泳教室

市民の健康づくりを目的に、全
く泳げない方から上級者まで
の水泳教室を開催する。

水中ｳｫｰｷﾝｸﾞ教室

泳ぎの苦手な方でも気軽に水
中運動ができるよう、水中歩
行、水中ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ、水中ｼﾞｬﾝﾌﾟ
などを行う。ﾎﾞｰﾙや水中で負
荷のかかる道具を使い効果を
高める教室を開催する。

Ⅳ

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　毎週水曜日の11:00～11:45
現在の開催を維持しながら参
加者の増加を図る。
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令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年5月2･9･16日/5月30･6月6･13日
　　　　/7月4･11･18日
時間　10：00～11:20
場所　鶴ヶ岱武道館
開催数　4回

受講者を集めるため教室の周
知活動に力を入れ、継続率を
高めていけるよう、生涯ｽﾎﾟｰﾂ
として定着させていく。

いきいき元気ｱｯﾌﾟ教室

施  策  の  方  向 (3) 健康維持と体力向上の取組

1 生涯スポーツを通じた健康の増進

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　18:30～19:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上

一般の方が気軽に参加出来る
事業として、周知の工夫をして
参加者の増員を図り、継続実
施する。

体幹ﾋﾟﾗﾃｨｽ

ｲﾝﾅｰﾏｯｽﾙを鍛えることで、身
体の歪みを改善し、全身のﾊﾞﾗ
ﾝｽを良化させる等の健康維持
を図る教室を開催する。

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策

事業名 / 概要・ねらい 主管課

具 体 的 な 施 策 イ
誰もが気軽に参加できる基礎的な運動講座・教室等を開催するなど、健康維持と
体力向上の取組を進めます

Ⅳ

50歳以上を対象に、ゆったりと
したｽﾄﾚｯﾁを行い、健康維持と
人とのふれあいを目的として開
催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　11:15～12:15
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上の女性

健康維持のため体力のない方
でも参加しやすい教室であり、
受講者を増やして、今後も継
続実施する。

Step美Body～Step台で楽しくｼｪｲ
ﾌﾟｱｯﾌﾟ～

ｽﾃｯﾌﾟ台を使用し、音楽に合わ
せて有酸素運動を行いことで、
ﾒﾀﾎﾞ改善や生活習慣病予防
効果が得られ、体力向上・健康
維持を目的に、教室を開催す
る。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　19:45～20:45
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上の女性

一般の方が気軽に参加出来る
事業として、周知の工夫をして
参加者の増員を図り、継続実
施する。

ﾊﾞﾚトン

ﾊﾞﾚｴのｼﾝﾌﾟﾙな動きを行い、
頭の先から足の先まで全身を
使うことでﾊﾞﾗﾝｽを良化させる
等の健康維持を図る教室を開
催する。
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基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

Ⅳ

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　13:30～14:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上

一般の方が気軽に参加出来る
事業として、周知の工夫をして
参加者の増員を図り、継続実
施する。

背骨ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ

簡単なｽﾄﾚｯﾁを行い、腰痛や
肩こりを良化させる等の健康維
持を図る教室を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和5年4月～令和6年3月
時間　13:30～14:30
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　12回
対象　18歳以上

一般の方が気軽に参加出来る
事業として、周知の工夫をして
参加者の増員を図り、継続実
施する。

ｽﾛｰｴｱﾛﾋﾞｯｸ

音楽のﾘｽﾞﾑに合わせ全身を
使った有酸素運動により健康
維持を図る教室を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間　令和6年2月予定
時間　9:00～17:00
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場
開催数　1回
※無料参加型のｲﾍﾞﾝﾄとして一般利用者にｽｹｰﾄ
滑走や冬季ならではのｲﾍﾞﾝﾄ体験をする場を提供
する。

一般の方が気軽に参加出来る
事業として、周知の工夫をして
参加者の増員を図り、継続実
施する。

柳町ｽｹｰﾄﾌｪｽ

ｽｹｰﾄ競技の普及と健康・体力
づくりを目的に、子どもから大
人までを対象としたｽｹｰﾄｲﾍﾞﾝ
ﾄを開催する。

基 　本 　方　 策 1 生涯スポーツを通じた健康の増進

施  策  の  方  向 (3) 健康維持と体力向上の取組

具 体 的 な 施 策 イ
誰もが気軽に参加できる基礎的な運動講座・教室等を開催するなど、健康維持と
体力向上の取組を進めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）
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競技スポーツの振興

ﾐﾆﾃﾆｽ愛好者を対象に基本動
作や技術を学び競技の普及拡
大を目的とする。

Ⅳ

基 　本 　方　 策 2

ﾐﾆﾃﾆｽ技術講習会

令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年5月～令和5年9月予定
時間　17:00～18:30
場所　附属陸上競技場
対象　4歳以上の女性、親子参加（父親も可）

事業名を｢JFAなでしこひろば｣に変更

JFAなでしこひろばin湿原の風ｱ
ﾘｰﾅ釧路

子どもから大人まで日常生活
の中でｻｯｶｰやﾌｯﾄｻﾙを気軽
に体験できる場を提供するとと
もに、競技力の向上を図る。

競技団体と連携を図り、規模拡
大を含め継続実施する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年11月開催予定
時間　10:00～12:00
場所　柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場

小学生を対象とした、元ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ選手による実技
指導

ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾃｨﾝｸﾞｽｸｰﾙ

地元選手の競技力向上を図る
ため、小学生のｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ選
手を対象として、元ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ選
手によるﾚﾍﾞﾙの高い実技指導
を行う教室を開催する。

施  策  の  方  向 (1) 競技力の向上

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年11月10日
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路
開催数　1回
18歳以上を対象に開催する。

令和5年度事業計画事業名 / 概要・ねらい 主管課

健康な心と体を育むスポーツの推進

競技団体と連携を図り、地元選
手と指導者の更なるﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ
のため、継続実施する。

具 体 的 な 施 策 ア
全道・全国・国際大会で活躍する選手を育成するため、トップアスリート等から専
門的指導を受けられる環境を整えます

基   本   方   針 Ⅳ

受講者を集めるため教室の周
知活動に力を入れ、継続率を
高めていけるよう、生涯ｽﾎﾟｰﾂ
として定着させていく。
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事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第40回大会
期日　令和5年11月5日
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路
釧路・管内の小学生を対象とした学年別の団体戦

大会をとおして参加する選手
の競技力ｱｯﾌﾟと健全な心と身
体を養うとともに、友情の輪を
広め相互の交流親睦を深め、
競技の普及拡大を図るため、
大会を開催する。

理事長杯全道ﾐﾆﾃﾆｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

大会をとおして参加する選手
の競技力ｱｯﾌﾟと健全な心と身
体を養うとともに、友情の輪を
広め相互の交流親睦を深め、
競技の普及拡大を図るため、
大会を開催する。

競技ｽﾎﾟｰﾂ・生涯ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携を
図り、競技人口の拡大を目指
し継続実施とする。

競技ｽﾎﾟｰﾂ・生涯ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携し
事業の継続を目標とする。

施  策  の  方  向 (1) 競技力の向上

基   本   方   針

基 　本 　方　 策

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第16回大会
期日　令和6年3月18日
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路

釧路・根室管内の小学4年生以下を対象とした大
会

理事長杯U-10ﾌｯﾄｻﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

大会をとおして参加する選手
の競技力ｱｯﾌﾟと健全な心と身
体を養うとともに、友情の輪を
広め相互の交流親睦を深め、
競技の普及拡大を図るため、
大会を開催する。

全日本少年ｱｲｽﾎｯｹｰ大会（中学
生・男子の部）

大会を継続的に開催すること
により、青少年があこがれ、目
標とするｱｲｽﾎｯｹｰ競技の拠点
を形成し、ｽﾎﾟｰﾂの振興を図る
ため、中学生男子の部のｱｲｽ
ﾎｯｹｰ大会を開催する。

市長杯少年柔道大会

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

（
実
行
委
員
会

）

第18回大会
期日　令和6年3月下旬予定（5日間)
会場　釧路ｱｲｽｱﾘｰﾅ、春採ｱｲｽｱﾘｰﾅ、
　　　　KKS釧路厚生社ｱｲｽｱﾘｰﾅ
対象　中学生男子

具 体 的 な 施 策 イ
全道・全国・国際大会で活躍する選手を育成するため、地元選手がレベルの高い
スポーツに接することができるよう、各競技の大会を積極的に開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

Ⅳ

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第16回大会
期日　令和5年6月11日
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路

北海道に在住するﾐﾆﾃﾆｽ愛好者の大会

Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

2 競技スポーツの振興

令和6年度事業（予定）

※（一財）地域活性化ｾﾝﾀｰに
よる助成が終了し、大会継続
必須期間が令和5年度大会
（18回大会）で終了することか
ら、運営経費について精査し
ながら大会を継続していくため
に大会の方向性を検討する。

競技ｽﾎﾟｰﾂ・生涯ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携を
図り、競技人口の拡大を目指
し継続実施とする。
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Ⅳ

事業名

事業名

事業名

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

競技ｽﾎﾟｰﾂ・生涯ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携を
図り、競技人口の拡大を目指
し継続実施とする。

理事長杯釧路地区小学生ﾊﾞﾚｰ
ﾎﾞｰﾙ大会

大会をとおして参加する選手
の競技力ｱｯﾌﾟと健全な心と身
体を養うとともに、友情の輪を
広め相互の交流親睦を深め、
競技の普及拡大を図るため、
大会を開催する。

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第19回大会
期日　令和5年12月9日
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路

釧路・管内の小学4年生以下を対象とした大会

競技ｽﾎﾟｰﾂ・生涯ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携を
図り、競技人口の拡大を目指
し継続実施とする。

理事長杯U-10ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大
会

大会をとおして参加する選手
の競技力ｱｯﾌﾟと健全な心と身
体を養うとともに、友情の輪を
広め相互の交流親睦を深め、
競技の普及拡大を図るため、
大会を開催する。

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第41回大会
期日　令和5年6月10日
場所　釧路市民陸上競技場

小学生を対象とした、陸上教室も兼ねた釧路地方
大会

競技ｽﾎﾟｰﾂ・生涯ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携を
図り、競技人口の拡大を目指
し継続実施とする。

釧根小学生陸上競技教室 兼 北
海道小学生陸上競技記録会

大会をとおして参加する選手
の競技力ｱｯﾌﾟと健全な心と身
体を養うとともに、友情の輪を
広め相互の交流親睦を深め、
競技の普及拡大を図るため、
大会を開催する。

理事長杯U-9ｻｯｶｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

大会をとおして参加する選手
の競技力ｱｯﾌﾟと健全な心と身
体を養うとともに、友情の輪を
広め相互の交流親睦を深め、
競技の普及拡大を図るため、
大会を開催する。

基 　本 　方　 策 2 競技スポーツの振興

施  策  の  方  向 (1) 競技力の向上

具 体 的 な 施 策 イ
全道・全国・国際大会で活躍する選手を育成するため、地元選手がレベルの高い
スポーツに接することができるよう、各競技の大会を積極的に開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第26回大会
期日　令和5年12月23日
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路

釧路地区小学生ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ連盟に登録している選
手の大会

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第19回大会
期日　令和5年9月予定
場所　調整中

釧路・根室管内の小学3年生以下を対象とした大
会

競技ｽﾎﾟｰﾂ・生涯ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携を
図り、競技人口の拡大を目指
し継続実施とする。
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Ⅳ

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第41回大会
期間　令和5年9月～11月
場所　釧路ｱｲｽｱﾘｰﾅ

高校の部をはじめに、中学校の部、小学校の部を
約3か月にわたり開催予定

競技ｽﾎﾟｰﾂ・生涯ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携を
図り、競技人口の拡大を目指
し継続実施とする。

市長杯少年ｱｲｽﾎｯｹｰ大会

大会をとおして参加する選手
の競技力ｱｯﾌﾟと健全な心と身
体を養うとともに、友情の輪を
広め相互の交流親睦を深め、
競技の普及拡大を図るため、
大会を開催する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

第41回大会
期日　令和6年2月11日
時間　9:00～15:00
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路

小学生の個人戦は学年別に、1～4年生は男女混
合、5・6年生は男女別、中学生は男女別での個人
戦

競技ｽﾎﾟｰﾂ・生涯ｽﾎﾟｰﾂの位置
づけとして、競技団体と連携を
図り、競技人口の拡大を目指
し継続実施とする。

釧路市少年剣道大会

大会をとおして参加する選手
の競技力ｱｯﾌﾟと健全な心と身
体を養うとともに、友情の輪を
広め相互の交流親睦を深め、
競技の普及拡大を図るため、
大会を開催する。

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 2 競技スポーツの振興

施  策  の  方  向 (1) 競技力の向上

具 体 的 な 施 策 イ
全道・全国・国際大会で活躍する選手を育成するため、地元選手がレベルの高い
スポーツに接することができるよう、各競技の大会を積極的に開催します

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）
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事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

ｽﾎﾟｰﾂ賞・ｽﾎﾟｰﾂ奨励賞の授与(第56回)

令和6年度事業（予定）

Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

2 競技スポーツの振興

具 体 的 な 施 策 ウ
優秀な成績を収めた地元スポーツ選手やスポーツの普及振興に貢献した方を顕
彰し、競技スポーツの活性化と、すそ野の拡大を図ります

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

事業名

基   本   方   針

Ⅳ

釧路市長特別表彰

ｽﾎﾟｰﾂで優秀な成績を収めた
選手の顕彰を行う。

ｽﾎﾟｰﾂで優秀な成績を収めた
選手の顕彰を行う。

ス
ポ
ー

ツ
課

ｽﾎﾟｰﾂで優秀な成績を収めた選手の顕彰を行う。

釧路市から国際舞台等におい
て優秀な成績を収める競技者
が出ることは、本市ｽﾎﾟｰﾂの競
技力向上につながるものであ
るため、今後も継続して実施す
る。

釧路市から国際舞台等におい
て活躍する競技者が出ること
は、本市ｽﾎﾟｰﾂの競技力向上
につながるものであるため、今
後も継続して実施する。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

ｽﾎﾟｰﾂで優秀な成績を収めた選手の顕彰を行う。

釧路市教育長特別表彰

施  策  の  方  向 (1) 競技力の向上

釧路市ｽﾎﾟｰﾂ賞

ｽﾎﾟｰﾂで優秀な成績を収めた
選手及び本市のｽﾎﾟｰﾂの普
及・振興に特に貢献した者の
顕彰を行う。

今後も顕彰を通じ、ｽﾎﾟｰﾂの普
及・振興に対する市民の意識
向上を図る。

基 　本 　方　 策
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ｹﾞｰﾑ内容の工夫や参加人数
に合わせた運営方法など、内
容を見直しながら開催を継続
する。

具 体 的 な 施 策 ア
誰もが楽しく取り組める新たな種目の導入や活動プログラムの開発等スポーツの
すそ野拡大の取組に努め、スポーツ少年団や団員を増やす取組を進めます

基   本   方   針

基 　本 　方　 策

施  策  の  方  向 (2) スポーツ少年団の活性化

単位団の登録数を増やすと同
時に各単位団の人数を増加さ
せられるように、ｽﾎﾟｰﾂ少年団
登録のﾒﾘｯﾄを感じてもらえるよ
うな運営を継続する。

Ⅳ

冬の子どもｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

令和5年度事業計画事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和6年度事業（予定）

阿寒地区の少年団及び各学
校の児童生徒を対象にして、
団員相互の親睦と仲間意識の
高揚を深めることを目的に軽ｽ
ﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｹﾞｰﾑの交流
を行う。

事業名

釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

広報紙、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを有効活用して更なる加入促
進に努める。また、少年団活動に積極的な指導者
を中心に各競技団体へのｽﾎﾟｰﾂ少年団の加入促
進を働きかける。

ｽﾎﾟｰﾂ少年団への加入促進

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

期日　令和6年2月中旬
場所　阿寒町ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ敷地
対象　阿寒地区の小中学生
内容　雪上運動会5種目：雪上ﾌﾗｯｸﾞ、雪上ﾘﾚｰ他
        室内競技：ﾎﾞｯﾁｬ

ｽﾎﾟｰﾂ少年団の意義や活動に
ついて地域や学校に広め、ｽ
ﾎﾟｰﾂ少年団への加入促進を
図る。

2 競技スポーツの振興

Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進
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釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

未開催競技種目への運営ﾉｳﾊｳの提供を行う。

Ⅳ

日独ｽﾎﾟｰﾂ少年団同時交流派遣

国際経験豊かな指導者を育成
するために、指導者及び将来ｽ
ﾎﾟｰﾂ少年団指導者となる団員
をﾄﾞｲﾂへ派遣及び道内各管内
が持ち回りで受入を実施する。

事業名

釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期間
<前期〉
期日　未定
場所　「ﾈｲﾊﾟﾙ厚岸」あるいは「こころみ」
<後期〉
期日　令和6年2月頃
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路
ｶﾘｷｭﾗﾑは日本ｽﾎﾟｰﾂ少年団ﾘｰﾀﾞｰ制度に基づ
く。

釧路市・釧路管内ｽﾎﾟｰﾂ少年団
ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰｽｸｰﾙ

スポーツ少年団の活性化を図るため、団員同士の交流を深めるさまざまな事業の
展開とともに、指導者とリーダーの確保・養成に努めます

少年団種目別交流大会

ｽﾎﾟｰﾂ少年団の活性化を図る
ため、ｽﾎﾟｰﾂ少年団種目別交
流大会を開催する。

事業名

主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業の継続と参加者の拡大を
図る。

事業の継続と参加者の拡大を
図りながら参加単位団の裾野
も広げる。
また、ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰｽｸｰﾙ修了
者をｼﾆｱﾘｰﾀﾞｰ、指導者へとつ
なげていく方策を検討する。

施  策  の  方  向

具 体 的 な 施 策 イ

事業名

釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年9月頃
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路

交流会を通してｽﾎﾟｰﾂ少年団の連携強化を図ると
同時に、ｽﾎﾟｰﾂを通じて集まった仲間たちで作る
連帯感を高める。

釧路市ｽﾎﾟｰﾂ少年団ｽﾎﾟｰﾂ交流
会

単位団や種目を越えた親睦と
仲間意識の高揚を図るため、
団員が一堂に会してｽﾎﾟｰﾂ交
流を行う。

事業名 / 概要・ねらい

基 　本 　方　 策

釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

令和5年度は開催しない。
次回、令和9年受入予定。

団員が各単位団において、中
心的役割を担うﾘｰﾀﾞｰとしての
資質向上を図るため、必要な
基礎知識・技能を学習する事
業を行う。

事業名

次回、令和9年受入予定。

全競技種目での大会開催を目
指す。

2 競技スポーツの振興

Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

(2) スポーツ少年団の活性化

基   本   方   針

123 



令和５年度実施計画

Ⅳ

主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

<前期>
期日　令和5年6月頃
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路
<後期>
期日　令和5年10月頃
場所　湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路
(公財)日ｽ協運動適性ﾃｽﾄの5種目により団員の体
力・能力を測定し、測定結果を各単位団に対し通
知する。

事業の継続と参加者の拡大を
図る。

ｽﾎﾟｰﾂ少年団体力ﾃｽﾄ会

団員の運動能力や体力を計測
し、日常活動の目標と体力や
能力の向上発達に役立てるた
め、体力ﾃｽﾄを実施する。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

期日　令和6年2月（予定）
場所  音別町森林体験交流ｾﾝﾀｰ、音別町体験学
習ｾﾝﾀｰ
対象  ｽﾎﾟｰﾂ少年団員ほか
内容  軽ｽﾎﾟｰﾂ活動  宿泊を伴う団体行動研修

参加した少年団員からも好評
な事業で､今後も引続き実施す
る。

ｽﾎﾟｰﾂ少年団宿泊研修交流会

団内･各団の団員相互が軽ｽ
ﾎﾟｰﾂ活動や宿泊研修を通じ、
ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動の大切さを理解し､
たくましい実践力を持つ少年
団員の養成を目的とする｡

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 2 競技スポーツの振興

施  策  の  方  向 (2) スポーツ少年団の活性化

具 体 的 な 施 策 イ
スポーツ少年団の活性化を図るため、団員同士の交流を深めるさまざまな事業の
展開とともに、指導者とリーダーの確保・養成に努めます

事業名 / 概要・ねらい
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事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

全国大会　22件　5,640名
全道大会　　2件　　180名

各種大会の誘致活動

地元選手の競技力向上を図る
ため、地元競技団体等と協力
し、全道・全国・国際大会の誘
致活動を行う。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

・ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ協議会委員の人脈を活用しなが
ら、実業団や大学等への合宿誘致活動を行う。
・ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ協議会委員と連携しながら更なる
合宿誘致に向け、効果的な誘致活動方法を研究
していく。

合宿誘致活動

競技団体等の合宿誘致活動と
支援により地元選手との交流
による競技力向上を目指す。

継続実施する。

令和6年度事業（予定）

継続実施する。

基 　本 　方　 策

施  策  の  方  向 (3) 競技スポーツ活動への支援

具 体 的 な 施 策 ア
全道・全国・国際大会やスポーツ合宿を積極的に誘致し、地域スポーツの活性化
を図ります

2 競技スポーツの振興

Ⅳ

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進
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Ⅳ

全道･全国大会等開催助成

全道・全国規模大会の本市開
催を支援するため、開催助成
を行う。

競技ｽﾎﾟｰﾂ活動の支援のた
め、各種競技団体主催の講習
会への助成を行う。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

全道大会     22件　6,758名
全国大会　　  2件　　 187名

継続実施する。

継続実施する。

事業名

Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

2 競技スポーツの振興

ス
ポ
ー

ツ
課

37競技団体へ助成を行う。

競技団体ｽﾎﾟｰﾂ講習会開催助成

施  策  の  方  向

具 体 的 な 施 策 イ
全道・全国・国際大会への派遣や地元開催の同大会への助成、各種競技団体に
よる研修会等への助成など、スポーツ振興のための支援を行います

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

適宜、助成を行う。

全道･全国大会等派遣助成

競技ｽﾎﾟｰﾂ活動への支援のた
め、全道・全国大会等に出場
する団体、個人に対する助成
を行う。

継続実施する。

基 　本 　方　 策

(3) 競技スポーツ活動への支援

基   本   方   針
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施  策  の  方  向 (1) スポーツ施設の充実

具 体 的 な 施 策 ア
スポーツ施設の長寿命化に向けた計画的な整備やルール変更等に準じた備品
の更新など、安全・安心で快適に利用できる施設の充実に努めます

令和6年度事業（予定）

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

・笠木修繕
　（財源：広告収入）
　工期　1か月

柳町ｱｲｽﾎｯｹｰ場の整備

利用者が安全で快適に利用で
きるよう、施設整備の充実を図
る。

施設利用者に支障がないよう
施設整備を継続する。

Ⅳ

ｽﾎﾟｰﾂ施設における煙突用断熱
材（ｱｽﾍﾞｽﾄ）調査

利用者が安全で快適に利用で
きるよう、定期的な調査を行う。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

・河畔ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場　公認ｺｰｽ検定
　（5年毎、今年度検定年）

利用者が安全で快適に利用で
きるよう、施設整備の充実を図
る。

河畔パークゴルフ場は公認検
定を控えていることから、施設
利用者に支障がないよう施設
整備を継続する。

ス
ポ
ー

ツ
課

・ろ過系統ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ継手更新工事
　（財源：広告収入）
　工期　1か月
・地下ﾋﾟｯﾄ内給水・給湯配管更新工事
　（財源：公共施設整備等基金繰入金）
　工期　3か月

鳥取温水ﾌﾟｰﾙの整備

Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

基   本   方   針

基 　本 　方　 策 3 スポーツ振興のための基盤整備

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

・柳町ｱｲｽﾎｯｹｰ場ｱｽﾍﾞｽﾄ大気調査
　測定日　未定
・春採ｱｲｽｱﾘｰﾅｱｽﾍﾞｽﾄ大気調査
　測定日　未定

施設利用者が安全で快適に利
用できるよう、調査を継続す
る。

施設利用者に支障がないよう
施設整備を継続する。

ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場の整備

利用者が安全で快適に利用で
きるよう、施設整備の充実を図
る。

事業名
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Ⅳ

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

・写真判定装置購入
　（財源：ｽﾎﾟｰﾂ振興くじ助成金）

施設利用者に支障がないよう
施設整備を継続する。

釧路市民陸上競技場の整備

利用者が安全で快適に利用で
きるよう、施設整備の充実を図
る。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

新たなｷｬｯｼｭﾚｽ決済端末を、6月頃を目途にｽﾎﾟｰ
ﾂ施設全館に設置し、電子ﾏﾈｰやｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ、
ｶｰﾄﾞ決済といった様々な種類に対応することで、
利用者のｻｰﾋﾞｽ向上を図る。
【既存施設】
湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路、鳥取温水ﾌﾟｰﾙ、市民陸上
競技場、柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場、鶴ヶ岱武道館
【新規施設】
柳町ｱｲｽﾎｯｹｰ場、春採ｱｲｽｱﾘｰﾅ、釧路ｱｲｽｱﾘｰ
ﾅ、市民球場（屋内練習場含む）、付属球場、付属
陸上競技場、市民ﾃﾆｽｺｰﾄ市民ｻｯｶｰ場、市民ｿﾌ
ﾄﾎﾞｰﾙ場

ｷｬｯｼｭﾚｽ事業者及び指定管
理者と連携をし、支障なく稼働
できるようにする。

ｷｬｯｼｭﾚｽ環境の整備
（施設使用料）

各種施設利用者の利便性向
上に向け、使用料のｷｬｯｼｭﾚｽ
化を図る。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

持ち運び可能なｷｬｯｼｭﾚｽ決済端末を、6月頃を目
途に導入し、電子ﾏﾈｰやｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ、ｶｰﾄﾞ決済と
いった様々な種類に対応することで、利用者のｻｰ
ﾋﾞｽ向上を図る。
ｷｬｯｼｭﾚｽ決済への対応を開始していく。

ｷｬｯｼｭﾚｽ事業者及び指定管
理者と連携をし、支障なく稼働
できるようにする。

ｷｬｯｼｭﾚｽ環境の整備
（学校ｽﾎﾟｰﾂ開放）

学校ｽﾎﾟｰﾂ開放利用団体の利
便性向上に向け、照明利用券
購入のｷｬｯｼｭﾚｽ化を図る。

基 　本 　方　 策 3 スポーツ振興のための基盤整備

施  策  の  方  向 (1) スポーツ施設の充実

具 体 的 な 施 策 ア
スポーツ施設の長寿命化に向けた計画的な整備やルール変更等に準じた備品
の更新など、安全・安心で快適に利用できる施設の充実に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

・屋根・軒下改修工事
　（財源：保健体育債）
　工期　12か月

施設利用者に支障がないよう
施設整備を継続する。

釧路ｱｲｽｱﾘｰﾅの整備

利用者が安全で快適に利用で
きるよう、施設整備の充実を図
る。

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進
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Ⅳ

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

野球場外野ﾌｪﾝｽ支柱・門扉修繕
その他、緊急を要する修繕が発生した場合、適宜
対応する。

施設環境の充実を図るため､
引続き要望を行う｡

音別町運動施設の整備

老朽化による施設・設備等の
改善を進め､市民が安全で快
適にｽﾎﾟｰﾂに親しめる､施設環
境の充実を目的とする｡

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 3 スポーツ振興のための基盤整備

施  策  の  方  向 (1) スポーツ施設の充実

具 体 的 な 施 策 ア
スポーツ施設の長寿命化に向けた計画的な整備やルール変更等に準じた備品
の更新など、安全・安心で快適に利用できる施設の充実に努めます

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）
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Ⅳ

学校体育施設の開放

小・中学校体育館、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを
開放する。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

住民の体力づくりの場として学校体育館・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
を開放する。

学校体育施設の開放

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

利用申請に応じて、学校開放を実施する。

地域住民の体力づくりの場とし
て、また、勤労市民の余暇ｽ
ﾎﾟｰﾂの場として、小・中学校の
体育館と夜間照明設備のある
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを開放する。

市民の体力づくりのため、ｽﾎﾟｰ
ﾂ活動の場として小中学校の体
育施設の開放を継続する。

地域ｽﾎﾟｰﾂの活動の場として、
学校体育施設の開放を継続す
る。

具 体 的 な 施 策

基   本   方   針

基 　本 　方　 策

施  策  の  方  向 (1) スポーツ施設の充実

イ
地域におけるスポーツ活動の拠点として、小中学校の体育館・グラウンドの有効
活用や近隣自治体との連携による施設利用の促進を図ります

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

3 スポーツ振興のための基盤整備

令和6年度事業（予定）
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Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

各施設に設置されているAED
の適切な維持管理を行う。

施  策  の  方  向

具 体 的 な 施 策 ウ
施設利用者等の安全と人命を確保するため、不測の事態に備え、迅速で的確な
救急体制と受け入れ態勢の向上に努めます

令和6年度事業（予定）

全職員が緊急時に迅速に対応
できるようにする。

(1) スポーツ施設の充実

3 スポーツ振興のための基盤整備

ｽﾎﾟｰﾂ施設におけるAEDの整備

ｽﾎﾟｰﾂ活動時の不測の事態に
備え、施設における救急体制
の整備を行う。

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

各施設に設置されているAEDの適切な維持管理
を行う。

Ⅳ

基   本   方   針

（ｽﾎﾟｰﾂ施設指導員対象）救命救
急法講習会の実施

緊急時における対応などを身
につけるため、指定管理者全
職員を対象とした講習会
（AED・心肺蘇生法）等を開催
する。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

・新指定管理者である東北海道ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｯｼｮﾝの
常駐ｽﾀｯﾌ全員が心肺蘇生法を受講予定である。
（数人が過去に受講済み）
・新規職員採用者の未講習者については随時受
講に努める。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

基 　本 　方　 策
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基 　本 　方　 策 3 スポーツ振興のための基盤整備

施  策  の  方  向 (2) スポーツ活動を支える人材の確保

具 体 的 な 施 策 ア
地域でのスポーツ活動の推進や学校での部活動を支援するための指導者の確
保・育成を図ります

令和6年度事業（予定）

市民皆ｽﾎﾟｰﾂを地域ぐるみで
展開するために各地域のﾘｰ
ﾀﾞｰを継続して養成していく。

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

地域ｽﾎﾟｰﾂ活動の推進のた
め、地域ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰで組織さ
れた釧路市地域ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰ
協議会活動の活性化を図る。

地域ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰの育成強化
を図るため、継続して実技研修
会を実施していく。

各地区のｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰが中心
となり、市民皆ｽﾎﾟｰﾂを展開す
るため、釧路市地域ｽﾎﾟｰﾂﾘｰ
ﾀﾞｰ協議会を継続して育成支
援していく。

ス
ポ
ー

ツ
課

市民親善ﾌﾛｱｶｰﾘﾝｸﾞ大会の開催及び各地区に
おいて実技研修会、ﾎﾞｯﾁｬやﾓﾙｯｸといったﾆｭｰｽ
ﾎﾟｰﾂや軽ｽﾎﾟｰﾂ大会等の事業を展開する。
湿原ﾏﾗｿﾝなどの市主催ｲﾍﾞﾝﾄへの協力を行う。

釧路市地域ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰ協議会

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

引き続き周知に努め、要請により派遣を行う。

ｽﾎﾟｰﾂ指導員「ﾘｰﾀﾞｰﾊﾞﾝｸ」の養
成と確保・活用

要請に応じてｽﾎﾟｰﾂ指導者を
派遣するため、ｽﾎﾟｰﾂ指導員
「ﾘｰﾀﾞｰﾊﾞﾝｸ」の整備を行う。

令和5年度事業計画

Ⅳ

事業名

地域ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰ研修会

地域ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰの育成強化
を図るため、実技研修会を実
施する。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

市内小学校区（25区）に地域ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰを配置
釧路市地域ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰ協議会事業への参加
や、各地区において実技研修会、軽ｽﾎﾟｰﾂ大会
等の事業を行う。
また、学校開放事業を中心とした各地域のｽﾎﾟｰﾂ
活動を推進する。

地域ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰの養成

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

各ﾌﾞﾛｯｸごとに実技研修会を実施する。

地域での身近なｽﾎﾟｰﾂ活動を
推進するため、指導者の養成
を図る。

事業名 / 概要・ねらい 主管課

継続する。
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令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 3 スポーツ振興のための基盤整備

施  策  の  方  向 (2) スポーツ活動を支える人材の確保

具 体 的 な 施 策 ア
地域でのスポーツ活動の推進や学校での部活動を支援するための指導者の確
保・育成を図ります

事業名 / 概要・ねらい 主管課

大会運営に欠かせないﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ育成に継続して取り組む。

市民協働型事業

釧路市のｽﾎﾟｰﾂ行事や地域ｽ
ﾎﾟｰﾂ行事に協力するﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
を育成する。

Ⅳ

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

・釧路湿原ﾏﾗｿﾝへの参加
・全日本少年ｱｲｽﾎｯｹｰ大会への参加
　
長年継続してきたｲﾍﾞﾝﾄを、次世代に継続していく
ための魅力的な企画や、安全安心な大会運営を
心掛けることで、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数の維持につなげる。
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令和5年度事業計画

具 体 的 な 施 策 イ

令和6年度事業（予定）

継続する。

Ⅳ

施  策  の  方  向

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

・ｽﾎﾟｰﾂ関係団体との協議
・教育委員会内での協議

学校部活動の環境整備

学校の運動部活動の地域移行を見すえ、子どものスポーツ活動を支えるため、ス
ポーツ環境の充実に向けた学校とスポーツ団体等による体制の構築を図ります

学校での運動部活動の地域移
行を見すえ、学校・関係団体
等連携による環境整備を進め
る。

事業名 / 概要・ねらい 主管課

基   本   方   針

基 　本 　方　 策 3 スポーツ振興のための基盤整備

(2) スポーツ活動を支える人材の確保

Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進
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事業名

釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年7月頃
場所　釧路市柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場会議室

ｽﾎﾟｰﾂ少年団認定育成員による講義、その他専門
的な知識を持つ講師を招聘して講演を行う。
参加者相互の意見・情報交換を図る時間も設け
る。

ｽﾎﾟｰﾂ少年団･母集団交流研修会

指導者・母集団が一堂に会し
交流を深め各単位団の発展と
指導者の資質向上を図るため
の研修会に指導者を派遣す
る。

運営委委員の出席率ｱｯﾌﾟを目
指すとともに各競技における指
導者の後継者育成を継続して
行う。

事業の実施を継続するとともに
参加者の拡大に努める。

参加者の拡大に努める。

事業名

釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

全5回(予定)
　第1回　令和5年4月頃
　第2回　令和5年6月頃
　第3回　令和5年9月頃
　第4回　令和5年10月頃
　第5回　令和6年2月頃
場所　釧路市柳町ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ場会議室

適正なスポーツ倫理を身に付けた専門的指導者を養成するため、関係団体と連
携し、各種研修会や講演会等の開催を促進します

ｽﾎﾟｰﾂ少年団母集団・指導者研
修会

ｽﾎﾟｰﾂ少年団に関連する事柄
の意見交換を行い母集団・指
導者間の親睦・交流及び団活
動に対する協力と理解を深め
るため、研修会を開催する。

事業名

釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

期日　令和5年7月予定
場所　調整中

釧路管内各地域でｽﾎﾟｰﾂ少年団活動を支える指
導者・母集団が会し、相互の親睦を深め、資質向
上を図る。

主管課 令和5年度事業計画

Ⅳ

ｽﾎﾟｰﾂ少年団指導者協議会運営
委員会

指導者相互の連携と、その資
質や指導力の向上並びに団
活動の促進施策を協議する。

施  策  の  方  向

具 体 的 な 施 策 ウ

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

軽ｽﾎﾟｰﾂの開発や紹介及び総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗ
ﾌﾞの育成と支援

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員協議会

ｽﾎﾟｰﾂ基本法に基づく非常勤
専門職としてｽﾎﾟｰﾂ振興施策
の企画への参画、市民ｽﾎﾟｰﾂ
の指導育成、軽ｽﾎﾟｰﾂ種目の
開発研究などの活動を行う。

事業名 / 概要・ねらい 令和6年度事業（予定）

「総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ」を増
やす取組を継続する。

(2) スポーツ活動を支える人材の確保

基 　本 　方　 策

基   本   方   針

3 スポーツ振興のための基盤整備

Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進
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Ⅳ

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 3 スポーツ振興のための基盤整備

施  策  の  方  向 (2) スポーツ活動を支える人材の確保

具 体 的 な 施 策 ウ
適正なスポーツ倫理を身に付けた専門的指導者を養成するため、関係団体と連
携し、各種研修会や講演会等の開催を促進します

事業名 / 概要・ねらい

事業名

釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰ養成講習会、ｽﾀｰﾄｺｰﾁ認定講習会
を開催する。
令和5年開催は現在調整中

継続実施する。

ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰ養成講習会､スポーツ少
年団ｽﾀｰﾄｺｰﾁ養成講習会

ｽﾎﾟｰﾂ指導者をｻﾎﾟｰﾄする「ｽ
ﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰ」の養成、ｽﾎﾟｰﾂ少
年団単位団活動において指
導・運営の中心となる「ｽﾎﾟｰﾂ
少年団ｽﾀｰﾄｺｰﾁ」の養成のた
めの講習会に受講者を派遣す
る。

主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

136 



令和５年度実施計画

令和5年度事業計画

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる施設等の情報公
開①

事業名

広く市民に周知するため、ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞを活用し、ｽﾎﾟｰﾂ施設や
ｲﾍﾞﾝﾄ等の情報提供を行う。

Ⅳ

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる施設等の情報公
開②

広く市民に周知するため、ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞを活用し、ｽﾎﾟｰﾂ施設や
ｲﾍﾞﾝﾄ等の情報提供を行う。

ス
ポ
ー

ツ
課

ｽﾎﾟｰﾂ施設やｽﾎﾟｰﾂ合宿、大会等のｲﾍﾞﾝﾄの情報
を掲載する他、大会等で優秀な成績を収めた選
手についてなど釧路市のｽﾎﾟｰﾂに関する話題をﾀ
ｲﾑﾘｰに発信する。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

施設情報や、ｲﾍﾞﾝﾄ情報、休場等のお知らせを公
開する。

画像等を積極的に利用する
等、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの利点を活か
し、今後もﾆｰｽﾞに合った情報
提供を継続する

できるだけ多くの方が閲覧でき
るよう継続して実施する。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

・毎月の「生涯学習ｶﾞｲﾄﾞ」による各種講座、教室の
情報提供
・ｽﾎﾟｰﾂ大会等ｲﾍﾞﾝﾄの周知
・ｽﾎﾟｰﾂに関する各種募集、申込みの周知

「広報くしろ」による講座･イベント
等の情報提供

「広報くしろ」を活用し、講座・
教室・ｲﾍﾞﾝﾄの情報提供を行
う。

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

小・中学生対象の講座・教室・ｲﾍﾞﾝﾄ開催予定等
の情報提供を行う他、ｽﾎﾟｰﾂ少年団の事業等の情
報を提供する。

「市Ｐ連だより」による講座･イベン
ト等の情報提供

「市P連だより」を活用し、小・中
学生対象の講座・教室・ｲﾍﾞﾝﾄ
の情報提供を行う。

健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 3 スポーツ振興のための基盤整備

市内全戸に配布される媒体で
あるため、今後も有効に活用で
きるよう、ﾆｰｽﾞに合った情報提
供を継続する。

施  策  の  方  向 (3) スポーツに関する情報提供の充実

具 体 的 な 施 策 ア
各種施設の利用状況や講座・イベントの最新情報を、「広報くしろ」やホームペー
ジ、ＳＮＳ等で分かりやすく発信します

令和6年度事業（予定）

市内小中学校の全児童・生徒
に配布される媒体であるため
今後も有効に活用できる情報
の提供を継続する。

基   本   方   針 Ⅳ

事業名 / 概要・ねらい 主管課
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Ⅳ

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

基 　本 　方　 策 3 スポーツ振興のための基盤整備

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

広く市民に周知するためにも、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの内容を
充実させ、施設利用に関する事、自主事業・ｲﾍﾞﾝ
ﾄ情報等最新情報を広く市民に提供する。

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新を早めに行
い、さらに内容の充実を図り利
用者にﾘｱﾙﾀｲﾑの情報伝達を
継続する。

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる施設等の情報公
開③

広く市民に周知するため、ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞを活用し、ｽﾎﾟｰﾂ施設や
ｲﾍﾞﾝﾄ等の情報提供を行う。

事業名

各
施
設
指
定
管
理
者

（
ス
ポ
ー

ツ
課

）

発行月 5月・11月
各発行部数 1,000部

市内他の公共ｽﾎﾟｰﾂ施設・民間施設等50ヶ所以
上に設置する。

設置場所を増やし、且つ、紙
面の内容も分かりやすく魅力
有る内容を掲載する事を継続
する。

ｽﾎﾟｰﾂ振興財団機関誌「YELL」の
発行

各体育施設の開設情報や財
団自主事業の各種大会・教室
等の情報提供を年2回発行す
る。

(3) スポーツに関する情報提供の充実

具 体 的 な 施 策 ア
各種施設の利用状況や講座・イベントの最新情報を、「広報くしろ」やホームペー
ジ、ＳＮＳ等で分かりやすく発信します

事業名 / 概要・ねらい

施  策  の  方  向

主管課 令和5年度事業計画 令和6年度事業（予定）

事業名
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Ⅳ

事業名

ス
ポ
ー

ツ
課

釧
路
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会

市民からの相談や問い合わせに対応する。
・施設に関すること。
・ｽﾎﾟｰﾂに関すること。
・ｽﾎﾟｰﾂ指導における暴力行為等に関すること。

ｽﾎﾟｰﾂ相談ｻｰﾋﾞｽ

市民からの相談や問い合わせ
に対応するため、相談窓口を
開設する。

令和6年度事業（予定）事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画

基 　本 　方　 策 3 スポーツ振興のための基盤整備

継続実施する。

基   本   方   針 Ⅳ 健康な心と体を育むスポーツの推進

施  策  の  方  向 (3) スポーツに関する情報提供の充実

具 体 的 な 施 策 イ
年齢や体力、健康状態に応じたスポーツ医・科学に基づく、安全かつ効果的な運
動方法等の情報提供や各種運動に関する相談体制の充実に努めます
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